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　お前はまた、戻ってくる。

　誰だれかが自分にそう言った。
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「ダメ、リューどこにもいない」

　ヒューマンの従業員、ルノアは帰ってくるなり頭かぶりを振った。

　東のメインストリートに建つ酒場『豊穣ほうじょうの女主人』。開店前の店内。

　彼女の報告に、店員達はにわかにざわついた。

「リューのやつどこ行ったニャー。きっとサボりだニャ、許せんのニャア……」

「誰にも話さないで手紙を残して消えるなんて、初めてのことだけどね……」

　テーブルに身を投げ出している猫人キャットピープルのアーニャが愚痴ぐちを吐くも、その言葉に覇気はきはない。片手で手紙をつまむルノアも、調子が狂ったように息を吐ついた。

　リューが酒場からいなくなった。

　無断で、忽然こつぜんと。

　店の離れにある彼女の部屋には置き手紙があり、それには達筆な字で店をしばらく空ける旨むね、あとは謝罪が書き記されていた。

「時々、ふっと消えちゃう時はあったけど……なんだか、今回は……」

　何か、これまでとは違う。

　そう直感した店員達は、先程まで同僚のエルフが足を運びそうな場所を手分けして探し回っていたのである。

「このところ、ずっと張り詰めていたしね。見ていて……危なっかしいって思うくらい」

「おい、腹黒ネコ。口調」

「おっと」

　ルノアに指摘されたクロエが片手で口もとを覆う。

　まるで別人のように目を細めていた猫人キャットピープルは、がらっと人格を変えるように、手をどけた時には普段の笑えみを纏まとい直していた。


「ニャ～……ドブ川の掃除より汚いことやらされていた身としては、何かあったんじゃニャいかニャー、なんて心配なのニャ。というより、何か起こすんじゃニャいかニャ、って」



　軽薄な笑みで、猫の尾を揺らしながら、のたまう。

　それは洞察というより予感であった。

【疾風しっぷう】という、エルフの過去を知っている者の一人としての。

「おい」

　そのふざけ半分の言葉を、再びルノアが制した。

　彼女が一瞥いちべつするのは隅で黙りこくっている薄鈍色うすにびいろの髪の少女。

　思い詰めた表情で、シルは沈黙を貫いていた。

　一度口を閉じていたアーニャ達は、すぐに場の空気を吹き飛ばすように、かまびすしく話し始める。

「白髪しらが頭もダンジョンにこもりっきりだし、シルの元気が落ちる一方ニャ！　これはきっと白髪頭のいんぼーなのニャ！」

「そうニャ！　全部少年のせいニャ！　お詫わびとしてあのお尻しりに顔を埋めさせてもらうニャ！」

「酷ひどい言いがかりだし何言ってんだ、あんた達」

　アーニャとクロエが好き放題なことを言ってルノアが突っ込む、そんないつもの日常の風景にもシルの顔は晴れない。

　輪の中で淡々と指摘する生真面目きまじめなエルフの場所が空白であったから。

　そうこうしていると、部屋の扉が音を立てて開け放たれた。

「何やってんだ、この馬鹿ばか娘ども！　くっちゃべってないで、さっさと働きな！」

　ドワーフの店主、ミアである。

　彼女の怒鳴どなり声にアーニャ達は肩を跳ねさせ、蜘蛛くもの子を散らすように店内から出ていった。

　あっという間に静けさに包まれる店内。

　二人きりになったシルとミアは視線を交かわす。

「ミアお母さん……なにか、知っていますか？」

「アンタが知らなきゃ、アタシが知るわけないだろう？」

　あのエルフと一番絆きずなが深いのはお前だと。

　ドワーフの店主はにべもなくそう言い切った。

　少女に背を向け、場を後にする。

「まったく、世話のかかるエルフだよ」

　去り際ぎわ、そんな言葉を残して。


「リュー……」



　シルの呟つぶやきは、静まり返った店の中に消えていった。





[image: ]






『──大丈夫？』

　その温ぬくもりを覚えている。

　薄鈍色の髪の少女が差し伸べてくれた、その手を。

　激情に駆られ、正義を失い、復讐ふくしゅうを果たした後、生きる理由を失った自分を光の世界に連れ戻してくれた、彼女の笑みを。

　彼女に救われた。

　彼女達に、助けられた。

　無茶苦茶なドワーフの店主に、猫人キャットピープルばかりいる店員達。騒さわがしくも愉快ゆかいな酒場は自分の体を洗ってくれたように思う。

　血と汚泥に穢けがれた自分の体を。

　復讐の炎に焼かれ、灰色に塗まみれていた空色の瞳ひとみを。

　今、かけがえのないものは何かと問われれば。

　それはあの豊穣ほうじょうの酒場だと答えるだろう。

　彼女達との日常はそれほど尊とうといものだった。




　だがそれでも、やはり、『傷』は消えなかった。

　あの酒場と同じくらい、大切だった仲間ファミリアを失った喪失感。

　ふとした拍子で疼痛とうつうとなってもたらされる確かな寂寥せきりょう。

　目を背けている黒い残り火が、胸の中でくすぶっているのもわかっていた。

　今も夢に見ることがある。

　悲鳴が轟とどろいていた。

　絶叫ぜっきょうが散っていった。

　涙が赤く染まっていた。

　美しくて気高けだかかった筈はずの少女達の壮絶な最期が、瞼まぶたの裏に蘇よみがえる。

　夢を見た朝は、凄すさまじい感情のうねりとやり切れない虚無きょむ感に耐えねばならなかった。

　激情が吠ほえるのだ。

　仲間の無念が幻聴となってこの身を焦こがす。

　体をかき抱き、二の腕に爪つめをいつも食い込ませた。

　豊穣の酒場が照らす暖かな光、その陰で身をひそめる小さな闇やみ。二つの感情を抱えながら、この五年間を生きてきた。




　だから。

　それは切っかけがあったなら、あっけなく堰せきを切り、止められぬ怪物かいぶつと化すだろうことは、わかりきっていたことだったのかもしれない。

　薄暗い地下迷宮。

　漂う冷気。

　日の光も届かぬ『悪』の肥溜こえだめ。

　そこで目にした光景に、全身の毛が逆立さかだった。

「──リ、リオン」

　絶望の声。

　恐怖に濡ぬれた自分の名。

　震える男達の眼差まなざし。

　凝縮された一瞬が弾はじけた時、心の中にひそむ『怪物』は鎖くさりを引き千切ちぎり、雄叫おたけびを上げた。

「リオン!?」

　また自分の名を呼ぶ声が聞こえた。

　それは自分を引き止める最後の糸だったのかもしれない。

　だがそんな戦友の声も振り払い、体は激情の言いなりとなった。

　逃げ惑う男達の背中に食らいつく。

　どこまで逃げようと、いくら錯綜さくそうする迷宮にひそもうと、必ず食らいつかんと意志が絶叫を上げる。

　黒い残り火が燃え広がる。

　それはあっさりと業火ごうかと化した。
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【疾風おまえ】はまた、戻ってくる。

　心だれかが私リューにそう言った。

　そうだ。

　あの『過去』を越えない限り──。

















「ひでぇ……」

　それを目にした冒険者達が、一斉に顔をしかめた。

　辺り一面に飛び散っているのは赤黒い塗料。

　その中心で人形のように転がっているのは一つの骸むくろ。

　無残にも切り裂かれた──いや滅多めった刺ざしにされた、同業者の死体だった。

　目の前の光景に立ちつくす僕は、言葉を失った。

「おい、本当かよ……」

　騒ぎを聞きつけた冒険者達の中で、一足遅れてやって来たヴェルフ達が眉間みけんに皺しわを刻みながら唸うなった。

　場所はダンジョン18階層。

　遠征先の『下層』で『強化種モス・ヒュージ』という『異常事態イレギュラー』に見舞われた僕達【ヘスティア・ファミリア】と『派閥連合』は、辛からくもこれを乗り越え負傷者の治療のためにこの安全階層セーフティポイントまで引き返していた。途中で巡り会った【モージ・ファミリア】のルヴィスさん達や【マグニ・ファミリア】のドルムルさん達とともに、先程まで無事を祝って宴うたげでも開こうと盛り上がっていた筈はずだったのだ。

　それが、現れた一つの亡骸なきがらによって一転した。

「なるほど……確たしかに『殺し』だな。モンスターの仕業じゃねぇ、人の手による、な……」

『リヴィラの街』の外れ──湖沼地帯に浮かぶ巨大な『島』の麓ふもと──に集まった冒険者達がどよめく一方、宿場街リヴィラの大頭、ボールスさんは死体を側で見下ろして舌打ちをした。

　彼の言葉通り、死体に刻まれているのは怪物モンスターの爪牙そうがではありえない鋭利な傷、冒険者の武器による刃創じんそうだった。致命傷は恐らく、真まっ赤かに染まっている首の貫通痕あと。

　襲撃の激しさを物語る死体は全身に傷を走らせていた。骨を粉砕ふんさいし、手足を折った鈍器どんきの跡も見受けられる。血走った双眸そうぼうは大きく見開かれており……まるで恐ろしい『何か』と遭遇して、なす術なく惨殺されたかのようだった。

「うっ……」

「見ないでください、春姫ハルヒメ殿……」

　口もとを押さえる春姫ハルヒメさんの両肩を抱き、命ミコトさんが彼女の視線を死体から遮さえぎる。

　騒ぎを聞きつけ集まった人垣に紛れ、リリとアイシャさんは険しい眼差まなざしを送っていた。すぐ近くには口を引き結ぶ桜花オウカさんと、顔をしかめているダフネさんが。誰だれよりも青ざめているのは治療師ヒーラーのカサンドラさんだった。

「おい、ベル。大丈夫か？」


「…………」



　ヴェルフが心配するように、声をかけてくる。

　僕はそれに答えられず、揺れる瞳ひとみで冒険者の死体を見つめていた。

　胸が、嫌な鼓動を奏かなでていた。

　勿論もちろんこれは動揺だろう。見せつけられる同業者の死体は、人の『死』は、僕の心と体に大きな衝撃を与えてくる。

　けれど、その動揺と同じくらいの『危惧』が、頰ほおに嫌な汗をかかせていた。

「【疾風しっぷう】だ！　あいつが現れたんだ！　あいつが、これを……！」

　その会話に、はっとする。

　そう、今も冒険者達を騒然とさせているのは、他ほかならない【疾風】という単語だった。

「フードを被かぶったエルフが……ジャンを、そいつを憑とりつかれたように滅多刺しにして、走って逃げていくのを見ちまったんだよ！」

　死体の第一発見者である街の住人、狼人ウェアウルフの男性が声高に叫ぶ。

　亡くなった顔見知りの名を口にしながら、ボールスさんや他の冒険者達の視線を集め、彼は体をかき抱いた。

「俺おれは前、【疾風】を見たことがある。化物みたいに強つえぇ【アストレア・ファミリア】の連中の中で、ずっと顔を隠していたエルフ……覆面の奥に見えた、あの空色の瞳……今日見たものと、あれは同じだった！」

　当時の記憶を思い出しているのか、体をがたがたと震わせる狼人ウェアウルフの冒険者。

　彼の言葉は確かにあの人の特徴を捉とらえていた。

　けれど、信じられない。

　信じたくなんかない。

【疾風】が──リューさんがこんなことをしたなんて！

「間違いねぇ、ジャンをやったのは【疾風】だ！」

　その断言に、咄嗟とっさに『待ってください』と言おうとするものの、

「そういえば……俺もマントで身を隠した奴やつが大草原に走っていくの、見たぞ」

「あ、俺もだ！　そのまま中央樹……下の階層へもぐっていった！」

　次々挙がる目撃証言によって、僕の言葉は出番を失ってしまった。

　見晴らしのいい断崖に築かれた宿場街リヴィラの中で、複数の冒険者が【疾風】らしき人影を目撃したという。僕以外でリューさんの素性を知るリリ、ヴェルフ、命ミコトさん、春姫ハルヒメさんが表情を硬くさせた。

　そしてアイシャさんは、何故なぜか黙りこくっていた。

「……ですが『疾風のリオン』殿は五年前に亡くなられた筈では？　よしんば生きていたとしても、どうして今になって騒ぎを起こすのですか？」

　リューさんの戦いに魅せられた一人である命ミコトさんが、意を決して疑問を投じると、

「……噂うわさで耳にしたが、『ギルド』と【ロキ・ファミリア】が近々大規模な作戦を起こす予定らしい。何でも、闇派閥イヴィルスの残り滓かすどもが潜伏していた、住処アジトを見つけたんだとよ」

　ボールスさんがいつになく真剣な口調で答えた。

　ボールスさんの言う住処アジトには、心当たりがあった。

『人造迷宮クノッソス』。

　ウィーネ達『異端児ゼノス』を捕えていた暴悪な狩猟者ハンターが根城にしていた『悪』の巣窟であり、『悪』の温床。

　五年前までオラリオに蔓延はびこっていた『悪』と、正義の派閥アストレア・ファミリアの一員だったリューさんには確かに因縁がある。他ならないこの18階層で、僕は彼女本人の口からそう聞いた。

「もし今回の『ギルド』の作戦に便乗して、生き残っていた【疾風】がまた動き出したんだとしたら……辻褄つじつまは合うかもな」

「……！」

「【疾風】は派閥を潰つぶされた怨うらみに憑りつかれて、きな臭ぇ連中を問答無用に潰したイカれた冒険者だ。灰色と判断した奴等は皆殺し……その中には商人やギルド職員だって含まれてやがる」

　ボールスさんは腕を組みながら、周囲の冒険者達を見回した。

「この街の住人で、悪さをしてる野郎どもはごまんといる。いやむしろ、後ろ暗い奴しかいねぇ。管理機関ギルドが取り締まる地上が生きづらくてしょうがなくて、俺達はこんなダンジョンの中で『ならず者達の街ローグ・タウン』を営んでるんだからなぁ」

『ギルド』の目が届きにくい『リヴィラの街』は、冒険者相手の法外な商売が横行していることはもとより、裏市場アンダーグラウンドの側面も持っていると聞く。神様達の神血イコルを材料にした『開錠薬ステイタス・シーフ』という稀少きしょうな道具アイテムや、非合法な品が取り引きされているのだと。無論、それらは限りなく黒に近い灰グレーだ。

　階層の進攻アタックのために立ち寄る僕達のような冒険者はともかく、この宿場街リヴィラの住人は一様にそんな際どい悪事に手を出している。ボールスさんの言葉に身に覚えがあるのか、周囲の人間のほとんどが──『リヴィラの街』の住人達が──ぎくりと肩を揺らした。

「【疾風】はそんな俺達や、そこに転がってるジャンを、黒と判断した……かもしれねぇ」

「じょ、冗談じゃないぜ、ボールス！　確かに後ろめたいことは数え切れねえほどやってきたけどよ、疑わしいってだけで殺されて堪たまるかよ!?」

「そうよ、いくらアタシ達でも闇派閥イヴィルスと繫つながったことなんてない！」

　獣人の宿屋の主が、アマゾネスの商売人が怒声にも似た金切り声を上げる。

　それを皮切りに他の住人達も叫び始めた。

　あっという間に興奮ボルテージが、いや【疾風】への怒りが強まっていく。

「ボールス、こっちからやっちまおう！」

　直後、飛び出したその訴えに、僕は耳を疑った。

「ジャンが、街リヴィラの同胞が訳のわからねえ理由で殺やられたんだ！　たとえ『ならず者達の街ローグ・タウン』でも、義理を立てる理由はあるだろう!?」


「ぬぅぅ……」



　同じ街の住人の顔馴染なじみを殺された怒りからか、第一発見者の狼人ウェアウルフが顔を真っ赤にしてまくし立てる。その熱が段々と周囲に伝播でんぱしていく中、太い腕を組んでいるボールスさんは難しい声を出していた。

「てめぇの言い分はもっともだが……俺様は自分の命が一番大事だ。それこそ他の冒険者のことなんざ知ったことじゃねぇ。【疾風】は要注意人物一覧ブラックリストに載るほどのお尋ね者だ、Ｌｖ．４の化物バケモンに手ぇ出す真似まね……」

「お尋ね者で思い出したけど、【疾風】って賞金首だったよな？　一部の商会が懸けてた賞金、まだ生きてなかったか？」

「あ、そういえば。確か賞金は……八〇〇〇万ヴァリス？」

「──てめぇ等ぁ、討伐隊を組むぞぉ!!」

　子分の話し声を聞いて、ボールスさんはなんと勢いよく手を振り上げた。

「街の仲間の仇かたきは俺達がとぉる！　【疾風】の首は誰にも渡さねぇ！　そして賞金も俺様達のもんだァ!!」

『うおおおおおおおおおおおおおおおっっ！』

　明らかに私欲に囚われているボールスさん──目の中身がヴァリス金貨になっている──に僕は顔を引きつらせた。そしてその放たれた号令にいよいよ焦燥を抱く。ヴェルフや命ミコトさん達も同じだった。場に集まっている冒険者達はそれぞれの思惑はあれ、血気盛んに叫んでいる。

　多くの証言から、最も怪しいのは【疾風】。

　残念ながらそれは確かだ。

　ボールスさんの話を聞いて、心当たりがあるのも僕を惑わす一因だった。

　かつてリューさんは僕にこう話した。

『激情の言いなりとなり仇討あだうちをした』。

『あれはもう正義ですらなかった』。

　許されざる『悪』を認めた時、もしリューさんに非情という名の復讐ふくしゅう心が蘇よみがえったなら……動機は確かにあるのかもしれない。

（本当に、これをやったのが、リューさん……？）

　思い浮かぶのは、鮮血と死体の山の中でたたずむ一人のエルフ。

　酷薄な眼光を宿し、黒い激情に囚われた冷酷な妖精の姿。

　脳裏に過よぎったそんな嫌な光景を──僕はすぐさま蹴けり飛ばした。

「待ってください！」

　今度こそ口にしたその言葉に、誰もが僕を振り返る。

　あの人が、リューさんがそんなことをする筈ない。

　少なくとも、あの人の話を聞いた僕だけは、それを疑っちゃいけない！

　虚むなしさと切なさが同居したあの眼差しを、僕はまだ覚えている。

「【疾風】の仕業だって決めつけるのは、早くありませんか？」

「どういうことだ、俺が噓うそを言っているっていうのか!?」

　それに、気になることもある。

　食ってかかってくる狼人ウェアウルフの冒険者に、僕は正面から対峙たいじした。

「どうして【疾風】だってわかったんですか？」

「だから言ってんだろ！　俺は【疾風】を見たことがある！　ジャンを殺した犯人は、前見たあいつと一緒だった！」

「貴方は、いつからこの『リヴィラの街』にいるんですか？」

　まくし立てていた相手は、一転して奇妙な質問をしてきた僕に怪訝けげんな顔をした。

「あぁ？　もう何年も前からだよ！　てめぇが気付いてねぇだけで、街では何度もすれ違っているんだぜ、スーパールーキーさんよぉ！」

「それじゃあ、貴方は四ヵ月前のあの事件にも居合わせたんですね？」

「だから、それがどうしたってんだ！」

　そう、気になることがある。いや、今の言葉を聞いてはっきりと確信に変わった。

　おかしいのだ。

　正確には三ヵ月半前の事件──『漆黒のゴライアス』が出現したあの時、僕達と一緒にいたリューさんは街リヴィラの住人達と共闘している。事件に居合わせたとはっきり言ったこの人が、当時リューさんの存在に気付いていないというのは、辻褄が合わない。

　階層中で激しい戦闘が繰り広げられていたため、全ての冒険者を覚えていることは確かに不可能だろう。だがリューさんは、アスフィさんと並んでずっと階層主を押さえ、あまつさえ強力な『魔法』を単騎で叩たたき込んでいる。記憶に残っていないというのはありえない。

　状況が状況だっただけに、誰も告発しなかったという可能性はある。けれど事件後にリューさんの素性がバレることはなかった。ボールスさん達の今の様子から見るに、【疾風】が18階層でともに戦った冒険者だと、気付いている人は誰もいない。

　リューさんの変装が完璧かんぺきだったとしても、あれほど派手に大立ち回りした当時は気付かず、情報が限られたこの現状では気付くなんて……本当にありえるだろうか？

　できるなら、疑いたくない。

　疑いたくないけど……。

（この人は、噓をついてる……！）

　険しい眼差しで凄すごみを聞かせてくる狼人ウェアウルフの男を、見据え返す。

　この人は、【疾風】のことを知らない。

　冒険者の直感みたいなものが、僕にそう囁ささやいていた。

「……【白兎の脚ラビット・フット】は、犯人は【疾風】じゃねえって言うのか？」

　周りでは、多くの冒険者が胡乱うろんな目を向けていた。

　街の人々は同じ住人である狼人ウェアウルフの男性を信じているのか、僕に対し懐疑的な表情を浮かべている。尋ねてきたボールスさんも同様だった。

　お尋ね者の【疾風】と、同じ街の住人の言い分。

　どちらを信じるかなんて明らかだ。要注意人物一覧ブラックリストの【疾風】を庇かばう僕に味方はいない。

　言いたいことがあるなら言ってみろ。四方を囲む沢山の目がそう言っていた。

　怯ひるみそうになるけれど、それでも僕は譲らなかった。

　リューさんはもう、こんなことをしない。そう信じてる。

　僕ははっきりと、あの人は犯人じゃないと口にしようとした。

「【疾風】はっ──」

「やめな」

　そんな僕を、横から伸びたアイシャさんの手が止めた。

「なっ……!?」

「水を差して悪かったね。話し合いを続けな」

　僕と入れ替わるように前に出たアイシャさんが、胸の下で腕を組みながら周囲へ促す。

　強調される豊満な双丘と深い谷間。瑞々みずみずしい唇に浮かぶ妖艶ようえんな笑みに、ボールスさん達たち男性陣はたちまち鼻の下を伸ばした。女性陣の嫌悪の視線と舌打ちにはっとして、わざとらしく咳せきをした後、何事もなかったように話し合いを再開させる。僕のことなんて忘れたように。

　荒くれ者達の対応に慣れ切っているアイシャさんは、無言で顎あごをしゃくる。ここから離れろという合図だったけれど、どうして止めたのかと詰め寄らずにはいられなかった。

　アイシャさんを問い詰めようとすると、そっと右の肩を引かれる。

「落ち着け、ベル」

「ヴェルフ……」

　ヴェルフにも諭される。

　頭一つ高いところから見つめてくる兄貴分の瞳に、僕は口を閉じて、かろうじて頷うなずいた。

　パーティみんな揃そろって、【疾風】の討伐を話し合うボールスさん達の輪から離れる。

「なにやってるんだよ、リーダー」

　十分に離れた後、アイシャさんは開口一番そう言ってきた。

「今、あの女を庇うのは得策じゃない」

「リリも同感です。こうなってしまった以上、他の方々の反感を買うのは避けるべきです」


「アイシャさん、リリ、でもっ……！」



「下手を打てば、リリ達も事件に関係しているのではないかと疑われてしまいます」

「！」

　リリにそこまで言われ、肩を揺らす。

　リューさんのことを考えるばかりで、その可能性に思い至らなかった。

　……アイシャさんの言う通り、パーティのリーダー失格だ。

　あの人を庇うにしても、もっと冷静に対処しなければいけなかった。危うくヴェルフ達も巻き込んでしまうところだった。

　自分の不甲斐ふがいなさに、忸怩じくじたる思いを抱いてしまう。

「ったく、少しは成長したと思ったら、やっぱりあんたは『坊や』のまんまだねぇ」

「すいません……」

　地面に視線を落とし、項垂うなだれながら謝ると……アイシャさんはそこで笑った。

「ま、でもいいんじゃないかい。あんたの根っこは、そのままで」

「えっ？」

「【ファミリア】でもない、仲間ダチのために熱くなれる……他の連中はあんたのそーいうところが気に入っているんだろう？　ま、私は断じて違うけどね」

　そう言われて、はっとする。

　周囲を見ると、相好を崩す春姫ハルヒメさんと命ミコトさん、瞑目めいもくして唇を曲げる桜花オウカさん、肩を竦すくめるダフネさん、恥ずかしそうに顔を伏せるカサンドラさんがいた。

　そしてリリとヴェルフも、にっと破顔してくる。

「それにね、あの堅物のエルフがいたら、こう言うと思うよ」

　最後にアイシャさんは唇を吊つり上げて、まったく似ていない声真似をした。

「『貴方のそれは美徳です』、ってね」
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　18階層天井てんじょう、菊マムの花のように生える水晶群から光が消え、夕焼けを介さない迷宮の『夜』がやってくる。

　僕達はいったん『リヴィラの街』へ戻り、宿屋の部屋で集まった。

　僕達が借りているのは『ヴィリーの宿』という洞窟の中に作られた安宿。値段の割に宿場街リヴィラの中でも位ランクが高く、今いる大部屋も十人以上が優にくつろげるほどだ。『強化種モス・ヒュージ』の『宿り木』を植え付けられ、先程まで安静にしていた千草チグサさんも合流している。

「状況証拠からいって一番疑わしいのは【疾風】……残念ながらそれは動きません」

　剝むき出しの岩肌と、魔石灯を始めとした調度品に囲まれながら、リリが僕達に向けて話す。

「ですが、ベル様のおっしゃる通り、少々気になるところがあります。リュー様の動機の件は今は置いておきますが……ベル様達が言い合っている隙すきに、ダフネ様とこっそりと死体を調べておきました」

「ああ、そういえばそんなことしてたな、お前等……」

「ウチもあんなことしたくなかったわよ」

　アイシャさんに発言を止められた時、リリが側からいなくなっていたことを不思議に思っていたけれど、どうやら彼女達は素早く話し合って役割分担をしていたらしい。ヴェルフが呆あきれてみせると、ダフネさんは不承不承そうに溜息ためいきをついた。

　僕の振る舞いが周囲の注意を引き寄せてくれて助かった、なんてリリに言われるけど……自分にはやっぱりパーティの参謀ブレーンは務まりそうにないと、抜け目ない彼女達を前に実感した。

「滅多刺しにされた全身……言ってしまえば雑な刀傷の中で、手足に鋭い傷が走っていました。綺麗きれいというのは抵抗がありますが……それこそ目にもとまらぬ速さで斬りつけたような」

「それは、つまり……」

「その傷に限って言えば、間違いなく【疾風】がやった、ってことだろうね。私も遠目からちらっと確認したけど、前に見たあの女の小太刀えものの傷とほぼ同じものだった」

　リリの言葉に命ミコトさんが緊張した面差しを浮かべ、アイシャさんが説明を引き継いだ。

「恐らく、逃げられないように四肢の腱けんを切断したんだろう」

「ど、どうしてそのようなことを……？」

「ここからは推測だけどね……あの女は、件くだんの冒険者を尋問したんじゃないかい？」

　腱の切断という十分衝撃的な事柄に狐きつねの尾を震わせる春姫ハルヒメさんが尋ね、アイシャさんが答えると、話を聞いていたヴェルフと桜花オウカさんははっとした。

「まさか、あのエルフは男から何かの情報を聞き出しただけ、ってことか？」

「それを聞いて、あの場から大草原……街の住人の証言通り、下の階層へ向かった？」

「ま、話を聞き出した後、そこから息の根を止めた、っていう線は十分にあるけどね」

　二人の言葉にダフネさんは答えつつ、何てことのないように言った。

「ただ、【疾風】の怒りや恨みを見せつけるように、あんなあからさまに滅多刺しにする真似……まぁ臭いんじゃない？」

『偽装』の可能性がある。

　尋問されて取り残された冒険者を、あとから来た他の人間が葬り、リューさんへ容疑をかけるために工作した可能性が。

　ダフネさんは言外にそう指摘した。

「す、すごい……ダフネちゃん、探偵みたいっ」

「うるさいっ」

「ふぎゅ!?」

　はしゃぐカサンドラさんに羞恥を嚙かみ殺すダフネさんが肘鉄ひじてつを食らわせて悲鳴が散る中、アイシャさんが話を再開させる。

「街リヴィラの連中は【疾風】の首級しゅきゅうを上げる方向で動いている。討伐隊が作られるのは決まりだ」

「そんな……」

　千草チグサさんが僕達の心を代弁するように呟つぶやいた。

　束つかの間ま、部屋が沈黙に支配される。

「もし、リュー様の容疑を晴らすというのなら……今いま最も重要なのは、先んじてあの方に接触することです」

　そして、リリが総括するように、締めくくった。

　誰よりも早くあの人に会って、何かがあったのか真相を知る。まずはそれからだと。

　リリの栗色の瞳が僕だけを真まっ直すぐ見つめ、今いま為すべきことを提示してくる。

「……」

　自おのずとみんなの視線もこちらに集まる。僕は数瞬、作った拳こぶしに力を込めた。

　リューさんが殺された冒険者から聞き出した情報とは何なのか、何故ダンジョンへ向かったのか。

　彼女は一体何なにを知っているのか。

　そもそも真犯人がいたとして、【疾風】に罪をなすりつける理由とは。

　わからないことが沢山ある。

　でも、本当にあの人がこの事件の渦中にいるというのなら……答えはとっくに決まってる。

「リューさんに、会いにいこう」

　彼女が何かの陰謀に巻き込まれているなら、助けてあげたい。

　僕の答えに、リリも、ヴェルフも、命ミコトさんも、春姫ハルヒメさんも、桜花オウカさんと千草チグサさんも、頷いてくれた。階層主ゴライアスとの死闘、戦争遊戯ウォーゲーム、『異端児ゼノス』を巡る迷宮街ダイダロスどおりの攻防戦、僕達を何度も助けてくれた覆面のエルフに、今度は自分達が恩を返す番だと。

　ダフネさんとカサンドラさんもまた、乗りかかった船だからと受け入れてくれる。

「よし、じゃあさっさと準備を始めるか！」

　それまでの空気を入れ替えるように、ヴェルフが手の平へ拳を打ち付ける。

　それを皮切りに、みんなは積極的に行動を開始した。

「こうなると、街リヴィラの討伐隊には俺達も加わった方がいいということだな？」

「ええ。彼等より先にここを発ったとしても、ダンジョンは広過ぎます。闇雲やみくもに探してもリュー様を見つけられる可能性は限りなく低いでしょう」

「どこの階層に、いるのかもわからないし……」

「それでは、大勢の方々の力をお借りして、まずは【疾風】様の手がかりを見つけることから……？」

「その通りです、春姫ハルヒメ殿。リュー殿に真っ先に接触するためには、どこかで討伐隊を出し抜く必要がありますが……」

　桜花オウカさん、リリ、千草チグサさん、春姫ハルヒメさん、命ミコトさんが順々に言葉を交わしていく。

　ヴェルフやカサンドラさん達は装備の点検を始め、捜索のための荷造りを始める。

　頼もしさを覚えながらそれを一歩離れて見守る僕に、アイシャさんがすっと近付いた。

「ベル・クラネル」

「何ですか？」

「わかってると思うが、さっきまでの話は全部『推測』だ。私達、いやあんたにとって都合のいい『解釈』……あのエルフが本当に冒険者を殺したことも、十二分にありえる」

「……」

「それだけは覚悟しておきな」

　アイシャさんはそう言って、釘くぎを差してきた。

　彼女は何かを知っているような気がした。それこそリューさんにまつわる何か……今置かれている状況そのものについて。

　黒の長髪を翻ひるがえすアマゾネスの背中を見つめながら、僕はざわつく胸の音を聞いていた。
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「まいりましたね……」

　眼鏡めがねを指で押し上げながら、彼女はぼやいた。

　揺れる純白のマント。魔石灯の光をうっすらと反射するのは水色アクアブルーの髪で、前髪の一部だけ白雲のように白く染まっている。片手に提げているのは鋭い光沢を放つ銀の短剣だ。

　金の翼の装飾が施された靴サンダルを鳴らしながら、アスフィ・アル・アンドロメダは辺りを見回した。

　周囲には冷気が漂っている。

　日の光が一切いっさい届くことのない、地下迷宮特有の薄ら寒さだ。

　そしてそれは、オラリオの下に広がる『天然』のダンジョンのものではない。

『人造迷宮クノッソス』。

　名工ダイダロスの呪のろわれた血筋が生み出した人工の迷宮に、アスフィ率いる【ヘルメス・ファミリア】はいた。

「人造迷宮クノッソスを攻略する【ロキ・ファミリア】の後についていくだけ、彼等が掃除した道をこそこそ調べる簡単な仕事、と考えていましたが……モンスターだらけではないですか」

　彼女達の前には、先程まで激しい戦いを繰り広げていたモンスターの亡骸が折り重なっていた。嘆くアスフィの吐息にあたかも呼応するように、『魔石』に罅ひびが入っていた個体の体が灰へと果てる。

【ヘスティア・ファミリア】が遠征中である現在、一部の【ファミリア】はギルド上層部と連携して秘密裏に『人造迷宮クノッソス攻略作戦』を展開していた。暴悪な狩猟者ハンターディックス・ペルディクスを筆頭にした【イケロス・ファミリア】の悪事から明るみになったこの人工の迷宮に、『ギルド』はメスを入れたのだ。放置できる代物ではないという判断からである。

『異端児ゼノス』事件の影響がまだ残っている都市の住民に気取られないよう、限られた勢力のみが極秘に参加しており、【ヘルメス・ファミリア】もその内の一つだった。

「『異端児ゼノス』が生け捕りにされていたことは知っていましたが……他の個体モンスターまで放し飼いにされているとは。いえ、私達が乗り込むことを見越した上で放した、と考えるのが妥当ですか」

　アスフィ達は主神ヘルメスの口から『異端児ゼノス』の件について聞かされ、全て把握している。

　なので迷宮のモンスターを捕えている場所があることは想像に容易たやすかったが、まさかこうも本物のダンジョンよろしく道を進む度に遭遇エンカウントの連続とは思ってもみなかった。迷路を形作る冷たい石壁に囲まれながら、アスフィはすっかり癖くせになっている溜息を再三吐いた。

　また、彼女の頭を更に悩ませているのが、

「アスフィ～！　あの覆面のエルフ、目の色変かえて行っちゃったぞ～!?　援軍じゃなかったのかよ～!?」

「わかっています……」

　頼みの綱にしていた人物が、いなくなってしまったことだ。

　犬人シアンスロープの少女にぎゃんぎゃん叫ばれる中、アスフィはとっくのとうにいなくなってしまったエルフに愚痴をつく。

「単独行動は契約違反ではないですか……リオン？」

【ヘスティア・ファミリア】による『異端児ゼノス』帰還作戦が始まる前日、アスフィはリュー・リオンに約束していた。

『生き残っていた『悪』の残り滓は『人造迷宮クノッソス』に潜伏していたようです。今回の件が片付き次第、あの迷宮を探索し、貴方の欲する情報を収集してきましょう』

　それに対し、リューは後日アスフィに申し出てきたのである。

『私もその調査に参加します』

　と。

　アスフィにとってその同伴の申し出は予想外だったが、同時に喜ぶべきものだった。曰いわくつきである人工の迷宮に侵入しなければならないのだ、戦力が多いに越したことはない。彼かの【疾風】ならば尚更である。

　繰り返す通り、そんな強力な助っ人はもういなくなってしまったわけだが。

（アイシャはヘルメス様の指示でベル・クラネル達の方に合流している……彼女がいればまだ勝手は違ったのでしょうが）

　書類上では派閥に在籍していないことになっている新参者ニューカマーであり戦力上の切り札は、主神の言いつけで【ヘスティア・ファミリア】と行動をともにしている。

　この『人造迷宮クノッソス攻略作戦』に間違ってもあの少年達を関わらせないようにするための、保険の役割だ。アイシャはアイシャで言われなくとも、ベル・クラネルと前派閥イシュタル・ファミリアの妹分のために彼等の『遠征』に合流していただろうが。

　ついないものねだりをしてしまうアスフィは、【疾風】が去っていった通路の先、蔓延っている闇の奥を見つめる。

「もう鎮まっているかと思いましたが……彼女の『悪』への執念を甘く見ていましたか」

　一瞬だった。

　モンスターの群れが殺到する通路の奥で、逃げ出そうとしている冒険者の一団を視界の中に捉えたリューは、豹変した。

　その空色の眼を剝き、アスフィすら気圧けおされるほどの威圧感、殺気とも呼べるものを背負って、彼等の後を脇目も振らず追いかけたのだ。

「過去の業、【アストレア・ファミリア】の因縁ですか……」

　人造迷宮クノッソスには、暴悪な狩猟者ハンター以外にも、『悪』の残り滓が居座っていた。

　オラリオに暗黒の時代をもたらし、五年前に殲滅せんめつされた『悪』の残存勢力。『ギルド』も捕捉できずにいたこの人造迷宮クノッソスは彼等にとって都合のいい隠れ家だったのだ。

　そして、その『悪』の残り滓と【疾風】には浅からぬ縁があった。

『正義』を掲げていた【アストレア・ファミリア】の一員である、リュー・リオンには。

　恐怖から逃げ出していた冒険者達……あの中にひょっとすると、彼女の『仇』が紛れ込んでいたのではないか。

「復讐の炎に燃やされる……また堕ちるのですか、リオン？」

　その呟きに答える者は誰もいない。

　薄暗い人造の迷宮の中で、アスフィは哀れむように瞳を細めた。

















　大いなる厄災が来たる。




　近付くこと無かれ其そは破滅の化身。触れること無かれ其そは万死の宣託者。




　母の嘆きが災禍を喚よび、絶望が産声を放つ。




　幾重もの慟哭どうこくを生贄いけにえに築かれるは紅あかき肉の道。




　蒼あおき水流もまた血河へと果て、異形の輩ともがらは歓喜する。




　奈落の下流は溜たまり溢あふれた骸むくろを押し流し、母に全てを返すだろう。




　栗鼠りすは肉の花を咲かす。




　狐きつねは儚はかなく千切ちぎれる。




　鎚つちは砕かれる。




　異邦の武者達は命を弄もてあそばれる。




　血濡ぬれの娼婦は狐の形見を持ち去るものの、数多あまたの爪牙そうがに辱められ、弔われる。




　友は悲しみを遺す。




　破滅の導き手を約束されし妖精は、逆巻く白き炎を道連れに、過酷を紡つむぐ。




　そして絶望の檻おりは棺ひつぎへと変わり、汝なんじを苛さいなむ。




　忘れるな。求めし光は蘇よみがえりし太陽のもと他ほかにはない。




　破片を集め、火を捧げ、日輪の灯火ともしびを請え。




　心せよ。其そは惨禍の宴うたげ──。
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　それはなんてことのない『夢』。

　眠りに落ちた少女が見た『夢想の産物』。

　詰まるところ、それはただの最低最悪で吐き気を催すほどのかつてない『悪夢』であり、少女が初めて直面する抗いようのない不可避の『お告げ』であった。
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「────────────────────────────ッッ!?」

　声にならない悲鳴を上げ、カサンドラは飛び起きた。

　喉のどを裂けんばかりに震わせ、眼球を剝むき、大粒の涙を目尻めじりに溜めながら。

「はっ……はっ……は……」

　吐息の破片が耳朶じだを震わす。

　寝汗がぐっしょりと服を濡らしている。

　酷ひどく、気持ち悪い。

　カサンドラの目は正面に縫い付けられたままだった。その双眸そうぼうを大きく見開きながら、浅い呼吸を繰り返し、放心する。


「わたし…………なに、が…………？」



　しばらく混乱の時が続いた。

　視界に広がるのは岩肌の壁。18階層、『リヴィラの街』の宿だ。

　部屋の外からは波のさざめきにも似た冒険者達の喧騒けんそうが響いている。皺しわがついている敷布シーツは、自分が借りていた寝台ベッドのもの。

　覚醒かくせいした意識の表面に、段々と記憶が浮上していく。

（そうだ、私……討伐隊に加わる前に……睡眠をとって……）

　カサンドラは大きな事柄がある時、いつも仮眠を取ることにしている。

　占いのごとく、『夢』を見るためだ。

　カサンドラは『予知夢よちむ』を見ることができる。

　あやふやな映像に付随する『予言』の詩。それは決まって厄災を暗示するものであり、カサンドラにとっては待ち受けている未来に等しい。自分自身あまり快く思っていないが『夢』の効果は絶大で、何かしらの大局を迎える直前、欠かさず見るようにしている。【アポロン・ファミリア】の『遠征』や、『戦争遊戯ウォーゲーム』の時もそうだった。

　カサンドラはベル達が【疾風しっぷう】に接触すると決めた後、頭の片隅で疼うずく直感に促されるまま、休憩を取らせてもらったのだ。この部屋で一人、寝台ベッドに横になって。

　部屋に置かれた砂時計が、眠りに落ちてまだ半刻も経たっていないことを告げている。

　枕まくら元にはすっかり常備品となっている、安眠効果のある天使草アルゼリカのハーブが転がっていた。

「……なに、今の……」

　頭痛がする。目眩めまいもだ。唇の震えが治まらない。

　カサンドラが見たのは『悪夢』だった。

　今回の遠征前、地上で見た夢ものとは比べものにならないほどの、最低最悪の。

　十七節からなる『予言』と鮮烈な負の光景。絶望を象かたどる黒い闇やみが全てを蹂躙じゅうりんした。

　紅くれないが迸ほとばしり、臓物が舞い、骸が転がった。

　その中にはリリや春姫ハルヒメ、ヴェルフ、命ミコト、千草チグサ、桜花オウカ、アイシャ、そして友ダフネのものも含まれていて──。

『夢』の光景を思い出した直後、猛烈な吐き気が腹部から這はい上がった。

「うっっ!?」

　喉から込み上げてくるものを必死に押さえた。しかしそれは失敗し、カサンドラは転がるように寝台ベッドから走り出す。

　部屋を飛び出し、洞窟を利用して作られた宿の奥へ。体裁も忘れて、壁際に設けられた窪くぼみに吐瀉物としゃぶつをぶちまけた。何度も嘔吐えずき、喉を酸の味に犯される。

　ようやく吐き気が去った頃ころ、震える手を側に置いてある樽たるへ伸ばす。

　宿の主人が運んで溜めてある『迷宮の楽園アンダーリゾート』の清水をすくい、何度も口もとをすすいだ。何度も腹の底へ流し込んだ。

（寒ぃ……怖い……！）

　まだ幼い頃、【アポロン・ファミリア】に入団する前。

　故郷の屋敷で恐ろしい『夢』を見る度に、夜遅く母親の寝台ベッドに飛び込んでは泣きじゃくっていた。自分の頭と背中を撫なでてくれた、あの温もりに溺れたい衝動に駆られる。しかし母親はいない。いたとしても夢の『お告げ』は消えてくれない。

　カサンドラにとって、それは確かに待ち受ける未来なのだから。

「だめ、落ち着いて……考えなきゃ……考えないと、『予知夢それ』は現実になる……！」

　まだ『夢』と現実の区別がつかない思考を何度も空転させながら、自分が見た『予知夢』の内容を反芻はんすうする。

（【破滅の導き手】……【約束されし妖精】……エルフ？　【疾風】のこと？　冒険者達が……私達が、【疾風】に導かれることで……ううん、彼女を追うことで、夢は本物になる？）

【疾風】はエルフ。

　賞金首にも取り上げられた五年前の情報からそれは確かだ。

　同時にベル達の知り合いでもあるらしい。もっと言えば、【アポロン・ファミリア】との戦争遊戯ウォーゲームにも参加した、あの覆面の冒険者とのことだ。

（私達がこれからすることは……【疾風】を追いかけて、事件の真相を確かめること……）

　目的の全容はそうだ。

　だが、

（本当に、それだけなの……？）

　わからない。わからない。わからない。

　これは本当に単なる殺人事件？

　本当に、あの少年の知人を助けるだけの物語？

　今も脳裏を犯している『予知夢』の内容に、カサンドラが青ざめていると、

「ったく、ボールスの野郎、金に目をくらませやがって。【疾風】の討伐隊だなんて……うん？　おいお前、そこで何やってんだ！　……って」

　宿の主人、ヴィリーという名の獣人の男が荷物を持ってやって来た。宿泊客の一人カサンドラに気付いた彼は、そこで視線が釘付くぎづけとなる。

　寝汗のせいで服が張り付き、女性らしい体の線が浮き出ている。薄幸の雰囲気を宿す美少女は弱り切った姿も相まって男の征服欲なるものをそそった。

　艶なまめかしいカサンドラの姿に思わず生唾を呑のみ込んでしまった宿の主は、しかし、そこであまりにも酷い少女の顔色に気付く。

「お、おい、大丈夫なのか……？　お前、顔色がやばいぞ……？」

「……だいじょうぶ、です……」

　動じるほどの男の心配を躱かわし、カサンドラは立ち上がった。

　稚児ちごのようにふらつきながら歩き出し、やがてその歩みを駆け足に変える。

　夢の光景から何としてでも遠ざかろうと、ダフネ達のもとへ急いだ。

（私の『予知夢ゆめ』はっ、決定された未来じゃない……！）

　予言者カサンドラの行動次第で回避可能の未来もある。

　まだ、仲間パーティを助けられる！

　その一念で彼女は洞窟でできた宿から飛び出した。

「ヴェルフ様、装備の方は揃そろいましたか？」

「ああ、ベル達の武器も整備した。『魔剣』もまだある。あと一度や二度『下層』にだって突っ込めるぞ」

「他の冒険者達を出し抜く必要がある……ってことは敵はモンスターとは限らないよ。対人戦もあるかもしれない。それを覚えておきな」

　ベル達は既に宿の前に集合していた。

　階層の時間帯は未いまだに『夜』。

　辺りには月明りに似た白水晶ホワイトクリスタルの光が下りている。

　リリやアイシャが中心となって、最後の状況説明ブリーフィングを行っていた。

「あ、カサンドラ！　なにしてるのよ、もう出発するわよ！」

「み、みなさんっ！」

　声を上げたダフネと一緒にベル達がこちらに気付く中、カサンドラは開口一番、声を張り上げていた。

「討伐隊に加わるの……や、止やめませんか……？」

　全員の視線を集めながら、その懇願を放つ。

「……はぁ？」

「恐ろしいことが起こってしまう……だからっ……行くのを、止めましょう……！」

　震える声で警告を発する。

　その突拍子もない申し出にリリやヴェルフ達が目を白黒させる。

　すぐに詰め寄ってきたのは、やはりダフネだった。

「カサンドラ！　あんた、また『夢』とか訳わからないこと言うつもり？　いい加減にしなさいって言ってるでしょう！」


「……っ！」



　古巣アポロン・ファミリアから付き合いのある親友は、全く取り合ってはくれなかった。

　ダフネは『予知夢』のことを信じてくれない。いやダフネに限った話ではなく、『予知夢』は誰だれにも信じてもらえないのだ。まるで『呪力まりょく』がかかっているかのように。ベル達と戦った戦争遊戯ウォーゲームの時もそうだった。

　リリ達も戸惑いの色はあれ、『恐ろしいことが起こる』というカサンドラの妄言ことばを信じている者はいなかった。命ミコトと春姫ハルヒメ、千草チグサはうろたえた様子で、桜花オウカは怪訝けげんそうな表情を、アイシャに至ってはダンジョンに危険など付き物だと言わんばかりに呆あきれている。

（前までは、誰にも信じてもらえなかった……でも、今は……！）

　カサンドラの縋すがるような眼差まなざしは、ダフネ達を離れ、白髪の少年へと向けられた。

「ベ、ベルさん……！」

　誰にも聞いてもらえない『予知夢』を、ただ一人、信じてくれた者がいる。

　目の前にいるベル・クラネルだ。

　何か、そう、少年には『運』と言うべき『加護』が備わっている。それはカサンドラの『呪力まりょく』をはね除のけるほどのものだ。失くした枕を探しに【アポロン・ファミリア】の元本拠ホームを訪ねたあの日以来、自分の言葉を信じてくれた少年はカサンドラにとって『特別』となった。

　パーティのリーダーでもある彼に震える瞳ひとみで訴える。

　困った顔を浮かべていたベルは……ゆっくりと口を開いた。

「ごめんなさい、カサンドラさん……できません」

　カサンドラの顔に絶望の影がかかる。

「リューさんに会わないといけない……あの人を、助けたいんです」

　同時に、その深紅ルベライトの瞳の光を見て確信してしまった。


（嗚呼ああっ……駄目、この人も止まらないっ……！）



　たとえカサンドラの予言を信じてくれたとしても、この優し過ぎる少年は大切な者のために『予知夢』が示す『約束の場所』へ赴いてしまう。

　確固たる意志は強固な運命と同義であるのだと、この時カサンドラは初めて理解した。

　どうあっても、ダフネ達を止められない。

　そう悟った瞬間、膝ひざから力が抜けて、崩れ落ちた。

「ちょ、ちょっとっ、カサンドラッ？」

　慌あわてるリリ達の中で、咄嗟とっさにダフネが少女の体を支えた。

　大丈夫なのか、と尋ねようとした彼女は、青を通り越して白くなったカサンドラの横顔をまじまじと見て動揺した。ダフネからすれば普段からおかしな言動をして顔色が優れないカサンドラだが、これほどまでに憔悴しょうすいしている姿を初めて見たからだ。

「……ねぇ、ごめん。【疾風】を探す予定だったけど……」

　ダフネはカサンドラの体を支えながら、ばつが悪そうにベル達を見回す。

「この子、調子が悪いみたいだから……休ませてあげていい？　悪いんだけど、私も一緒に宿場街リヴィラに残って──」

　その時、項垂うなだれていたカサンドラは目を大きく見開いた。

「だめっ!!」

「!?」

「だめっ、それはだめっ！　それだけは、だめ……！」

　顔を振り上げて、壊れたように駄目という言葉を繰り返すカサンドラに、ベル達はもとよりダフネは驚愕きょうがくした。次第にその驚きは強い困惑に、更に奇異の視線へと変貌する。

　両手で抱えられる頭、振り乱す長髪、震えるか細い体。

　仲間に何も理解されない少女の姿は、まさしく悲劇の予言者のそれであった。


（私だけがこの人達から離れてしまうのは、絶対にだめっ……！）



　カサンドラの『予知夢』は、大筋は避けられないにしても、『予言』の詩に沿った道程から外れることで決定的な破滅から逃れることができる。

　そして『予知夢』と異なる道へ逸それることは、夢の内容を知るカサンドラにしかできない。

　カサンドラがパーティに同伴しないということはつまり、ベル達に予言通り最悪の災厄が約束されてしまうことになる。


（できない、できないっ……！　この人達を見捨てるなんて、今の私には！）



　街に残ればカサンドラとダフネは確実に助かる。少し前のカサンドラだったら、きっと親友と自分の身の安全を優先しただろう。

　だが、知ってしまった。冒険を経て彼等の人となりを。

　リリはお金には厳しいけれど仲間思いの小人族パルゥムだ。

　ヴェルフは武器を受け持つ職人でありながら率先してパーティを庇かばう、格好いい鍛冶師スミス。

　桜花オウカと千草チグサ、命ミコトは義理堅い極東人らしく尊敬できる。

　春姫ハルヒメは心優しく、それでいて自分と性格が似ていて、とてもいい友達になれた。

　アイシャは少し苦手だが、頼りになる姉貴分として信頼している。

　そしてベルは……沢山の意味で『特別』だ。

「カサンドラさん……大丈夫ですか？」

　強く成長していく彼に向ける視線が、ゆっくりと変わりつつあるのを、カサンドラは自覚している。

　今も自分のことを気遣っている少年に、どうしようもなく涙が出そうになった。

　そんな彼等を、カサンドラはもう見捨てることなどできない。

（こうなったら、もう……）

　カサンドラは弱々しい視線でダフネ達を見た。

　最後に、白髪の少年を。

「……我がままを言って、ごめんなさい……。私も、行きます」

　怪訝な感情を残しつつも、その一言で、水を差されたパーティの士気はもとに戻った。

　最終確認を行い、他の冒険者達と合流するため街を発つ。

　列をなすパーティの中で、カサンドラは一人、悲壮な決意を秘める。

　この破滅へ向かう行軍に同行し、彼等を最悪の運命から救おうと。




　誰にも理解されない予言者は一人、『反逆』を始めた。

　破滅に抗う、たった独りの戦いを。
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【疾風】の討伐が決まってから約三時間後。準備を終えた冒険者達は18階層を出発した。

　討伐隊は『リヴィラの街』の住人のほぼ半数、そして街に立ち寄っていた冒険者から構成された。正義感で突き動かされている者は少なく、彼かの賞金首【疾風】を仕留めて名声を上げようとする血気盛んな者達がほとんどだった。

「当時の情報が確かなら【疾風】はＬｖ．４だ！　しかも間違いなくＬｖ．４の最上位！　てめえ等の力は頼りにさせてもらうぜ、【白兎の脚ラビット・フット】、【麗傑アンティアネイラ】！　つうか同じＬｖ．４のお前達がいねえと押さえ込める算段がねえ!!」

「あ、はい……」

「本当に、大した人任せですね……」

　ボールスの発言のもと、ベル達【ヘスティア・ファミリア】の参加はほぼ強制だった。出発前、19階層へと続く中央樹のもとで自信満々に言われたベルは汗を流し、リリは半眼の眼差しを送った。

　だがベル達には都合がいい。

　先んじてリューと接触するというのなら、討伐隊の中核にいた方が情報も得やすいからだ。

　ルヴィスやドルムル以下、【モージ・ファミリア】と【マグニ・ファミリア】の面々はリヴィラの宿に残ってもらった。後から『遠征』で来た【ヘスティア・ファミリア】より遥はるかに長く『下層』に滞在し、『強化種モス・ヒュージ』の襲撃に晒さらされ続けていた彼等の疲労はベル達の比ではない。精神的なものも含めてである。今回の不参加は当然の帰結であった。

「オラは行くぞー！　ドワーフはこの程度じゃめげーん！」

　と、のたまうドルムル達のパーティ【マグニ・ファミリア】は、付いてきてもおかしくはなかったが。

【疾風】に限らず、探し人を広大なダンジョン内で捕捉するのは骨が折れる。

　更に19階層以下は『上層』とは比べものにならないほどの規模だ。

　行方ゆくえ不明者の捜索を求める冒険者依頼クエストは枚挙に暇いとまがなく、遺体はおろか遺品さえ中々発見されないという事実がいい例だろう。ましてや今回の探し人は目的も行き先も何もわかっていないのだ。よって今回の討伐は何日も要すると予想された。人手は勿論もちろん、街にあった食料の備蓄が大量に投入されることとなった。

「人影は勿論、怪しい痕跡も見逃すんじゃねえぞ！　他の冒険者と出くわしたら情報を聞き出せ！　獣人どもは見せ所だぞ、その自慢の鼻を存分に活かしやがれ！」

　指揮を執るボールスは19階層から各階層をできる限り調べさせ、終えた後は階層間の連絡路に見張りを立てた。上部階層へ繫つながる唯一のルートに陣取っておく限り、見落としがあったとしても必ず目標は網にかかる。Ｌｖ．４でも一蹴できない十分な戦力を残しつつ、第二級冒険者を多く混ぜた討伐隊本隊は下部の階層へと進出していった。

「階層をしらみ潰つぶしに調べた後、出入り口に見張りを立てる……まぁだだっぴろいダンジョンで人探しするんだったら、定石だね」

「人数が揃って初めてできる人海戦術ですが、ボールス様の判断は間違っていないかと」

「伊達だてに『ならず者達の街ローグ・タウン』の大頭は気取ってない、か」

　現在位置は21階層、『大樹の迷宮』。

　広い『ルーム』で冒険者達が休憩レストを挟む中、アイシャやリリ、桜花オウカが武器や道具アイテムを確認しながら口々に言う。【ヘスティア・ファミリア】は一塊となって広間ルームの比較的中央、モンスターの奇襲を受けにくい花畑に腰を下ろしていた。

「方法は及第点だとしてもさぁ、そもそもこんな大所帯で移動して、本当に【疾風】が見つかると思う？　手分けして捜索する際は小隊に分けてるけど……ウチ等が出し抜く前に、仲間割れで空中分解しそうじゃない？」

　冒険者の数が多ければ多いほどモンスターとの遭遇エンカウントも当然増える。顔見知り同士なら救いがあるが、腕に自信がある上級冒険者達はやはりと言うべきか連携などお構いなしに自由に戦った。罵ののしり合いはざらで、サポーター達に至ってはバックパックから取り出した予備スペアの武装を売る──『魔石』や『ドロップアイテム』と物々交換する──始末だ。

　今も広間ルームに湧わき出ている泉水せんすいを巡って争いが起こっているのを遠目に眺めながら、ダフネは指揮棒タクトにも似た短剣をくるくると回し、嘆息した。

「俺おれ達が動きやすくなるなら、それに越したことはないけどな。それにしても……あの酒場のエルフ、どこまでもぐっていったんだ」

「今のところ、リュー殿の痕跡は全く見当たりません……」

「誰かを追いかけていたらしいけど……Ｌｖ．４なら、『下層』まできっと行けちゃうし……」

　ヴェルフの言葉に命ミコトと千草チグサが返答した。

　討伐隊が動き出して既に半日が経過している。首に吊つるした懐中時計を確認するリリも「ダンジョンで人探しの冒険者依頼クエストは受けないようにしましょう、割にあいません」と小さな肩を竦すくめてみせた。それにベルと春姫ハルヒメが苦笑してみせる。

「……」

　そんなパーティの輪の中で、カサンドラは一人だけ、張り詰めた表情を浮かべていた。

　貴重な休憩レストだというのに緊張を緩めず、黙考に耽ふける。


（予知夢ゆめは最悪の結末……『予言』の成就は私達パーティの全滅と考えていい……。回避するためにも、『お告げ』が何を言っているのか、よ、読み取らなきゃ……！）



　予言の内容について推測と精査を重ねる。

　これまでは信じてもらえないと諦念を抱くか、避けられない未来を嘆くだけだった少女は、必死に打開策を見出そうとしていた。

（【大いなる厄災】に、【破滅の化身】、それに【母の嘆き】が【災禍】を喚よぶ……厄災、破滅の化身、災禍は多分同じものイコール……）

　カサンドラの『予知夢』は多くが序節で未来の大略を語る。

　そして決まってその節は、カサンドラが干渉できない不可避の事象でもある。

（【母】が示すのは……きっと、このダンジョン。『迷宮はモンスターの母体』。オラリオではよく言われていること。なら母ダンジョンが喚ぶ【災禍】は……【産声】の単語も併せて考えると……産まれ落ちてくる、怪物モンスター）

　カサンドラはぎゅっと、戦闘衣バトル・クロスの上から胸を握る。

（【絶望が産声を放つ】その時から、惨劇が始まる……【幾重もの慟哭】、【生贄】、【紅き肉の道】、【血河】……今までの予知夢の経験からいって、こういった生々しい単語は十中八九『死』の暗示……死ぬのは【破滅の導き手を約束されし妖精】を追う、私達たち冒険者？）

　つまりダンジョンより強大な怪物モンスターが出現し、多くの犠牲者を出す。

　おそらくは、間違いない。

　そして、ここまでは容易に推理できる。

（でも、強大な怪物モンスターってなに？　あの『強化種モス・ヒュージ』以上に厄介やっかいなモンスターが、ダンジョンに現れる？　しかも私達を……第二級冒険者アイシャさん達を、皆殺しにするほど？）

【栗鼠りすは肉の花を咲かす】──『夢』の中でリリは臓物をばらまいて息絶えていた。

【狐は儚く千切れる】──ずたずたに裂けた春姫ハルヒメは血の海に沈んでいた。

【鎚は砕かれる】──ヴェルフは手足を失った無残な姿に。

【異邦の武者達は命を弄ばれる】──命ミコト、千草チグサ、桜花オウカは亡骸なきがらを折り重ね。

【血濡れの娼婦は狐の形見を持ち去るものの、数多の爪牙に辱められ、弔われる】──狐人ルナールの遺体を抱えていたアイシャは力つき、何匹もの怪物モンスターにたかられ、食い荒らされた。

「うっ……!?」

　節の言葉と一緒に『夢』の光景を思い出す。

　カサンドラは慌てて口もとを押さえた。

『夢』の光景は白昼夢のように霞かすみがかかっているとはいえ、惨殺された仲間の姿はあまりにも凄惨で、おぞましいものだった。今でも衝撃が抜けきらないほどに。

　何より、

（ダフネちゃん……！）

【友は悲しみを遺す】──血塗ちまみれのダフネは私カサンドラの目の前で、虚うつろな目で息を引き取った。

　瞳に涙が浮かびそうになる。

　しかしカサンドラはそれを必死に耐えた。

　これはまだ現実になっていない。こんな惨劇を迎えないために、カサンドラは今、戦わなくてはならない。

　落ち着け、落ち着いて。

　泣いている暇も、絶望している時間もない。

　眦まなじりを吊り上げて、カサンドラは己おのれに言い聞かせた。

（『夢』を見る限りでは、アイシャさん達も、ここに集まっている冒険者も殺されてしまう。そんなことが可能なモンスター……『階層主』？）

　冷静さを取り戻したカサンドラは、あらためて広間ルームを見渡す。

　数々の得物を携えた上級冒険者達。ざっと数えても七十以上はいるだろうか。

　これほどの冒険者を殺戮さつりくしてのける存在がいるとしたら、それは『迷宮の孤王モンスターレックス』以外考えつかなかった。

「……あの、リリさん？　階層主って、えっと……そろそろ産まれるんでしたっけ……？」

「『アンフィス・バエナ』のことですか？　舐なめないでください、カサンドラ様！　今回の『遠征』で出くわさないように、ちゃんとギルドで出現時期を調べておきました！　前回討伐されたのがちょうど半月前、次産間隔インターバルもあと半月残っています！」

「で、ですよね……！」

　初めての『遠征』で階層主と戦うなど冗談ではない、とぷりぷり怒るリリにカサンドラはつい頭を下げてしまう。

「その『アンフィス・バエナ』って、『下層』の階層主だろ？　確か27階層に出るんだよな？」

「アイシャ殿は【イシュタル・ファミリア】のもとで戦ったことがおありなのでは？」

「まぁね。強さは『ゴライアス』より確実に上。ギルドの推定Ｌｖ．は水上っていう地形も加味されて６に設定されているけど、まぁ能力そのものはＬｖ．５が妥当だろう。もし今いま遭遇したとしても、これだけの上級冒険者が揃っていれば倒せる相手だよ」

　ヴェルフや命ミコト、アイシャの話を横で聞くカサンドラは、再び悩む羽目となった。

（そうだった、アイシャさんはもう『下層』の階層主と戦ってるんだった……この人が言うんだったら、『迷宮の孤王モンスターレックス』には予知夢ゆめのような殺戮はきっと起こせない……？）

　これで益々『厄災』の正体がわからなくなってしまった、と頭を痛める。

（厄災の正体、怪物モンスターはもしかして複数？　大規模な『怪物の宴モンスター・パーティー』とか……）

　可能性はある。

　だが何かしっくりこない……気がする。

　熟考していたカサンドラは、やがて頭を振った。

『厄災』の正体を探っても埒らちが明かない。これ以上の推測は不毛と割り切って、『予言』の別の節に思考を割くことにした。

（今回の予知夢ゆめにある警告は【蘇りし太陽】の件くだりだけ……でも、【太陽】って……）

　カサンドラの『予知夢』には予言を回避するための『警告』が提示されることがある。

　大抵が抽象的、または寓意ぐうい的で読み解くのが難しく、カサンドラは災難に見舞われてしまうことが多いのだが。

（太陽の寓意、象徴……もしかして、太陽神アポロン様？　あの神ひとの所縁ゆかりの品が【棺】に閉じ込められた【汝わたし】を助ける？　それとも太陽が暗示しているのは『時間』？　日中の時間に何かが起きる？　けど、地上の時間は地下迷宮ダンジョンと切り離されてる……だめ、わからない……！）

　頭をポカポカと殴り、かと思えばずーんと落ち込み出すカサンドラに、春姫ハルヒメや千草チグサがぎょっとして怯おびえる。

　一方で、長い付き合いのダフネは慣れきったように呆れてみせた。

（【破片を集め、火を捧げ、日輪の灯火を請え】……【太陽】の件と多分付随ふずいしているこの節だって、前後関係がわからないんじゃあ……）

　カサンドラは膝の上にある手をきゅっと握った。

（……殺戮が起きる『場所』は、なんとなくわかる……ことが起きる時、そこにさえいなければ【惨禍の宴】には巻き込まれない筈はず……）

　ダンジョンに棲息する花々が独特の香りを醸し出す中、カサンドラが自分にできることを何とかまとめていると、

「あの……カサンドラさん？」

　いつの間にか目の前に座っていた白髪の少年に、顔を覗のぞき込まれた。

「ひゃ、ひゃい!?　……ベルさん？」

　驚きとともに思いっきり声を裏返すカサンドラに、ベルは苦笑を返す。

　それから少し悩む素振りを見せた後、おもむろに口を開いた。

「あの……何か悩み事があるなら、相談してください」

「えっ？」

「【ファミリア】は違うかもしれないですけど、今はパーティですし……その、何か力になれればって。あ、僕じゃなくても勿論いいですし、ダフネさんや春姫ハルヒメさんでも……」

　そう言われて、ひんやりと冷えた水筒を手渡される。

　今も争う冒険者達の中から、泉水せんすいを汲くんできてくれたのだろう。難しい顔ばかりしているカサンドラを気遣ってくれたのだ。

　おそらく宿場街リヴィラを発つ前から、『予知夢なにか』に苦しんでいることに気が付いていて。

　カサンドラはつい瞬きを繰り返してしまい、頰ほおをかぁと染めてしまった。

（本当に……この人は、変わった……）

　ちょっと前まではよく顔を赤くして、ことあるごとにあたふたとしていたのに。それこそカサンドラと同じようにだ。

　今回の『遠征』で命ミコトがベルを例えて教えてくれた極東の格言は、『男子三日会わざれば刮目かつもくして見よ』、だっただろうか。

　本当にその通りだと思う。パーティのリーダーらしくなった。

　貫禄かんろくなどはさすがにまだないけれど、何かに気付く度に自分でできることを考えて、実行している。『強化種モス・ヒュージ』の時だって『宿り木』に取り乱す治療師カサンドラの手を握って、激励してくれた。

　あの時の温もりはまだ残っている……ような気がする。

　これで自分より年下というのが、また泣けてしまうのだが。

「ありがとう、ございます……」

　か細く感謝を告げて水筒を受け取り、口付けて、喉をこくんと鳴らす。

　少年は頰をかきながら照れくさそうに笑っていた。

　カサンドラは、ここまで変わった少年の身に何があったのかは知らないけれど。

　その優しさに、溺れそうになった。

「あ、あのっ……」

　何を言うのかちっともまとまらないまま唇を開いた、その時。

　広間ルームの出口の方角が、一気にどよめいた。

「ボールス！　『マンモス・フール』だ！」

　冒険者の一人が襲撃を報しらせる。

　視界の奥でも存在感を示すその巨軀きょくは個体差はあれど肩高六～七Ｍメドル。緩やかに湾曲しながら伸びている二本の牙きばも槍やりのように長い。毛皮は血を彷彿ほうふつさせる臙脂えんじ色。

『マンモス・フール』。異常攻撃や昆虫系の硬殻こうかくなど特殊能力が盛んな『大樹の迷宮』には珍しい、純粋な戦車パワー型のモンスターだ。『中層』の通常モンスターの中では最も大きい種でもある。

「大型級がまとまってかよ！　オイてめぇ等、やるぞ！　【白兎の脚ラビット・フット】、おめえも来い！」

　斧おのを担ぐ大頭ボールスに直接名指しされたベルは、まさに兎うさぎのごとく走り出した。

　カサンドラが「あっ」と呟つぶやく頃には既にその背中は遠ざかっており、率先してモンスターの群れに飛び込んでいく。

「……」

　四頭もの大型級マンモス・フールは面倒と見てかアイシャと桜花オウカ、それに彼の補助として千草チグサも戦列に加わろうと駆け出していく。そんな中でカサンドラは切なそうな眼差しで、戦う少年の背中を見つめた。

　ボールスから大剣を受け取り、足を斬りつけてモンスターを轟然ごうぜんと地に沈める。炎の『魔法』も操あやつるその光景は勇ましく、まるでお伽噺とぎばなしの『英雄』のようだった。

（そう、あの人だけは……明確な『死』の暗示がなかった）

　──【破滅の導き手を約束されし妖精は、逆巻く白き炎を道連れに、過酷を紡ぐ】。

　少年ベルに該当する詩はこの『白き炎』のみ。

【妖精】は間違いなく【疾風リュー】のことを指す。

　この二人が邂逅かいこうするのは避けられない運命だ。不吉なのは【道連れ】という単語だが、アイシャ達にまつわる予言とは毛色が異なっているようにカサンドラには思える。

　翅はねを羽ばたかせる小さな妖精と、その周りで燃え盛る白い焰ほむら。視覚としての『夢』の光景もそんなもので、漆黒の厄災なにかに呑み込まれる寸前で途切れてしまった。

【厄災】に抗うとしたら。

　最悪の『予知夢』を覆すとしたら──それは彼なのではないか。

　カサンドラは唇を引き結ぶ。

　他のモンスターの奇襲を警戒し、サポーターの護衛として命ミコト、ダフネ、ヴェルフがこの場に残る中、彼女は『予知夢』と戦う始まりの一歩を踏み出した。

「あのっ、クロッゾさんっ」

　戦況を見て加勢しようとしている鍛冶師スミスの青年に近付き、声をぶつける。

「……家名で呼ぶのは止やめてくれ。ヴェルフでいい」

　下の名前で呼ばれたヴェルフは、肩透かしを食らったように立ち止まった。

　同時にカサンドラに声をかけられると思っていなかったのか軽く驚いている。慌てて謝罪するカサンドラは、意を決し、本題に移った。

　着実に腕を上げている上級鍛冶師ハイ・スミスに、ある『お願い』をする。

「……別にできなくはないが、どうしていきなりそんなことを言うんだ？」

「え、えっと……」

「正直に言うと、俺はかなり気が進まない。あいつに持たせるのは俺が打ったもの……そう決めてるんだ」

　職人気質かたぎであるヴェルフははっきりと己の意思を口にした。

　引っ込み思案のカサンドラはそれだけで怯ひるみそうになったが、もう一度、唇をぎゅっと引き結ぶ。

　青年の目を見返して、自らの意志を明かした。

「あの人は……ベルさんは、誰かのために無茶ができてしまう……そんな人だから。だから、あの人を助けてあげたい……」

『予知夢』のことは話せない。話せても信じてもらえない。

　けれど、自分の噓うそ偽りのないこの想おもいは、信じてもらえるかもしれない。

　それは確かに少年ベルの身に起こったものと同じ、カサンドラの心境の『変化』であり、『成長』であった。

　気弱さを表す垂れ目に強い光を灯ともす彼女を、黙って伺っていたヴェルフは──ややあって、口端を上げた。

「わかった。やってやる」

「い、いいんですかっ？」

「ああ。こっちはくだらなくて面倒くさい、ただの鍛冶師かじしの矜持きょうじだからな。ああ、そうだ、これも『魔剣』と同じ……意地と仲間を秤はかりにかけるのは、止めた」

　鍛冶師の青年は吹っ切れているように笑った。

　それが葛藤の末に辿たどり着いた笑みなのだとカサンドラは何故なぜかわかり、言葉を忘れてしまうくらい羨うらやましく思い、同時に共感シンパシーを覚えてしまった。

「それに俺も、今回の事件はなにかきな臭いと思ってる。ベルが無茶をしそうっていうのも同意見だ。あのエルフを庇うために、ここにいる冒険者全員を敵に回してもおかしくない。……なにせ前科持ちだからな、俺が契約した相棒ぼうけんしゃは」

「『異端児あいつら』の時もそうだった」と、真面目まじめな顔付きになったと思えば誤魔化ごまかすように冗談めかすヴェルフに、カサンドラは勢いよく頭を下げた。

「あ、ありがとうございます！」

　初めて、自分の行動が『未来』に対して何かをもたらしたような気がした。

　まだ『夢の結末』は何も変わっていないというのに、ただただ無性に、嬉うれしかった。

「リリスケ、持ってきてある炉床ハースを出してくれ。あとお前の『それ』、貸せ。丈が余って地面に引きずってるだろ」

「ヴェルフ様が採寸したのではないですかー！」

　むぎー！　と怒るリリから鍛冶一式の道具を受け取る。

　小箱型の炉床ハースを目の前に置き、ヴェルフは迷宮の一角に小さな『工房』を作り出した。

「お前も手伝え。モンスターが集まってきたし、ベル達の方はまだ時間がかかるだろう。あいつ等が片付ける前に、終わらせる」

「は、はい！」

　鍛冶師の助手として側に控える。

　命ミコトや春姫ハルヒメ、ダフネはおろか、周囲にいる後衛の冒険者達もそれに気付いて首を傾かしげる中、『作業』は開始された。

　モンスターと冒険者が戦う声を聞きながら、カサンドラは自分が興奮していることに気が付いた。
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「むあ～」

　ヘスティアは弛緩した声を出した。

　テーブルの上に上半身を投げ出しながら、その豊かな双丘を潰している。

　場所は【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム、『竈火かまどの館』。

「随分とだらけているようだが、今日のバイトは休みか？」

「ああ、ヘファイストスの方もジャガ丸くんの方も、奇跡的にね～。でもせっかくの休みも、ベル君達がいないんじゃなー」

　居室リビングでだれきっているヘスティアに声をかけるのは、荷物を運んでいるミアハだ。

　複数の【ファミリア】合同で発足した『派閥連盟』が遠征中の現在、団員が全て参加している【ヘスティア・ファミリア】の本拠ホームは無防備に等しい。それを補うため、彼女と親しい神友しんゆう達は交代で『竈火かまどの館』に団員を派遣していた。今日は【ミアハ・ファミリア】の番だ。

　主神ミアハ自ら加わってヘスティアの話し相手になっている中、犬人シアンスロープのナァーザが扉を開けて入室してくる。

「ヘスティア様、片付けやっておきました……」

「わ、本当にやってくれたのかい、ナァーザ君？　すまない、ありがとう！」

「気にしないでください……夕飯も食べさせてもらいますし……何より、お風呂ふろに入らせてもらうので」

「そう言ってもらえると、助かるけど」

　半分瞼まぶたが下がった、一見眠たそうな瞳で、ナァーザは微笑ほほえみかけた。

　腰から伸びる尻尾しっぽも夜を心待ちにしているように左右に揺れている。

「それより、ヘスティア？　先程から裏庭の方が騒がしいようだが……」

「ああ……ヘファイストスが警備にって鍛冶師の子を寄こしてくれているんだけど、変わった子でさぁ、元団員ヴェルフ君の工房の様子を見たいって言ってきて……許してみたら、好き放題物色した挙句、なにか武器を作り始めちゃって……」

「じゃあ、私もついでにリリルカの部屋に行ってみたいな……希少な道具アイテムとか、薬になる素材が隠れてそう……にやり」

「勘弁しておくれよ、ボクがサポーター君達に怒られてしまう！」

　主神にもかかわらず上下関係ヒエラルキーの低さを臭わせるヘスティアに、ミアハは苦笑した。

「ベル達がいなくて、心細いか？」

「そりゃあ、ね。でもあの子達が帰ってきた時、ちゃんとおかえりって言ってあげられるようにしとかなきゃ」

　そこまで口にしたヘスティアは、ミアハに聞き返す。

「ミアハはどうなんだい？　ダフネ君とカサンドラ君だっけ？　二人も『遠征』に出かけてるじゃないか」

「無論、心配は絶えんし、寂しくもあるが……これまではずっとナァーザと二人きりであったからな。元に戻ったというのもおかしいが、久方ぶりの褒美ほうびだと思って、睦むつまじくさせてもらっている」

「……」

「もう長い付き合いになる。ナァーザが隣にいてくれることが、やはり一番落ち着く」

　神イケメンの笑みで爽さわやかにのたまうミアハ。

　こちらに背を向けて棚を整理していたナァーザがガタガタッ！　と音を鳴らす。その尻尾は先程よりすごい勢いで左右に揺れている。

　どういう経緯でのろけられたのか全く理解できなかったヘスティアは、何となく悔しいやら胸焼けするやらで、強引ごういんに話題を転換した。

「なぁ、ミアハ……カサンドラ君ってさ」

　表情と声音も、神妙なものに変えながら。

「アポロンのところにいた時から、ずっと思ってたんだけど……」

「ああ……『視みえている』な。神々われわれでさえ視えていないものが」

　頷うなずき合う二柱の神々に、振り返ったナァーザは首を傾げる。

「アポロンがどういうつもりであの娘こを置いていたかは知らないが……あの子も下界の『未知』を宿すということなのだろう」

「ボク達も与あずかり知らない『未知』、か……最初の降臨以来、神々が下界に夢中になっている理由、よくわかるよ」

　そう言って、ヘスティアは椅子いすの背もたれに体重を預けた。

　まるでこの下界そのものに思いを馳はせるように、しばらく天井てんじょうを見上げる。

「ボクは彼女とあまり話したことないんだけど、どういう娘こなんだい、カサンドラ君って？」

　ふと思い立ったように尋ねるヘスティアに、口を開いたのはナァーザだった。

「カサンドラは、不思議な子……」

　断りを入れて、棚から薬缶ケトルを取り出す。

　紅茶を淹いれる準備をしながら、ナァーザは答えていった。

「最初はベルみたいに、ううん、ベルよりずっとおどおどしてました……最近は懐なつかれたと思いますけど……でもそれとは別に、いつも何かに達観してる……」

　達観？　とヘスティアは聞き返す。

「上手うまく言えないですけど……多分『運命』とか、そういうものじゃないかなって……」

「『運命』、ね……」

「絶対噓だってわかることを言ってきて、わからなくもなるんですけど……私が気にいってたカップが壊れた時も、何故かあの子が一番がっかりしてた……」

　椅子に座りもせずたたずむミアハは、会話に加わらず、ただその話を聞いていた。

「だから、不思議な子。私達とは違う世界の住人みたい……」

「……」

「ダフネはダフネで、はっきりものを言っちゃう子だから……カサンドラは余計に自信をなくしちゃって、もっとおどおどするようになっちゃうんですけど……」

　湯気が上がる薬缶ケトルに鼻を揺らすナァーザは「それでも私は、好きですけどね。神様の言う『でこぼこコンビ』っていうやつ……」と頰を緩ませる。

「つまり、いつも何かに悩んでいて、すごい不景気そうな顔をしてる女の子です……」

「確かに雰囲気はちょっと暗そうだったけど……その総括はどうなんだい、ナァーザ君？」

「あ、でもベルと会える時は、明るくなってたかも……」

「な、なぁにィー!?　ままままさかっ、あの娘こまでベル君に手を出そうとしているんじゃないだろうなー!?」

「そういうんじゃないと思いますけど……」

　ガタッ！　と音を立てて立ち上がるヘスティア。

　女の勘めいた直感を言うナァーザは、ミアハの分も含めて淹れた紅茶をテーブルに並べた。

「あんな子が冒険者を続けられてることに、結構驚いてます……」

「カサンドラはああ見えて強い芯しんを持っているのだろう。あの娘こが時折浮かべる笑顔は、私もつい見惚みとれてしまうほど、輝きに満ちているからな」

「……」


「むっ、ナァーザッ、なぜ抓つねるっ。痛いっ……！」



「ミアハは誰かに見惚れてる場合じゃないと思うぜー」

　他派閥が繰り広げる漫才劇に、お茶請け用のジャガ丸くんを取り出すヘスティアは無関心そうにもしゃもしゃと咀嚼そしゃくした。

「……ん？　来客かな？」

「私が出てきます……」

　鳴り響く館の呼び鈴に、ナァーザが席を立つ。

　ヘスティア達が待っていると、帰ってきたナァーザは一通の手紙を携えていた。

「リリルカからの、手紙みたいです……18階層で冒険者が、依頼されたって……」

「サポーター君が？　ドケチなあの子が手紙一通のために大金を積むとは思えないけど……」

　ダンジョン内で同業者に依頼クエストを託す時、大抵相場レート以上の見返りを要求される。要は足元を見られるのだ。安全階層セーフティポイントまで赴けるほどの上級冒険者ならば尚更である。

　金銭の管理に厳しいリリが【ファミリア】の徽章エンブレムと証文まで使って、もっと言えばベルあたりならば時間はかかっても往復できる18階層から飛脚を用いたということに、ヘスティアは口調はふざけていても嫌な予感を覚えていた。

「……酒場のエルフ君の討伐隊が組まれた!?　それを何とかするために討伐隊に加わる!?」

「どういうことだ、ヘスティア？」

「ボ、ボクにも何がなんだか……」

　手紙に目を通したヘスティアは突然の報せに仰天した。

　他者に読まれてもいいように直接的な表現を避けている文章には、『強化種』との遭遇と『遠征』を中止した旨も記されてあった。

　二度三度と読み直したヘスティアはミアハ達に渡した後、啞然あぜんとする。

「一体、ダンジョンで何が起こってるんだよ……」

　もしもの時のために──リューが捕えられた時のために──彼女を逃がすための援軍を18階層へ送ってくれ、と最後に綴つづられた参謀リリの書状に、女神はそう呟くことしかできなかった。
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　休憩レスト中に戦闘ハプニングが起こったものの、【疾風】の討伐隊は問題なく行動を再開させた。

　ボールスの指示のもと各階層の捜索を終え、連絡路前に見張りを残し、とうとう24階層へ進出する。

　既に日付が変わるほどの時間を消費しており、最初こそ伝説の賞金首を討つと勢いづいていた冒険者達も、この頃になるとだれ始めるようになっていた。

「おい、とろとろしてないで早くいこうぜ！　【疾風】がまだ何かやらかすかもしれねぇ！」

「落ち着け、ターク。先を急いで手がかりを見逃す方がよっぽど間抜けだろうが。まぁ、だるくなってきたのは否定しねぇがよ……」

　逸はやる者とそうでない者の声が聞こえてくるのを他所よそに、カサンドラはリリに尋ねた。

「あの、リリさん……階層の地図マップを貸してもらえませんか？」

「えっ、またですか？」

「はい、今度は別の階層のものを。……ごめんなさい」

　円つぶらな栗色の瞳を訝いぶかしげな色に染めながら、リリはバックパックから階層の地図マップを取り出す。

　既に別のものを持っているカサンドラは、新たな地図を受け取った。

「さっきから、カサンドラ様は一体なにをなさっているんでしょう……？」

「な、なんなんだろうね……ずっとダンジョンの地図マップを見てて……」

　治療師ヒーラーの杖つえを脇に挟みながら、広げた羊皮紙に目を落とすカサンドラに、ひそひそと話をする春姫ハルヒメや千草チグサ達。

　当の本人はそんなことにも気付かず、食い入るように地図マップを見つめた。

　緊迫した面差しで、一筋の汗を流しながら。

「ちょっとカサンドラッ。転ぶわよ？」

　ダフネの注意も今は右から左に通り過ぎた。

　駄目もとでボールス達に討伐隊の行動を中止しないかかけあってみたが、やはり真まに受けられず失敗に終わっている。やはり自分が何とかするしかないという一念で、『予言』の成就をさせまいと、できるだけ階層の情報を頭に叩たたき込んでいた。

　他にも何か手がかりはないかと、とにかく穴が開くほど地図マップの隅々まで目を凝らす。

「わかってはいましたが、時間がかかりますね……」

「ですが、『中層』もあと僅わずかです。リュー様が『大樹の迷宮』にいるのだとしたら、そろそろ痕跡の一つや二つ見つかっても……」

　命ミコトとリリの会話が耳朶を撫でる。

　それを聞いて、カサンドラは心の中で首を横に振った。

（ううん……違う）

　ここに【疾風】はいない。

【破滅の導き手を約束されし妖精】が、追ってきた冒険者達を誘いざなう場所はここではない。

　悲劇の予言者は、【破滅】が訪れる『約束の場所』が、この『大樹の迷宮』でないことを知っている。

　悪夢を象った『予知夢』はカサンドラにこう囁ささやいた。

　──【蒼き水流もまた血河へと果て、異形の輩ともがらは歓喜する】。

　──【奈落の下流は溜まり溢れた骸むくろを押し流し、母に全てを返すだろう】。

（十七節の『予言』の内、場所に言及していた節は三つ。その中で今の状況と照らし合わせて、特定の場所に言及しているのは前半の五行目と六行目……！）

【蒼き水流】。

【奈落の下流】。

　これらの単語が示すところ。

　そう、それはつまり──




「なっ──爆発!?」

「下からの衝撃……『下層』か!?」




　──『水の迷都みやこ』それ以外にありえない。

　地面から伝わる震動、そして耳に届く炸裂さくれつ音に冒険者達が騒然となる。

　呼吸を止めるカサンドラの手の中で、ずっと目を通していた『下層』の地図が揺れた。

　ついに『その時』が来たのだと少女は悟る。

『予言』が動き出す、開幕の鐘ベルが鳴らされたことを。

　カサンドラは一人、静かに唇を震わせた。

「てめぇ等、いくぞぉ！」

　ボールスの号令に全員が駆け出した。

　舌なめずりをする冒険者達も、張り詰めるベル達も、断続的に届いてくる爆発の衝撃に導かれていく。後方位置で走るカサンドラはかつてない不安に翻弄ほんろうされ、激する胸の鼓動を抑え込むのに必死だった。

　24階層からの連絡路、結晶で覆われた洞窟に幾重もの足音が反響していく。

　長い斜路スロープを下り切り、蒼い光が差し込む出口へ冒険者達が飛び込んだ。

　視界を打つのは美しい緑玉蒼色エメラルドブルーの水を落とす『巨蒼の滝グレート・フォール』、水晶で構成された大空洞。

　ベルやカサンドラ達にとって二度目の『新世界』が、その絶景を広げた。

「爆発は……うおっ、まだ起こってやがるっ」

「【疾風】が暴れてんのか？」

「衝撃はまだ下から伝わってきやがる……こりゃあ出どころは27階層か」

　25階層から始まる『水の迷都みやこ』は27階層まで『巨蒼の滝グレート・フォール』が各階層を貫通している。

　大瀑布と湖みずうみ然とした広大な滝壺たきつぼからなる大空洞が三つ分、階段のように続いているのだ。現在地の切り立った崖から遥か真下、『巨蒼の滝グレート・フォール』の終着点である27階層を見下ろす冒険者達の中で、ボールスは眼帯のない右眼を眇すがめた。

　飛沫しぶきとは異なる灰色の煙。

　強い衝撃によって、まるで崩れる氷山の一角のように滝壺へ沈む水晶の柱。

　大量の水飛沫によって薄うっすらと白霧で煙っている階層に、目星をつける。

「さっきからの爆発は怪物モンスターが起こしたものとは到底思えねぇ！　十中八九冒険者、もっと言えば【疾風】の仕業かもしれねぇ！　27階層に行くパーティを厳選すんぞ！　外れた野郎どもはこの連絡路の見張りにつけ！」

『おおおっ！』

　大頭ボールスの指示に冒険者達は剣や槍、斧を勢いよく掲げた。

　一度はだらついたが現金なもので、ならず者達はいよいよ始まる【疾風】狩りに意気高々に雄叫おたけびを交わし合う。

　一方、集団から一歩離れたベル達も素早く輪になり、話し合いを始めた。

「ここからですね。他の冒険者達より早く、リュー様を発見します」

「うん。何が起こっているのか、あの人から事情を聞く」

「それはわかってるが……さっきまでの爆発はなんだったんだ？　かなりの衝撃だったぞ？　本当にあのエルフが『魔法』でも放ってるんじゃないだろうな？」

　リリ、ベル、ヴェルフが話すのを他所に、カサンドラは背後の24階層の連絡路をちらちらと見やっていたが、すぐにぶんぶんと顔を横に振った。

　まだ引き返せるのでは、そんな未練を断ち切る。

　その甘い考えが自分の『予知夢』に通じないことは、十八年というまだ短い人生の中で痛いほど味わっているではないか。

　ここから、ここからなのだ。

『予言』を回避するにはここから失敗は許されないと、カサンドラは自らを叱咤激励した。

　高まり続ける心臓の音に、吐き気を催しそうになりながら。

「今後の行動ですが、リリも27階層が怪しいと思います。なんとか精鋭のパーティに加わって、リュー様と接触を──」

「あ、あのっ！」

　パーティの中心となるリリの言葉を勢いよく遮さえぎって、カサンドラは身を乗り出した。

「私達は、27階層へ行かなくていいんじゃないですか……？　大人数で行動しても、不便というか……！」

　わからないところも多い『予知夢』の内容であるが、『場所』に関してはおおよその当たりをつけていた。

【奈落の下流は溜まり溢れた骸むくろを押し流し、母に全てを返す】。

　カサンドラはこの【奈落の下流】を『巨蒼の滝グレート・フォール』の終点、『水の迷都みやこ』最下層域の27階層だと推理していた。つまり【厄災】が現れるのも同階層だと。

　27階層にさえいなければ、リリ達の『死』の予言は回避される筈。荒唐無稽な『夢』に苦しめられてきたカサンドラは、経験則からその一点に縋る他ないと確信していた。

　しどろもどろになってしまう自分の唇を心底恨めしく思いながらリリ達を説得していると、彼女の隣からダフネも口を挟む。

「私もカサンドラに同感。この階層域で戦えたっていっても、まだ一回しか探索してないんだし。全然慣らしていない階層ほど、足もとをすくわれる場所ってないでしょ？」

「ダ、ダフネちゃん……」

「【白兎の脚ラビット・フット】や【麗傑アンティアネイラ】に守られながら進むにしたって、他の冒険者より速く人探しするどころじゃないと思うけど？」

　ダフネはカサンドラの思惑──『予知夢』の回避──とは関係ないところで意見を発した。【アポロン・ファミリア】で指揮官を押しつけられてきた少女は、『下層』という十分に危険な領域に対し、慎重な判断を崩さない。

「ま、大して知らない相手のために命を賭かけたくない、って私情もあるけどね」

「……そうですね、わかりました。確かに進行速度はパーティの人数に比例しますし、今回は迅速な動きが求められます。全員で27階層へ行くのは止めましょう」

　最後に軽口を叩いてみせる師匠ダフネの言葉に、リリは了承を示した。

　同時にカサンドラは果てしない安堵あんどを覚える。これで最悪の結末に向かって突き進むことはないと。

　肩からどっと力を抜いて息を吐はいていると、

「では、27階層に向かう組はベル様とアイシャ様、あとは……」

　またすぐに、思いきり体を強張らせた。

「あ、あああああああっ、あのうー!?」

　今度は勢いよく右手を上げて、咄嗟に割って入るカサンドラ。

　他の仲間メンバーは言わずもがな、明確な『死』の予言が下されているアイシャも27階層に行かせてはならない。断固阻止しなければ！

　またか、というリリの視線と、アイシャの怪訝な眼差しを浴びるカサンドラは、何も意見を用意していない口をもごもごと動かし、絞り出すように言った。

「ア、アイシャさんは、25階層で、みなさんといた方が……」

「どうしてだい？」

「その……一昨日おととい、精神疲弊マインドダウンになった春姫ハルヒメさんを背負って、18階層に帰ったんですが……じ、実はっ、春姫ハルヒメさんが重くて……！」

「こんっ!?」

　噓である。

　めちゃくちゃ軽かった。

　むしろ黒巨人の防衣ゴライアス・ローブの方が重く感じられた。

　自分カサンドラと比べて割と絶望するくらい腰つきとかも細かった。その癖くせ胸は大きい。

　虚偽まさかの苦情に狐の悲鳴を上げる春姫ハルヒメは、肩を跳ねさせた後、かぁ～っと頰を染める。

「万が一の時、背負って逃げるのも重くて限界があると言いますかっ、後衛の私とリリさんだけじゃあ重くて庇い切れないかもしれないと思うような気がしなくもないと言いますかっ……も、勿論命ミコトさん達も守ってくれるんですがっ、やっぱりアイシャさんがいないと重い春姫ハルヒメさんは……！」

　必死に重い重いと連呼するカサンドラに、ダフネが『お前は彼女に恨みでもあるのか』と白い目で見てくる。

　お荷物扱いされる春姫ハルヒメはもはや涙目だった。表情の選択に困っている少年ベルのことを何度も見て、今にも羞恥で意識を手放しそうだ。

「……まぁ、極東にいた時よりかなり育っているしな。特に胸部が」

「本当かッ」

「桜花オウカ!!　ヴェルフさんも！」

　ぼそっと呟く桜花オウカと過剰に反応するヴェルフ、二人に怒る千草チグサにまで飛び火する始末である。どうしたらいいかわからずオロオロとする命ミコトは、取りあえず労わるように春姫ハルヒメの背をさすっていた。

　狐人ルナールのめそめそ泣く声が巨蒼の滝グレート・フォールにかき消される。

「このヘッポコ狐が重かろうが軽かろうが、連絡路の見張り番をしてればいいだけだろ。他の冒険者もいるんだ、本当に危なくなった時は『妖術』を使えばいい」

「うっ……」

「結構けっこう世話は焼いちまっているかもしれないがね、私がいない時もしっかりやってもらわないと困るってのも本音だよ。【ヘスティア・ファミリア】の連中含めてね」

　至極真っ当な意見を告げるアイシャに、カサンドラは言葉に詰まった。

　同時に、妹分の狐人ルナールのことを本気で考えているその姿勢を見て、安易に春姫ハルヒメを利用しようとした行いを恥じる。

　それでも、何が何でもアイシャ達の27階層移動を防がなければならないカサンドラが焦あせっていると、

「……あの、アイシャさん」

　彼女の横顔を一人見つめていたベルが、口を開いた。

「カサンドラさんの言う通り、25階層に残ってもらえませんか？」

「え……？」

　その呟きは、カサンドラのものだった。

　驚く彼女の視線の先で、ベルはアイシャと向き合う。

「なんだい坊や、あんたも私にヘッポコ狐どもの面倒を見ろっていうのかい？」

「それもないって言ったら、噓になりますけど……見張っていてほしい人がいるんです」

「見張っていてほしい人？」

　疑問を口にするアイシャと、リリ達に対し、ベルはこっそりとある人物を示す。

「あの狼人ウェアウルフの男の人、ずっとリューさん……【疾風】の仕業だって言ってるんです。何度も何度も、まるでみんなを焚たき付けるように」

「……確かに、ここに来るまで早く先へ行こうとボールス様達に度々促うながしていましたね。今いま考えてみると、ちょっと不自然ではありました」

「うん。僕はあの人が……『噓』をついていると思う」

　人垣の奥、他の冒険者達と叫び合って腕を組み合う狼人ウェアウルフの冒険者を、バレないように瞥見するリリ達。

　ベルは彼を一頻ひとしきり見つめた後、アイシャに視線を戻した。

「リューさんが何もやってないとしたら、あの人は何かを企たくらんでる」

「……」

「怪しい動きをしたら、それを食い止めてほしい……っていうのは、的外れ、ですかね？」

　淀よどみなく考えを語っていたベルは、最後は自信なさそうに言葉尻を下げた。

　自分の見立ては甘いか尋ねる少年に対し、アイシャは答える代わりに、ゆっくり嘆息した。

「あんたの言うことは、まぁ一理ある。万全を期すなら私とあんたは分かれてた方がいい」

「アイシャさん、それじゃあ」

「だがね。私が考えている通りなら……今のあのエルフは、あんた一人の手には負えないと思うよ？」

　何かを知っている風なアイシャは、鋭い眼差しでベルを見据えた。

　一瞬たじろいだ少年は、しかし、次には毅然きぜんとした表情でそれを受け止める。

「僕は、リューさんを信じます」

「……好きにしな」

　吐息と一緒に目を瞑つむるアイシャはそう言って、25階層の残留を承諾した。

　ベルが「ありがとうございます」と告げるその光景に、カサンドラは呆然ぼうぜんとする。

　ふと目が合ったかと思うと、深紅ルベライトの瞳は弓なりになって、苦笑にも似た笑みを描いた。

（あ……）

　アイシャ達を必死にこの場へとどめようとするカサンドラを、ベルは手助けしてくれたのだ。勿論彼にも考えあってのことだが……誰にも信じてもらえず一人戦っていたカサンドラの意志を尊重してくれた。

　胸の奥がまた、疼くように熱く火照ほてった。

「だが、本当にいいのか？　ベル・クラネルを一人にして」

「確かに色々問題もあるかと思いますが、それ以上にベル様お一人の方が断然動きやすくなります。他の冒険者を出し抜いてリュー様と接触するのなら、都合がいいかと」

『下層』でも単独迷宮探索ソロ・プレイが可能なベルと比べて「リリ達は集団行動でなければこの階層を進むのは難しいですし」と、リリは桜花オウカの懸念に答えた。

「後は、まぁ、『強力な防具』もちょうどできあがっていますし……」

　リリはそこで、ヴェルフの方を見やる。

「ベル、これを持ってけ」

「ヴェルフ……これは？」

「リリスケのローブを使って切り出した、《ゴライアスのマフラー》だ」

　ベルの双眸が見張られる。

　差し出されるのは漆黒の色を宿した襟えり巻き。

　鉄壁の防御力を持つ黒巨人の防衣ゴライアス・ローブ、その一部を切り離して作成された防具だった。

　ローブと比べて被覆範囲は狭いとはいえ、それはいかなる防具にも負けない堅牢けんろうさを宿す、巨人の守りである。

「21階層でベル達が戦っている間に、こっそり作っておいた。大変だったんだぞ？　碌ろくに設備が整ってないから、切り離すのに『魔剣』まで使ったんだ」

「えっと、ヴェルフ……いいの？」

　無加工の怪物の一部ドロップアイテムを契約相手ベルに使わせるのは鍛冶師として不本意。

　その職人の矜持を知っているベルがヴェルフを見上げると、彼は頷いた。

「ああ。お前には俺が打った鎧よろいを使ってほしいっていうのが本音だが……ベルに何かあった時、俺は一生自分を許せなくなる」

　意地と仲間を秤にかけるのは止めたって言ったろ？

　そう笑いながら、ヴェルフは《ゴライアスのマフラー》を手渡した。

「不格好だが、許してくれ」

「ううん、大丈夫。でもこれ、すごい首が凝りそう」

　ヴェルフから受け取った巨人の襟巻ゴライアス・マフラーを首に巻きつけ、ベルは冗談交じりに笑う。凄すさまじい防御力の代わりに、巨人の『ドロップアイテム』は超重量だ。

　兄弟のように笑い合っていると、ヴェルフはそこで思い出したように、ベルへ耳打ちした。

「これを作る時、手伝ったのは【悲観者ミラビリス】だ。そもそも、これを用意してくれって言ったのも、あいつだ」

「えっ……」

　とある少女の二つ名に、ベルは動きを止める。

　こちらに向けられる視線に、頰の辺りが熱くなるカサンドラはつい目を伏せてしまった。

「あの……カサンドラさん、ありがとうございます」

「……」

　リリ達に見守られる中、目の前で来て笑うベルに、カサンドラは顔を上げた。

　感謝の言葉は嬉しかった。その少年らしい可愛かわいい笑みも。

　不意に抱く思い。

『予言』に直接的な『死』の暗示がないからといって、ベルだけを行かせていいのか？

　行かせてしまえば、きっとよくないことが彼には降りかかる。それは間違いない。

　ここまできたら欲張ってもいいのではないだろうか？

　そんな考えが過よぎったカサンドラは、

（……駄目。やっぱり、この人は止められない）

　ベルの瞳を見て、結局は諦あきらめた。

　いくら言葉を重ねても、この少年は止まらない。

　それこそ、確固たる意志は強固な運命と同義であるのだと、理解したばかりだから。

（この人が私の『予知夢ゆめ』を信じてくれたとしても、一緒……）

　唯一『予知夢』を信じてくれるベルに、自分が見たものを全て打ち明けようかと何度も思った。だがその度に、カサンドラは踏みとどまった。

　たとえカサンドラの言葉を全て信じたとして、【妖精リュー】にも【過酷】が訪れると知った時、ベルはどうするだろうか？

　考えなくてもわかる。死地とわかっていても飛び込むだろう。

　ならばいっそ、何も知らせない方がいいと思った。

　自分でも把握しきれない、荒唐無稽な『予知夢』を聞かせて、判断を曇らせたくないと。

「……ベルさん」

　カサンドラはこの『予知夢』が『呪のろい』だと思っている。

　誰も信じてくれない。

　誰も真に受けてくれない。

　神々も気付いているかさえわからない。

　だがただ一人……この少年は信じてくれる。それはカサンドラにとって救いだった。

　離したくない。離れたくない。失いたくない。

　もし彼を自分のものにできるなら、恋人になってもいいと思ってる。伴侶にだって。

　そして思慕ではなく、救いを求めるこの打算の感情は歪ゆがんだものだ。たとえ急速に惹ひかれているとしても、それはやはり少年自身ではなく、『夢』を信じてくれる『唯一』という言葉に惑わされた幻覚に過ぎない。過ぎないと、カサンドラはそう思っている。

　きっと、だから、自分は相応ふさわしくない。

　でも生きてほしい、いつまでも会いたい……そう想うのは許される筈だ。

「生きて、帰ってきてください」

　他の者が聞けば大仰なことを、カサンドラは想いを込めて告げた。

「一緒に地上に戻ったら……もっと、色んなことを……たくさん、話したいです」

　この人に託すしかない。

『予知夢』でも結末を見通せなかった、あの白い光に。

　予言者の少女が揺れる瞳で願うと、少年は悲劇なんて吹き飛ばすように、明るく笑ってみせた。

「はい、約束します」

















　それは瞋恚しんいの炎だった。

　胸を焼き焦こがす衝動は、それ以外に例えられない。

　その後ろ姿を見た時。

　その横顔を目にした瞬間。

　あの瞳ひとみを捉とらえた刹那せつな。

　心の奥底に眠っていた彼女の感情は、逆流を果たした。

　生きていた！

　生きていた！

　生きていた！

　奴やつ等は──あの男は！

　それを理解してしまった彼女の瞋恚の炎を、一体誰だれが止められるだろうか。

　木刀を握る手は震え、得物自身もくぐもった怒りの呻うめき声を発する。

　それが発火点。彼女は正義という名の衣を脱ぎ捨て、ただの獣となり、恐怖の悲鳴を上げる数多あまたの背中を追い続けた。

　その途中で閃ひらめいた銀閃は数知れない。

　舞い散った血飛沫しぶきの量など覚えていない。

　そして『それ』を知った時、彼女は義憤に駆られた。

　いや、義憤などただの建前たてまえで、本当はその荒れ狂う激情をぶつけたいだけなのかもしれない。もはや彼女自身、本当の自分がどちらなのか、分からなくなっているのだから。

　ただただ彼女は突き動かされた。瞋恚という名の衝動に。黒い感情に。

　使命感という便利な言葉で、自分を騙かたった。

　──今度こそ、今度こそ必ず。

　刃が飢えている。彼女の心が猛っている。

　全ての決着をつけろと、過去の記憶が叫んでいる。




　風になって何よりも速く迷宮を駆ける中、そこで、ふと思った。

　一人目の知己ちきは、頭に血が上りやすい私に何かを言ってくれた気がする。

　二人目の知己は、過ちを犯した私を許してくれた気がする。

　三人目のあの少年は……今の私を見たら、何を思うだろう。

　怒りと怨嗟えんさの声が脳裏と腸はらわたを焼く中、それだけが気になってしまった。

　そして。

　彼女達の手を握った己おのれの手が、咽むせぶように疼うずいたことに、気付かない振りをした。
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　27階層へ進行するのは、討伐隊の中でも腕が立ち、更に『水の迷都みやこ』で一定以上の探索経験がある上級冒険者に限られた。

　ボールスさんが指揮を執る精鋭パーティに、【ヘスティア・ファミリア】を代表して僕が加わる。最初は僕だけの参加に難色を示していたボールスさんだけど、移動速度などの訳を話したら──あとアイシャさんに凄すごまれたら──許してくれた。

　ヴェルフとカサンドラさんが用意してくれた《ゴライアスのマフラー》を首に巻き、リリ達に見送られながら、僕達は25階層を出発した。




『ウオオオオオオオオオオオオオオオウゥッ！』

　弾はじける水飛沫とともに凶悪な咆哮ほうこうが飛び交う。

　モンスターはその黄色の双眼をギラギラと輝かせながら、僕達たち冒険者に襲いかかってきた。

『マーマン』。

　青い鱗うろこに包まれた半魚人のモンスター。人型と同じ二足歩行で、鰭ひれが張った両手は器用に『迷宮の武器庫ランドフォーム』──天然武器ネイチャーウェポンを使いこなす。全身鱗に覆われたその姿から『水中の蜥蜴人リザードマン』なんて言葉も連想させる。26階層から出現する、『水の迷都みやこ』でも強敵の部類だ。

　通路を走る水流から続々と上陸してくる半魚の戦士は、『下層』の天然武器ネイチャーウェポンである水晶鎚矛クリスタル・メイスを振り回す。

「んんんッ！」

　水晶の床を砕く一撃を跳ぶことで回避し、半魚人マーマンのすぐ頭上で《白幻はくげん》を一閃する。

　腰のひねりとともに放たれた瞬速の斬撃は容易たやすくモンスターの首を刈った。

　超軽量の輝光のナイフはそのまま抜群の取り回しを発揮し、空中を泳ぐ姿勢でありながら、こちらに叩たたき込まれようとしていた敵勢の水晶鎚矛クリスタル・メイスを全て切断してみせる。

『!?』

　群れの真ん中に突っ込み、曲芸師さながらの動きで戦う僕に半魚人マーマン達は確かに怯ひるんだ。

　その隙すきを見逃さず、着地とともに手をついて地面すれすれの回転蹴げり。

　足部を強打された複数のモンスターが、味方を巻き込んで倒れ込む。

「ボールスさん！」

「おう！」

　床に倒れたモンスターの群れに向かって、すかさずボールスさん達が得物を叩き込んだ。振り下ろされた大剣や大鎚ハンマーが半魚人マーマン達を文字通り『一網打刃いちもうだじん』にしてしまう。

（半魚人マーマンの戦術は基本群れでの行動。でも中心にいる『マーマン・リーダー』を仕留めれば、統制は失われる！）

『マーマン』との戦闘は初めてだけれど、エイナさんの座学で既に生態や攻撃方法は把握している。教科書に沿った対処法を実践しつつ、僕はそこから編戦アレンジした電光石火の戦法で敵勢に速攻を仕掛けた。

　視線の先、他ほかのモンスターに守られながら『ゲェゲェ！』と醜い啼なき声を上げ続けている半魚の頭目マーマン・リーダーへと突っ込む。

（《ゴライアスのマフラー》を装備して、ちょっと速度が落ちてる？　でも、これくらい！）

《白幻はくげん》とは打って変わって超重量を誇る襟えり巻きが、首から下を押さえつけてくる感覚を味わいながら、僕は速度の段階ギアを上げた。

　周囲のモンスターの反応を置き去りにし、双眸そうぼうを見開く半魚の頭目マーマン・リーダーに向かって、腰から漆黒のナイフを引き抜く。

「ふッッ!!」

『ゲアアアッ!?』

　鞘さやから迸ほとばしった《神様のナイフ》が『マーマン・リーダー』に炸裂さくれつした。

　斬砲とでも言うべき痛烈な一撃が胸部に決まり、モンスターの親玉は一瞬で灰となって崩れ落ちる。

「やべぇ、浮遊水晶ライト・クオーツだ!?」

「！」

　直後、後方から上がるボールスさん達の悲鳴に振り返る。

　高さが五Ｍメドルはある通路内、空中に複数浮かんでいるのは紫色の結晶体だった。円盾バックラーほどもある水晶の中心には単眼らしき淡黄たんこう色の器官が備わっている。

『ライト・クオーツ』は無機物のモンスター。

　冒険者達の頭上を浮遊し、その水晶の外見の通り近接戦闘の術を一切いっさい持っていない。

　唯一にして厄介やっかいな攻撃方法は、単眼から発する熱線！

『！』

「くっ！」

　放たれた細い光条レーザーに、僕達は一斉に飛び退いた。

　水晶でできたダンジョンの床や壁面を焼きながら一線を刻む琥珀こはくの光線。ボールスさん達は慌あわてて物陰に隠れる。そして機を窺うかがう。

　光条レーザーを全て放出させ、次弾の蓄力チャージ時間を狙ねらうのは浮遊水晶ライト・クオーツを倒す定法セオリー。この上ない正解。

　けれど僕は──迸る熱線の中に飛び込んでいた。

　あの金色の憧憬しょうけいならきっと止まらないだろう。そう思ったからだ。

「おいおい、【白兎の脚ラビット・フット】!?」

　騒然となる上級冒険者達の声を浴びながら、加速する。

　空中に浮かぶ敵。

　ナイフでは届かない距離。

（速攻魔法ファイアボルトでもいいんだけど！）

　少し、試してみよう。

　閃きにも似た脳裏の囁ささやきに従い、首に装備している襟巻きに右手をかける。

　次の瞬間、《ゴライアスのマフラー》を勢いよく解ほどき、そのまま一気に薙ぎ払った。

「これだけ重量があるなら！」

　僕はまさに鞭むちのように、いや鎖のように振り回した。

　複数の浮遊水晶ライト・クオーツによる光条レーザーを防ぎ、弾きながら、直接叩きつける！

『────ッッ!?』

　旋風のように急迫した漆黒の襟巻きはモンスターの結晶体を木こっ端ぱ微塵みじんに粉砕し、あるいは地面に撃墜させた。

　砕けた浮遊水晶ライト・クオーツは、単眼から光を失い沈黙するか、『魔石』を失って灰へと還った。

「やった……！」

　黒巨人ゴライアスの体皮ドロップアイテムでできた防具は特別スペシャルだ。刃だろうが火炎だろうが防ぐ頑丈性は最硬の盾であり、裏を返せば最硬の武器にもなる。

　浮遊水晶ライト・クオーツの光線も全て弾き返してしまった襟巻きに、上手うまくいったと内心で喝采した。

「いてて……」

　興奮が冷めやらず笑みを浮かべながら、右腕をさする。

　慣れない動き、あとは襟巻きの重みによって腱けんを痛めたかもしれない。慣熟しないうちは多用しない方がいいかも、と思いつつ、出し惜しみせず回復薬ポーションを腕にかけておいた。

【ファイアボルト】のような直線的な遠距離攻撃とは異なる、中距離の『間接攻撃』。

　これはもしかしたら、攻撃の種類バリエーションが増えるかもしれない。

　防具として用意してくれたヴェルフには、ちょっと悪いけど……。

「【白兎の脚ラビット・フット】……お前、本当にこの階層は初めてなのか？」

　と、ボールスさんが僕に歩み寄ってきた。

　モンスターを全て倒したことで他の冒険者達も武装を解除する中、眩まぶしいものを見るように目が細められる。

「なんつーか……強くなったな。今のてめえなら、自信をもって前衛を任せられる」

「ボールスさん……」

「──つーわけで、どんどんモンスターを蹴散らせよ！　面倒くせぇのは全部てめえに任せた！　あ、稀少部位レアドロップが出たら山分けだからな！」

　あ、はい。

　しみじみとした父親のような顔付きから一転して、儲けものとばかりにあくどい笑みを浮かべるボールスさんに、僕は汗を流した。

　周囲では戦闘の後処理が行われている。『強化種』のような異常事態イレギュラーを未然に防ぐため、サポーター勢が手早く『魔石』を収拾していた。その間、僕は今回のパーティの面々を見回す。

　悪人面をした双剣のエルフ。

　口を布で覆った獣人の斧おの使い。

　大きな盾と戦鎚せんついを背負ったドワーフ。

『中層』を進む道程でも、その実力はまざまざと見せつけられているけど……。

（ボールスさん達はヴェルフ達より能力ステイタスが高いかもしれない……でも、息の合った連携、っていうわけにはいかない）

　僕が少し無理をして独断でモンスターを相手取っていたのは、そこにも理由があった。

　急造のパーティは攻防の緩急が思うようにいかない。時には足を引っ張り合ってしまうことだってある。

　あらためて僕に合わせ支援してくれる、リリやヴェルフ達の凄さ、尊とうとさに気付かされた。

（それに、モンスター……やっぱり『中層』までとは違う）

『ヘルハウンド』の火炎放射とも違う光線なんていう遠距離攻撃も厄介だけど……半魚の頭目マーマン・リーダーのようにモンスターの知性が高い。『上層』と『中層』よりもずっと。

　まだまだ拙つたないと言ってもモンスターが群れを統制してくるというのだから、『下層』の脅威は計り知れない。

　慢心は絶対にしてはいけないと、僕は胸に刻んだ。

「よし、ここからはまたパーティを分けんぞ！　ひと塊で動いても効率が悪ぃからな！　【疾風しっぷう】を見つけたら何とか大空洞まで追い詰めろ！　最悪、いることがわかったら25階層まで引き返してもいい！　あそこに陣取っときゃあ、いずれアイツもやって来るしかねえ！」

　巨蒼の滝グレート・フォールによって繫つながっている二つ目の大空洞、つまり26階層の滝壺たきつぼを迂回して、次層へ繫がる洞窟をくぐった僕達に、ボールスさんが指示を打つ。

　一気に27階層まで踏破した僕達は、ここから更に隊を分けて【疾風】……リューさんの行方ゆくえを追うこととなった。

「よぅし、【白兎の脚ラビット・フット】、てめぇは俺おれと来い！」

「え、あ、はい」

　自分の一存でＬｖ．４の僕を参入させるボールスさん。

　他の冒険者からはブーブーと顰蹙ひんしゅくの声が上がった。

　もしかして……便利屋扱いされてる？

　ともあれ、五人組のパーティとなって僕達は分かれ道の一つに入った。28階層の連絡路に続く、数ある正規ルートのうちの一つだ。

　うっすらと縞しま模様が入っている、深い蒼あお色の水晶でできた迷宮。陸路のすぐ隣には幅広の水流が並走している。その流れは上の階層よりずっと速い。白水晶ホワイトクリスタルの塊から発せられる少量の光が闇やみを照らしている。

　行く先々では崩れた跡のある通路が散見された。まるで落盤したかのように水晶の山が転がっていて、先へは進めない。これが先程まで起こっていた『爆発』の被害なのだろうか。

　前衛位置に立ちながら、ボールスさん達とともにモンスターの警戒は怠らない。多層構造を取る階層内でいくつもの階段や坂道を下り、通路を歩きながら、先へ先へと進んだ。

「おいベル・クラネル。例の巨人ゴライアスと戦った時のこと、覚えてるか？」

「俺達、お前と一緒にあのデカブツに突っ込んだんだぜ？」

「頼りにさせてもらうぞ、【白兎の脚ラビット・フット】！」

「あ、はい、お願いします！」

　パーティが緊張し過ぎないように、熟練の上級冒険者達が軽口を叩いてくる。

　陽気な獣人の兄弟に、男勝りなアマゾネスの戦士。気さくな彼等に僕も頭を下げる。

　あの『漆黒のゴライアス』の一戦もあってか街リヴィラの住人勢は大方僕ぼくに対して友好的だった。

　他の上級冒険者も都市オラリオで激突した猛牛ミノタウロス──『アステリオス』さんとの一戦を持ち出しては色々な話を聞きたがり、感心してきた。

　冒険者の先輩達に認められたというのは、すごい光栄だし、つい笑顔になってしまうくらい嬉うれしいんだけど……この人達を今から出し抜かなくてはならないというのが、気が重い。

　リューさんのため、仕方がないとはいえだ。

　どこかで隙を見て、パーティを離れるのが一番動きやすいとは思うけど……。

（闇雲に探しても見つかりっこない……）

　ここに来るまであれだけ発生していた『爆発』も、今は鳴りをひそめている。

　今も遠くから響いている巨蒼の滝グレート・フォールの滝音もあって、ちょっとの物音では察知できそうにない。この広大な27階層でリューさんを一人で見つけるのは限りなく至難だろう。

　けど……『当て』がないわけじゃない。

　アイシャさん達を説得して僕一人で来てしまったけど、まるっきり無策というわけではないのだ。

　まぁ、思いっきり人任せなんだけど……いや、『モンスター任せ』だろうか？

　どうやって『彼女』に見つけてもらうか、思考を巡らせていた──その時。

「ボ、ボールス!?」

　パーティの進行方向に対して右手、通路の横道を覗のぞき込んでいた獣人が声を上げる。

　慄然りつぜんとした、ただならぬ声音に、僕達は彼のもとへ急いだ。

「なっ……」

　そして『それ』を見た時、僕も言葉をなくした。

「なんじゃ、こりゃあ……」

　ボールスさん、他の冒険者、例外なく頭上を見上げる。

　それは『大穴』だった。

　上の層部に貫通している、縦穴。

『岩窟の迷宮』のような綺麗きれいな縦穴それではなく、それこそ『何か』が無理矢理掘って進んでこじ開けたかのような。

　小さな滝となって、水流が音を立てて落ちてくる。

「……この階層でこんな『大穴』、見たことねぇぞ……」

　呻くようにボールスさんが声を落とす。

『水の迷都みやこ』を何度もくぐり抜けてきた上級冒険者も知らない、ダンジョンの異変。

　頭の片隅で。

　警鐘の音が、静かに鳴り始めていた。
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「残ったはいいが……しばらく留守番か」

　凝りを解すように、ヴェルフが手を当てながら首を鳴らす。

　25階層、最南端に位置する崖である。

　今いる崖はちょっとした『ルーム』ほどの規模があり、数十名の冒険者も収まるほどだ。『強化種モス・ヒュージ』によってベルと分断されたリリがここを『拠点』にしようと提案した通り、十分な広さがある。有翼モンスターの迎撃という点でも申し分ない。

　ベルを含む【疾風】の討伐隊が出発して数時間、冒険者達は各々の行動に耽ふけっていた。

　といっても、見張りを押し付け合うか休憩するかの二択であるが。

「士気は……低いですね。当然と言えば当然ですが」

「むしろ今できることを探す方が難しいだろう。暇潰つぶしにモンスターを狩って、大事な時に動けなかったでは話にならん」

　他の冒険者を窺いながら命ミコトと桜花オウカが言葉を交わす。

　ここに残っている者はボールスの私見から外された者達で、ふてくされている者もちらほらといた。自身の実力で【疾風】に敵うとは思っていないが、漁夫の利を何とか掠かすめようと画策していた者達だ。目先に宝が吊つるされているのにお預けを食らった彼等の心境は推して知るべしだろう。多くの者が時間を持てあましている。

『水の迷都みやこ』の絶景を見慣れていないリリや命ミコト、千草チグサ、ダフネなどは、崖から見渡せる雄大な巨蒼の滝グレート・フォールを眺めているだけでも退屈しそうになかったが。

「……」

　本来ならカサンドラもその内の一人なのだが……『予知夢』に苛さいなまれる彼女は、ひたすら今後の状況、あとは少年の無事を祈っていた。

　断崖の間近で、27階層まで続く巨蒼の滝グレート・フォールを見下ろしながら。

「……今のところ、怪しい動きはなし、か」

「あまり視線を送っていると、気付かれてしまいますよ」

　腰を下ろしているヴェルフの言葉に、携行食を分配しているリリがさり気なく忠告する。

　ヴェルフの目が映しているのは、ベルが気になると述べていた狼人ウェアウルフの男だった。

「あの狼人ウェアウルフの方の名は、ターク・スレッド。軽く聞き込みをしてみましたが、確かに三年ほど前から『リヴィラの街』に居付いていたようです」

「能力ステイタスは？」

「虚偽の報告をしていなければ、Ｌｖ．２。第二級冒険者にくっついていたとはいえ、この『下層』に何度も足を運んでいるとのことです」

　塩漬け肉をむしって食べるヴェルフ達の問いに、リリはすらすらと答えていく。

　街リヴィラの住人として一定の信用があるということだ。ヴェルフ達が難しい顔をしていると、寝転がって目を閉じていたアイシャが、ぱっと身を起こした。

「適当に休んだし……じゃあ、襲うか」

「なに言ってるんですか!?」

　突拍子もなく言い出したアイシャに、その場にいたほぼ全員が突っ込む。

「あれこれ疑っていても時間の無駄じゃないか。ブチのめして吐かせる、これが一番手っ取り早いだろう？」

　間違いなくこの場で最も強い、Ｌｖ．４の女傑の横暴な言い分に、桜花オウカ達が顔を引きつらせる。

「うわー、アマゾネス的思考……本当に何かを隠してるなら、拷問の真似まね事をしたって口は割らないんじゃない？　他の連中の反感も買うだろうし」

　げんなりするダフネがそう突っ込むと、

「しょうがないね……じゃあお前達、見張りを立てな」

「な、なにをするおつもりですか？」

　再びの嫌な予感に、命ミコトが声音を硬くさせる。

「決まってるだろ、洞窟の中に引っ張り込んで、食ってやる。跨またいでヒィヒィ言わせれば口も軽くなって──」

「わぁー！　わぁー！　わあぁー!?」

　口走るアイシャに、耳の毛先まで真まっ赤かにした春姫ハルヒメが作法などブン投げて喚わめき散らす。

　両手をブンブンと振り回し断固阻止を掲げる彼女に、アイシャは「ちッ」と不満そうに舌打ちをした。

　命ミコトや千草チグサ、カサンドラはもとより、リリとダフネまで赤面する。たった二人の男性陣ヴェルフと桜花オウカは心底気まずそうな表情。騒ぎ出した『派閥連盟』に傍はた迷惑そうな視線が殺到する。

　春姫ハルヒメは紅あかくなった顔を両手で覆いながら、「ここはイシュタル様の【ファミリア】ではございませぇ～んっ」と軽く半べそだった。

「──オイ、俺達も行こうぜ！」

　その時だった。

　注目マークしていた人物が動いたのは。

「ボールス達に任せっきりなんて、やっぱり我慢ならねぇ！　死んだジャンのために【疾風】をブッ殺すんだ！」

「……意気込んだところで、俺達だけじゃあ返り討ちだろうが。そもそもここで見張っておくようにボールスに言われてんだろう？」

「それでも冒険者かよ！　賞金首を仕留めて、名を上げてやるくらいの気概はねぇのか！」

「……俺は、タークに付いてく。このまま胡坐あぐらをかいて待つなんて冗談じゃねぇ」

　男の呼びかけに対し、反対する者と賛同する者、反応は二つだった。

　そして後者の方が圧倒的に数は少ない。

「俺等はボールスにどやされたくねぇ。行くなら勝手に行けよ」

「ああ、行ってやるぜ！」

　結局、階層に向かう者は四人だけだった。

　止めもせず投げやりに言うボールス達の子分と仲違なかたがいする形で、狼人ウェアウルフのタークは同意した冒険者達とともに西へ伸びる崖道を進んでいく。

「……行きましょう」

　立ち上がったリリの短い言葉に、ヴェルフ達は静かに頷うなずいた。

　カサンドラだけが不安を滲にじませていたが、放置することもできず、25階層の迷路部へ進む男達の後を追うのだった。
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　上の層から落下してくる細い水流によって地面が水浸しになっている中、僕達は依然として、その『大穴』から目が離せずにいた。

　石像のように見上げていた僕は、あることに気付き、呟つぶやきを落とす。

「修復が、始まってる……」

　大穴はダンジョンによる組成回復が進んでいた。じっと観察していないとわからない程度ではあるけれど、じわじわと水晶の天井てんじょうが埋まり、確実に穴は塞ふさがりつつあった。

　状況を見るに、修復はまだ始まったばかり。

　この『大穴』は最近開けられたと推測できる。

　つまり、この大穴を開けた『何か』は……

「……まだ近くに、いるってのか？」

　ボールスさんの言葉に、温度が下がった気がした。

　同時に冒険者達は身構えた。

　周囲に油断なく目を走らせ、武器を握り締めながら、誰もが緊張して。

　得体の知れない『何か』、ダンジョンの岩盤を抉えぐるほどの『異常事態イレギュラー』が、この階層にいるかもしれない。

　ザァザァと水流の音だけが反響する迷宮内に、鼓膜が震える。

　僕の背筋にも、冷たいものが落ちた。

「……【疾風】の仕業、じゃねえよな……」

「『魔法』を使ったにしても、こうはならねえだろう……破壊したっていうより、何かが上うえから『掘り進んできた』って感じがするぜ」

　何も起きることなく、時間をかけてようやく警戒を解いた冒険者達の間で憶測が飛び交う。パーティ全体が浮足立っていることがわかった。

『ダンジョンで異変があったら逃げろ』。冒険者の鉄則だ。

　パーティのリーダーであるボールスさんは眉間みけんに大きな皺しわを寄せながら判断を迷っている。目的を続行するのか、この階層から脱出するのか。

　無視できる類の『異常事態イレギュラー』ではないと、誰もが直感していた。

（……今になって、どうして……）

　理由はわからない。

　けれど唐突に。

　ずっと何かを恐れていた、カサンドラさんの顔が、脳裏に思い浮かんだ。

「……どうする、ボールス？」

「普通の探索ならとっとと逃げ出すところだが……ばらけた他の連中もいやがる。【疾風】探しを続けるにしても、情報を共有しておきてぇなぁ」

　ボールスさん達の会話を聞きながら、僕は内心焦あせっていた。

　この階層にはリューさんがいる可能性が高い。もし何らかの『異常事態イレギュラー』がひそんでいるとしたら、彼女も危険に晒さらされてしまう。

　一刻も早くあの人を見つけなければと思っていると、

「……？」

　これは……『視みられてる』？

　視線に敏感になっている感覚が他者の眼差まなざしを教えてくる。

　でも、嫌な感じがしない。……それに上手く言えないけどこの感じ……僕は知ってる？

　はっとして顔を振り上げた直後。


「おい、何か聞こえて……っ！」



「なんだ、この『歌声』……もしかして【疾風】が歌って……いや、これは……」

「……『迷宮に響く歌』」

　その美しい旋律に、獣人の兄弟やアマゾネスは状況も忘れて聞き惚ほれていた。ボールスさんもあんぐりと口を開け、冒険者の間で噂うわさになっている事象の名を言葉にする。

　僕は、弾かれるようにその場から走り出していた。

「お、おいっ、【白兎の脚ラビット・フット】!?」

「僕が見てきます！」

　制止の声を遥はるか後方に置き去りにする。

　後から慌てて追いかけてくる気配がするものの、僕は疾走を重ねた。

　悪いけどボールスさん達を振り切るため、あえて通路を出鱈目でたらめに走る。

　遭遇するモンスターには逃げの一手。避けきれない相手だけナイフを見舞い、怯んだところを強行突破。時には頭上を跳び越える跳躍をもって戦闘を回避し続ける。

（『歌』も移動してる！）

　僕が反応したのを見て、『相手』も相応ふさわしい邂逅かいこうの場所を求めていた。

　途切れ途切れになる歌声は、けれど美しいまま。

　月夜の海岸を彷彿ほうふつさせる静かな渚なぎさの歌が僕を導いていく。

　やがて辿たどり着くのは泉が広がる広間ルーム。

　泉の中心、水晶岩に腰かけて今も歌を口ずさんでいるのは、目も眩くらむような美しさの人魚マーメイドだった。

「マリィ！」

『マーメイド』の『異端児ゼノス』、マリィの名を呼ぶ。

　最後に会ったのが『強化種モス・ヒュージ』の一件、それこそまだ二日前だ。

　緑玉蒼色エメラルドブルーの長髪、貝と真珠の髪飾り、その姿は以前の記憶と何も変わらない。胸にも貝の下着をつけてくれていて、ほっと一安心。最初に会ったのは25階層だったけど、彼女は『水の迷都みやこ』ならば自由に移動できるのだろうか。

　思ったより早かった再会に変なものを感じながら泉に入り、腰まで浸かりながら近付くと、振り向いたマリィは腰かけている水晶岩を両手で押した。

　勢いよく、抱き着いてくる。

「ベル！」

　子供のように胸へ飛び込んでくる少女を抱きとめる。

　柔らかい体の感触につい赤面しそうになったけれど、僕はすぐに、それに気が付いた。


「マリィ……？」



　体が、震えてる……？

　伝わってくる彼女の怯おびえに驚きながら、そっと両肩に手を添える。

「どうしたの、マリィ？　何かあったの？」

「……」

　彼女が落ち着けるように、優しい声音を心がけた。

　僕もリューさんを探すためにマリィの力を借りたかったとはいえ、何故なぜ彼女の方から僕を呼んだのか。冒険者ボールスさん達に見つかってしまう危険性リスクまで冒して、歌を紡つむいで。

　しばらくうつむいていたマリィは、その小振りな唇を震わせた。

「水都ココニ……イチャ、イケナイモノガイル……」

　いては、いけないもの……？

　はっとした僕がすぐに思い浮かべたのは先程の『大穴』だった。

　やはり、あの現象を起こした『何か』がこの27階層には潜んでいる？

「マリィ、何か知ってるの？　一体、何を見たの？」

「ワカラナイ……何時イツカライタノカモ、何処ドコニイタノカモ……ワカラナイ……私ワタシガ、見ミタコトノナイモノ……！」

　マリィは竜の少女ウィーネより言動が幼くて、人語も拙い。自分が目にしたものを上手く伝えられないことを彼女自身歯痒はがゆく思っているのが伝わってきた。

　でも、十分だ。

　マリィをこうまで怯えさせる『何か』がこの階層にはいる。

　僕は肩を抱く手に力を込め、尋ねた。

「マリィ、人を探しているんだ。エルフの女の人を見なかった？」

「エルフ……？」

「えっと、僕より耳が長くて、木刀を持ってて、きっと顔を隠していて……あとは、すごく速い」

　具体的な情報を思いつく限り挙げてから、伝える。

「どうしても、その人に会いたいんだ」

　マリィは僕の顔をしばらく見上げていた。

　ややあって、こくりと頷いてくれる。

　かと思うと顔を胸に埋め、ぐりぐりと額を押し当ててくる。

　危ないから本当は教えたくないんだよ？　そんな風に言っているようにも思えた。

「……待マッテテ」

　僕から少し離れ、目を瞑つむって歌を放つ。

　聞き惚れてしまうような歌声から一転した不協和音。それは人ではなく同族モンスターを『魅了チャーム』する彼女だけの『歌』。自分より能力が低いモンスターをマリィは操あやつることができる。

　彼女を中心に水面に波紋が広がる中、すぐにあちこちから遠吠ぼえが響いてきた。

　呼びかけに応こたえ、探し人について報しらせてくる同族モンスターの声に、マリィはぱちりと瞼まぶたを開いた。

「ワカッタ、ベル……アッチ！」

「ありがとう！」

　泉にもぐって泳ぎ出すマリィとともに、陸おかへ上がって走り出す。

　以前と同じく、『人魚マーメイド』の導きを得ながら水と結晶で満ちる迷路を進む。

（リューさんと会って……それからどうする？　18階層の事件について尋ねる？　でもこの階層には『異常事態イレギュラー』が起こってる、悠長にしている時間は本当にある？　ボールスさん達や他の冒険者も危険な目に……！）

　沢山の懸念事項が頭の中を往来した。

　やらなければならない事柄に頭を散々悩ませてしまう。

　その時だった。

　強い衝撃が、轟然ごうぜんと階層を揺るがしたのは。

「『爆発』!?　また!?」

　身を揺さぶる震動に叫喚きょうかんを上げる。

　先程まで途切れていた『爆発』が、また復活した。

　水面に浮かぶマリィも肩を跳ね上げていた。彼女のいる水流にも波が生じ、その衝撃の大きさを物語る。

　しかもこの音と震動……近い！

　衝撃の余韻、あとは崩れる水晶と思おぼしき音を頼りに、加速する。

　マリィが導く先も同じ方向なのか、水中を進む尾びれが先導していく。

　何か、首筋に嫌な予感が走った。

　僕は、必死にそれに気付かない振りをした。

　水晶の破片が散らかった曲がり角を折れ、その場所へと辿り着く。

「っ……!?」

　そこは酷ひどい有様だった。

　地面は原形をとどめずに爆はぜており、崩れた水晶壁は雪崩なだれ込むようにして側の水流を埋め立てている。天井に開いた亀裂からは瞬く間に水が溢あふれ出し、滝の柱を作り出していた。クリスタルの迷宮に刻まれた破壊の傷跡は、まさに砲撃を炸裂させたかのごとくである。

　道具アイテムか、あるいは『魔法』でも使ったのか煙が生じており、その奥に浮かんでいるのは……人影。

　付いてきたマリィは慌てて水底へともぐる。

　体を強張らせる僕が凝視すること数瞬。

　次第に揺らめく煙が晴れていって──。

「──」

　視界に映った光景に、僕は言葉を失った。

　床には一人の冒険者ドワーフが倒れていた。仰向あおむけになって、痙攣けいれんを繰り返し、血を流しながら。

　そして、そんな彼の肩を踏みつけてたたずんでいる、一人の女性。

　裾すそをはためかせるマントにも似たそのロングケープは、いつも僕達を助けてくれる『あの人』の後ろ姿だった。

　ドワーフの顔のすぐ横に突き立てられているのは、木刀。

　逆の手に提げるのは血濡ぬれの小太刀。

　被かぶっているフードの下から見えてしまった、見開かれた空色の瞳に、僕は凍りついた。







[image: ]







　感情を剝むき出しにしたその横顔に、心臓が、震えた。


「……リュー……さん……？」



　一度だって目にしたことのない形相に、半信半疑のまま、僕はその名を呼んでいた。

　揺れるエルフの耳。

　ばっと振り返った空色の瞳が僕を射抜き、時を止める。

　次には愕然がくぜんとなる彼女と視線を絡からめ、僕は確信した。

　リューさんだ。

　視線の先にいるのは、僕がよく知る、見間違えようのない、あの美しいエルフの──。

「リューさ──」




「どうしてここにいる!!」




　瞬間。

　その凄すさまじい大喝に、僕は呼吸を止めた。

　聞いたことのない怒声。

　見たこともない眦まなじりを裂いた双眼。

　それはまるで……激昂げっこうした殺人鬼の表情にも似ていて。

「どうして、貴方が、ここに……！」

　すぐにその相貌は様々な感情によってくしゃくしゃになった。

　歪ゆがんだ目もとから溢れているのは、苦しみ？　それとも悲しみ？

　あるいは、後悔？

「……クラネルさん、この階層から離れなさい。今すぐに」

　限りなく低く、感情を押し殺した声が投じられる。

　身じろぎすることすら忘れていた僕は、電流を流されたように手を震わせた。

「貴方はここにいてはいけない。去りなさい」

「リュ……リューさん、ど、どういうこと──」

「いいから私の言うことを聞け!!」

　再び、激声。

　返事はおろか有無を言わさず、リューさんは要求を叩きつけてきた。

　鋭い眼光で、硬直する僕を穿うがちながら。

「貴方は何もしなくていい」

「何も知らなくていい」

「関わるな」

　立て続けに言葉を連ねたリューさんは、木刀を地面から引き抜き、倒れたドワーフから何かを奪って、立ち去ろうとする。

「リュ、リューさんっ……待ってください、リューさん!?　何が起こっているんですかっ、何をしているんですかっ!?」

　止まっていた時を砕き、凍りついていた唇をこじ開け、言葉を暴走させる。

　終始取り乱し、何を聞けばいいのか整理できないまま、僕は矢継ぎ早に尋ねて、最後にそれを問うていた。

「そのドワーフの人は、一体……!?」

　僕の震える声に、リューさんは忌々いまいましそうな顔をして、見下ろした。

「こんな奴等、化物どもの餌えさになればいい」

　そう吐き捨てて、リューさんは走り出した。

　傷だらけの冒険者ドワーフを放置して。

　言い残された彼女の言葉、憎しみに満ちた声音。

　それに衝撃を受けた僕は動くこともできず、無様に取り残された。

（リュー、さん……）

　貴方の真意しんいが知りたい。

　その僕の訴えは届かなかった。

　どころか拒絶され、あの背中は去っていった。

　先程まで自分の瞳が見ていた光景を、何も理解できない。

　思考は空転するどころか空白を刻み、使い物にならなくなってしまう。

　呆然ぼうぜんと、立ちつくす。

「ベル……ベル！」

　マリィの呼びかけに、僕は我に返った。

　何秒、いや何分そうしていたのだろうか。

　耳に水流の音が蘇よみがえり、視界に色が戻ってくる。


「っ……！」



　頭の中がぐちゃぐちゃなまま、地面を蹴った。

　通路の奥に消えたリューさん、置き去りにされたドワーフ、迷った末に後者へと駆け寄る。


「か……ァ……！」



　仰向けに転がったドワーフの冒険者は既に意識を手放していた。防具は半壊状態、その短軀たんくは血塗ちまみれ。連続で斬りつけられたように至るところに鋭い裂傷が走っている。

「……！」

　見捨てるわけにもいかず、時折思い出したように痙攣する体に治療を施す。

　けれど、その間も僕が考えることはリューさんのこと一色だった。

　拒絶を叩きつけてきた背中が脳裏から離れない。手が揺れて上手く治療が進まない。

　僕は自分が思っている以上に、動揺していた。

「リューさん……！」

　応急処置だけ済ませ、ドワーフを脇に抱えて走り出す。

　だらりと垂れ下がったドワーフの手足を揺らしながら、あの人が消えた方角へ向かった。

　崩れた天井と壁の水晶塊を跳んでは避ける。

　水底をもぐって水面に顔を出すマリィも、僕の後に慌てて続いてきた。


「はぁ、はっ……！」



　疾走し、肌に浮かぶ汗を背後へ飛ばしながら、先程のことを考える。

　僕が駆け付けたのは『爆発』を知覚して間もなくのこと。あの『爆発』の規模──リューさんの『魔法』なら確かに通路一帯をあそこまで破壊できる。状況を顧みても、一連の流れは辻褄つじつまが合ってしまう。

『魔法』での強襲？

　問答無用の砲撃？

　リューさんは、明確な『殺意』をもって……このドワーフを襲った？

（噓うそだっ、違うっ……あの人は……！）

　信じたい。リューさんはそんなことをするエルフではないと。

　けれど、今も僕の腕の中で虫の息となっている彼は何だ。

　この冒険者ドワーフはモンスターに襲われただけで、あの人はたまたま通りかかっただけ？　僕はちょうど運悪くそれを目撃しただけ？　与太話すぎて涙が出てくる。

　鋭い切り傷は街リヴィラの死体ものと酷似している。

　あの人がこのドワーフをこうまで傷付けたのは、もはや動かない事実だ。

（どうしてリューさんはこの人を襲った？　一体、何のために!?）

　わからない。何もわからない。

　取り乱すばかりの心は気休めの仮定も打ち立てられなかった。

　僕は、街リヴィラの一件は何かの間違いだと思っていた。

　それの真偽はまだわからない。

　けれど、

（リューさんのあの時の顔は、あの時の感情は……あの『殺意』は……本物？）

　木刀を突き立て、恐ろしいくらい冷たい眼で見下ろしていた彼女の横顔を思い出し、身震いする。

　たとえ他者の思惑が介在していようと。

　何かに巻き込まれていようと。

　リューさんの『感情』が、『殺意』が本当なら。

　あの人が突き動かす衝動が本物なら、それは──。

「っっ！」

　思考の続きを断ち切るように髪を振り乱す。

　脳裏に浮かんでは消える憶測に、自分の手で首を絞めている錯覚に襲われる。

　気をしっかり持たなくては、自分自身の想像に溺れてしまいそうだ。

　そして、そんな葛藤する僕を嘲笑あざわらうかのように、迷宮の奥で再び『爆発』が発生した。

「……!?　くっ！」

　爆発の方向に、進路を転じる。

　震動に紛れてモンスターの叫喚も届いてくる。それと交ざって微かすかに聞こえてくるのは、人の上げる悲鳴？

　嫌な予感がする。胸騒むなさわぎが止まらない。耳障りにがなり立てる心臓を引き千切ちぎってしまいたい。僕は脇のドワーフを抱え直しながら、爆発音の響いた先へ急行する。

　焦燥に焼かれる僕に、マリィもまた陸路と並走する水流を泳いで、必死に付いてきた。

「マリィ、来ちゃ駄目だ！」

「嫌イヤッ、嫌イヤ！」

　危険を伝えるけれど、マリィは聞き分けのない子供のように頭かぶりを振った。

　さっきからずっと様子がおかしくなっている僕を案じてくれているのが痛いほどわかった。でも、今はそれが辛つらい。ましてや彼女を危険に巻き込むわけにはいかない。

　僕は顔を歪め、断腸の思いで進路を変えた。

　そこは陸続きの通路、そして水路が途切れた水流の袋小路。

「アッ……」

　マリィの呆然とした呟きが落ちる。

　すぐにその宝石のような翡翠ひすいの瞳に、じわりと涙が溜たまった。

「ベルノ、馬鹿バカッ！」

　彼女の文句に背中を叩かれながら、ごめん、と囁いて僕は先を目指した。

　目的地へ向かう最中、まるでモンスターも『爆発』の騒ぎを聞きつけてやって来たかのように遭遇エンカウントを重ねた。巨大蚊デヴィル・モスキートや金属蟹ブルークラブ、大型級の水晶巨亀クリスタル・タートルまで、複数のモンスターが進路に立ち塞がる。

　有翼系の『ハーピィ』や『セイレーン』を除けば、『水の迷都みやこ』の水棲モンスターには火炎属性の『魔法』の効果は薄い。僕は速攻魔法ファイアボルトを牽制けんせいだけにとどめ、塞がれた左手に代わって右手の《白幻》で敵を切り裂き、攻撃を打ち払った。

　襲いかかるモンスターを躱かわし、辿り着いた先には……先刻見たものと同じ光景が広がっていた。

「……!!」

　大きく抉れた壁面、亀裂が生じ結晶の雨を降らせる天井。

　先程との差異を挙げるとすれば、多くの冒険者が叫び声を上げているということだ。

「どうなってんだ、こりゃあ！」

「どこもかしこもブッ壊れて……何をやったらこうなりやがる!?」

　爆発地点は阿鼻叫喚あびきょうかんの様相を見せていた。

　27階層内で別れた討伐隊の冒険者が爆発音に導かれて集まっている。大小いくつもの水晶塊が散乱する幅広の正規ルートで、彼等は地面に倒れていた冒険者に群がっていた。

「ちッ……殺やられてやがる」

「討伐隊に加わっていた顔じゃねえ！」

　その『死』という単語に、胸を鷲摑わしづかみにされた。

　血に濡れて、全身に深い火傷やけどを負ったヒューマンや獣人。焼け焦げたその瞼が開くことはもうない。漂ってくる肉の焼けた臭いが鼻腔びこうを貫き、どうしようもない吐き気を喚起させた。

　手足が寒くなる。

　乱れた情緒が頭をおかしくさせる。

　一瞬、体がふらついた。

『下層』の洗礼を受けているようにすら思えた。

『上層』や『中層』の時とは違う。こんなにも、『死』に触れてしまうなんて。

　取りとめない思考が生まれては弔われ、現実逃避を試みていた。

「っ……!?」

　ここにも被害者が？

　これも……リューさんの仕業!?

　抱えているドワーフの冒険者が更に重くなったような錯覚を味わいながら、僕はいつの間にか全身を発汗させていた。

「【白兎の脚ラビット・フット】！　てめぇ、どこへ行ってやがった！」

「っ……ボールスさん！」

　怒号が飛び交う迷宮内で、一際ひときわ大きな声が僕に投じられる。

　ドワーフの冒険者を地面に下ろした僕は、こちらへやって来るボールスさんとそのパーティに尋ねた。

「すいません、勝手な行動をしてっ。でもこの状況は……！」

「……俺達も来たばかりだ、よくわからねぇ。だが……モンスターの仕業じゃねえってことは明らかだ。こんなことをしでかすのは……」

　そこまで言いかけたボールスさんは、地面によこたえられた、刃創を残すドワーフの存在に気付く。

「おい、そのドワーフはなんだ？」

「こ、この人はっ……」

「まさか……【疾風】にやられたのか!?」


「っ……！」



　ボールスさんの問いに、僕は否定も肯定もできなかった。

　あの人を、庇かばえなかった。

　でも、なんて言えば良かったんだ。『この傷はリューさんが全部つけました。でも彼女は悪くありません』、そんな言葉を伝えろって？

　傷付いた冒険者をひったくって本格的な治療を進めるボールスさん達を他所よそに、僕は立ちつくすことしかできない。

「駄目だ、目を覚まさねえっ。なにがあったのか話せるやつはいねえのか！」

「ボールス！　生存者だっ、意識がある！」

「！」

　舌を打つボールスさんは、その報告に目の色を変えた。僕もだ。

　呼びかけた冒険者のもとまで行くと、そこにいたのは壊れた水晶壁の側にへたり込んだ、一人の猫人キャットピープルだった。

「──」

　その人の無残な姿を見て、内臓が引っくり返ったかのような衝撃に襲われる。

　まず、彼には片腕がなかった。

　真っ赤に染まり、二の腕まで破れた右腕の裾から、ある筈はずの前腕が消失している。

　火傷や切り傷にまみれた顔も血塗れで、獣人の特徴である頭上の耳が……片方の耳がない。

　目を背けたくなるほどの、重傷者だった。

「おい、口は利きけるか!?　ここで何があった！」

　ボールスさんが尋問するかのように大声を浴びせる。

　残った左手の指を口に入れながら、嚙かみ合わない歯を鳴らしていた獣人の冒険者は、今気付いたようにボールスさんを見上げた。

　細身の人物が多い猫人キャットピープルの中でも殊更ことさら瘦軀そうくかつ長身の体が、過度な猫背を作り、丸くなる。


「し、しっ、【疾風】っ……リオンの野郎にぃ……！」



「【疾風】だと!?」


「『魔法』をブチこまれてっ、目の前が光ってっ、真っ白になってぇ……！」



「……！」

　ボールスさんはその二つ名に食いつき、僕はその証言に愕然とする。

　衝撃が抜け切らず動けないでいる中、ボールスさんは身を乗り出して「今あいつはどこにいやがる!?」と聞き出そうとするけれど、それを隊員パーティ・メンバーのアマゾネスに止められる。

「待て、ボールス。先に手当てを──」

　伸ばされた彼女の手に、獣人の男はかっと目を見開いた。

「触るなァ!?」

「!?」


「触るなっ、触らないでくれぇ……！」



　アマゾネスの手を振り払うばかりか、距離を取ろうとして床に倒れ込む。

　残った手で頭を抱えながら、何かに怯えるように身じろぎを繰り返す。その姿はみじめを通り越して異常であり、ボールスさん達をうろたえさせる。

　混乱……いや、まるで恐慌状態に陥おちいっているかのようだった。

「……？　オイ、てめぇ、まさか……【ルドラ・ファミリア】のジュラ・ハルマーか？」

　床にこすりつけるように髪を振り乱す猫人キャットピープルの横顔……悪趣味な怪物モンスターの骸骨の耳飾りを見て、ボールスさんが何かに気付いたように片目を開いた。

　びくっ、と男の方も揺れた。

「し、知ってるんですか、ボールスさん？」

「ああ……通り名は【奴隷猫スレイバーキャット】。所属は闇派閥イヴィルスの一味【ルドラ・ファミリア】……他ならねぇ【疾風】がいた【アストレア・ファミリア】を、嵌はめ殺した派閥だ……」

　どくんっっ、と心臓が今日一番の震えを放った。

【アストレア・ファミリア】の……リューさんの『仇かたき』？

「五年前、暴走した【疾風】は【ルドラ・ファミリア】を壊滅させた。全ての団員をブチ殺してな。全員始末された筈だったが……生きてやがったのか」

　絶句する僕を他所に、ボールスさんは険しい目付きでジュラと呼んだ男を見下ろす。

「そ、そうだっ……俺だけが生き残ったっ、あいつの手から！　リオンの糞くそ野郎から！」

　がたがたと震える猫人キャットピープルの男は、自分が『悪』の一員だったことを認める。

　そこから動転しながら、縋すがるようにボールスさん達を見上げた。


「でも、あれから悪さなんて一度もしてねぇ……！　本当だぁ、陰気くせぇ『迷宮』に隠れていたんだぁ……！」



「……！」

「でもリオンに見つかっちまってっ、ここまで逃げてきて……！」

　ボールスさんや他の冒険者達がまさかの事態に動揺する最中、僕だけは、この人の言う『迷宮』が人造迷宮クノッソスを指していることに気が付いた。

【イケロス・ファミリア】──暴悪な狩猟者ハンター達が語っていたように、『悪』の温床であり、同時に隠れ家であったあの人工の迷宮にこの人は身を寄せていたのだ。

　でも……あぁ……これで一つの筋が通ってしまった。

　今の僕でも予想できる、今回の事件の全貌が。

　仲間ファミリアの『仇』を見つけ、リューさんは瞋恚の炎を取り戻し、復讐ふくしゅうに身を堕とした──。

　そして彼女は激情の言いなりとなり、彼等を襲った。

　血も涙もなく、それこそ僕がちょうど見た冷酷な横顔で。

「リヴィラでジャンが殺られたのも、こいつと繫がっていたから、ってことか……？」

　ボールスさん達は口を片手で覆いながら、まるで腑ふに落ちた表情を浮かべていた。

　誰もが想像できる光景を僕もまた脳裏に描く。


「頼むっ、助けてくれぇ……！　もう悪さなんてしねぇ、俺をギルドに突き出して、あいつから、あいつから守ってくれぇ……！」



　平伏するように地面へ崩れ、懇願してくる一人の猫人キャットピープル。

　演技には見えない。【疾風】を恐れ、震え上がるその眼まなこと体は、とても演技には。

　目の前の現実と、自分の想像の狭間に立たされる。

　何が真実なのか定まらないまま、決められないまま。

　僕は心の中に浮かぶあの人の背中に、『本当なのか』とずっと問い続けていた。
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「……どこまで付いてくる気だ？」

「おかしなことを聞くね。【疾風】をブチのめすんだろう？　パーティとして固まって動いた方がいいに決まっているじゃないか」

　振り返る狼人ウェアウルフの男タークに、アイシャが物怖ものおじせず薄笑いを浮かべる。

　場所は25階層。

　ターク等ら四名の冒険者を追ったリリ達は、早々に彼等と合流していた。

　ダンジョン内での尾行は、目標に気付かれずともモンスターと遭遇エンカウントした時点でほぼご破算となる。迷宮の怪物は冒険者を見つけた時点で吠えるわ暴れるわで隠密どころではない。

　単独ソロでの追跡ならまた話は変わってくるかもしれないが、パーティの分散は避けたいリリ達には不可能だ。

　ならばこうして、最初から目標の人物達と一緒に行動した方が手っ取り早い。

　相手に何か後ろめたいことがあれば、監視と牽制に十分になりうる。

「なにせ相手はＬｖ．４の賞金首なんだからね」

「……」

　正論を叩きつけるアイシャに、タークは視線を前に戻した。

　他の冒険者達も訝いぶかしげにこちらを何度も見て、ひそひそと囁く。

　相手のパーティとリリ達、三Ｍメドルほどの一定間隔を置いて、迷宮を進んでいく。

「明らかに俺達を意識しているな」

「まぁ、こんな風に別パーティに付いてこられたら気になるのは当然ですが……あの苛立いらだたしげな態度、少し気になりますねぇ」

　小声を交わすのはヴェルフとリリだ。前方のターク達を観察しながら、桜花オウカ達はモンスターの襲撃にも警戒を払う。普段とは違う独特の緊張感を醸し出していた。

　そんな中、カサンドラは一人、思考に埋没する。

　考えるのは、やはり27階層にいる少年ベルのことだ。

（『予知夢ゆめ』のことを打ち明ければよかったのか、まだ答えが出ない……でも、『お告げ』の内容を教えたら、ベルさんはきっと……）

　カサンドラがベルに『予言』の内容を話せなかった理由は、運命に等しい強固な意志を覆せないと悟ったから。

　それに加え、もう一つあった。

（もし、【疾風】が全ての根源だとしたら……）

　カサンドラは怖い想像をしている。

　ベル達が庇おうとしている【疾風】こそ──【破滅の導き手を約束されし妖精】こそ──不吉な『予知夢』の元凶なのではないかと。それこそ、街リヴィラの殺人事件から【大いなる厄災】を呼ぶ直接の原因まで、彼女の仕業ではないかと。

【疾風】が全ての元凶であったなら、ベルが助けに行く行為は無意味に成り下がる。

　いや、彼は信じていたものに裏切られ、無慈悲な現実と直面することになる。

　それはあまりにも、少年にとっての【過酷】だ。

（いつもこう。いつも悩んで、迷って、苦しんで、失敗して……後悔する）

　流れる迷宮の水流をふと眺めながら、カサンドラは憂いを帯びた表情を浮かべる。

　誰にも気付かれることなく、誰にも理解されることもなく。

（私は、あの人のために……どうすればよかったんだろう）

　答えが出ることはない。
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　辺りは変わらず喧々囂々けんけんごうごうとしていた。

　一堂に会する冒険者達は焼け焦げた肉の臭いに顔をしかめている。炸裂した『爆発』の威力を物語るように通路全体が壊れ、モンスターも巻き添えになったのか上半身を遺した半魚人マーマンの死骸が転がっていた。

　他の通路よりわらわらと寄ってくるモンスターを冒険者達が罵倒交じりに斬り捨てている反面、一人の男性を囲む僕達は重い沈黙に包まれていた。

　ジュラと呼ばれた猫人キャットピープルは未いまだに【疾風なにか】に怯えていた。

　恩恵ステイタスの影響もあるだろうから実年齢は判然としないけれど、三十代半ばといったところだろうか。憔悴しょうすいしているのか目の周りは黒く落ち窪くぼんでおり、切れ長の双眸は今も恐怖に染まっている。

「ど、どうする……ボールス？」

「どうするもなにも……こいつを突き出せばギルドから謝礼をたんまりふんだくれる、それだけだろ。【疾風】にブチ殺されたら、こんな美味うめぇ話がパァになる」

　俺達は正義の味方じゃねえ、と豪語するボールスさん。

「俺達は何のために来た？　街リヴィラの同胞に手をかけやがったエルフを討つためだろう？　やることは何も変わらねえ、ただ手に入る金が多くなるだけのこった」

　揺るがないボールスさんの方針に、他の冒険者の顔から迷いが消えた。そしてそれは僕にとって極めて悪い決定だった。一人、顔を強張らせてしまう。

　けれど、僕も……揺れ動いている。

　リューさんの真意が見えない。

　彼女は本当に復讐心に囚われてしまったのか。

　怒りに突き動かされるまま人を殺あやめてしまったのか。

（それに……）

　それとは別に、何か頭に引っかかっている。

　この状況、成り行き……なんだかわからないけど、酷く気持ち悪い。

　脳裏が『違和』を訴えているような気がする。

　なにか、『記憶』を喚起させようとしている。

　……駄目だ、わからない。

　思考も感情もぐちゃぐちゃになって、何が正しいのか、何を信じればいいのかわからない！

　神様達にどれだけ『成長した』と言われても、僕はやっぱりまだ『ベル・クラネル』のままだった。

　簡単に動じて、一人では何も判断を下せない、迷ってばかりで情けない僕のまま──。

「──？」

　失望をぶつけるように、片手で頭を押さえた時だった。

　その拍子に地面を嚙んだブーツに、何かが当たる。

「これは……」

　それは緋色ひいろの欠片かけらだった。

　恐らくはダンジョン由来の小片。

　破片と思しき紅緋の結晶を指の間に拾い上げた僕は、まじまじと見つめ……やがて大きく目を見開いた。




「しっ──【疾風】だぁ!?」




　その悲鳴が轟とどろいたのは、それとほぼ同時だった。

「!?」

　弾かれるように声が打ち上がった方角へ振り返る。

　視界の奥、数ある通路の一つ、水流と並走する陸路の先から。

　風になびくロングケープが、凄まじい勢いでこちらに突き進んできていた。

「やれぇ、てめえ等ァ!!」

　その時が来たとばかりに、血管が浮き出るほどの大声をボールスさんが放つ。

　僕が止める暇もない。彼女の弁明や説明を聞く耳も貸さない。唾を飛ばす大頭の号令に冒険者達は雄叫おたけびを上げ、たった一人のエルフに殺到する。

　だが。

　彼女はそんな彼等に一瞥いちべつもくれず、鬼気迫る表情で、真まっ直すぐ僕達のもとへ咆哮した。




「──ジュラァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」




　華奢きゃしゃなエルフがどこに隠し持っていたのかという、甚だしい怒りの声量。

　遠く離れた僕達まで仰のけ反ぞらせ、水晶の迷宮がビリビリと震える。

　それは図らずも、まるで怪物モンスターの『咆哮ハウル』のように、襲いかかろうとしていた冒険者達を例外なく怯ませた。

　一人の男の名を叫ぶエルフは、勢いを緩めずそこへ突進する。

「退どけえッ!!」

「「がああァ!?」」

　広がったのは、目を疑う光景だった。

　Ｌｖ．３の第二級も交ざっている上級冒険者の壁を、疾風の矢が楔くさびのごとく貫いていく。

　振るわれる木刀が前衛壁役ウォールのドワーフを殴り飛ばし、返す一撃で飛びかかろうとしていた獣人を壁に叩きつける。突撃を押さえ込もうとするアマゾネスやヒューマンもなす術なく蹴散らされた。

　比喩ひゆ抜きで碧く輝く木刀。空色の眼光とともに瞬く度、歴戦の強者たちが宙を舞う。

　二十人はいる上級冒険者を……!?

「ジュラアァッ！」

「ひっ、ひぃいいいいいいいいいいいっ!?」

　フードの奥で凄まじい形相を浮かべながら、己の名を叫び続ける覆面のエルフに、猫人キャットピープルの男性はこの世の終わりのように青ざめて、背を向けて逃げ出した。

　はっとして後ろ姿を視線で追った僕とは真逆、得物を構えるボールスさん達のパーティは、冒険者の壁を強行突破してきた【疾風】に舌なめずりをする。

「何か『魔法』か『スキル』を使ってやがる！　足を止めろッ、勢いさえ殺せば後は数の差でタコ殴りだぁ!!　つけ上がらせるんじゃねぇ！」

　街リヴィラの大頭でありＬｖ．３上位の貫禄かんろくを見せつけるボールスさんの的確な指示。この物量ならばと勝利を確信している彼の命令を受け、獣人の兄弟とアマゾネスが気炎を吐いて接敵する。

　しかし。

「──────」

　接敵直前、凄まじい直行から急激な渦を巻いてエルフの体が回転する。

　巻き込んだロングケープでばちばちっ！　と風を叩く鋭い音を鳴らしながら、独楽こまのごとき運動をとり、獣人の兄弟、アマゾネスの脇を華麗かつ鮮烈にすり抜ける。

　更にすれ違い様、虚を突かれ呆然とする彼等の後頭部に木刀の回転撃をお見舞いし、吹き飛ばした都合三人の意識を狩り取った。

　呼吸を忘れるほどの、場違いなまでに見惚みとれてしまうほどの、凄まじい『技』の冴さえ。

「ちいッ、【ロキ・ファミリア】か、てめーはァ!?」

　とうとう最後の一人になったボールスさんが盛大な悪態と唾を撒まき散らしながら、得物である大斧を振り上げる。

　まさに疾風怒涛どとうを体現する桁けた外れのエルフの戦士に、大刃を叩き込もうとした寸前。

「──？　てめぇ、まさか、あの時の……ぐへあぁッ!?」

　まるで何かを思い出すように──18階層で共闘した誰かを思い出すように──一瞬動きを止めてしまったボールスさんの頰面に、慈悲なく木刀がお見舞いされる。

　鼻血を散らしながら顔面を壁に突っ込ませる巨体に、僕は顔を痙攣させた。


「っっ……待ってっ、待ってください！」



　立っている冒険者が僕だけとなる中、こちらへ突き進んでくるあの人に声を放つ。

　戦いたいんじゃない。話を聞かせてほしい。貴方の口から。

　その一念で彼女の前に立ち塞がる。

「邪魔だ」

　けれど、そんな時間はないとばかりに。

　フードの奥で空色の双眼が細まり、次の瞬間、ブーツに包まれた細い脚が床を蹴立つ。

「っ!?」

　固まる僕の頭上を、リューさんは跳び越えていた。

　──やられた!!

　まだ残していた加速力をもって頭上を掠め取った彼女に、愕然とする。

　背後に着地したリューさんは振り向きもせず、風の化身となって疾駆した。

「お、追ええぇ！　【白兎の脚ラビット・フット】ぉ!!」

　壁から顔を引き剝はがしたボールスさんが喚く。

　討伐隊の中で最も『敏捷アビリティ』が高い僕に追跡を命じ、怒声で背中を殴りつける。

　僕もまたボールスさんが言うが早いか、水晶の床を蹴り砕き、彼女の後を追っていた。

「くっ!?」

　既に微かにしか見えないロングケープを猛追する。

　猫人キャットピープルの男性を追いかけるその背中は道を曲がったのか、視界の中から姿を消した。

　無数にある岐路の前で立ち止まり、迷う僕は、けれどすぐに一本の通路を選択した。

　響いてくるモンスターの威嚇いかくの声と悲鳴。恐らくはリューさんと出くわした怪物の啼き声を頼りに、走り続ける。推測を裏付けるように、斬り捨てられて悶もだえ苦しむモンスターや死骸となった灰の山が足跡のように続いていた。

　しかし、それにも限界があった。

　広大なダンジョンの中、速過ぎる彼女の足取りを完璧かんぺきに見失ってしまう。

「どこへ……!?」

　焦りが更なる動揺を呼び込み、嫌な汗を滴らせた時。

「【今は遠き────無窮むきゅうの夜天に────】」

『歌』が聞こえた。

「──」

　一瞬、動きを止めてしまう。

　そんな僕にお構いなしに、歌声の欠片はどこからか響いてくる。

「【愚かな我が声に────汝なんじを見捨てし者に────】」

　同時に膨れ上がるのは『魔力』。

　器から湯水が溢れるがごとく、距離が離れていようと伝わってくる『砲撃』の余波が、冒険者の本能を怯えさせる。

　そして、あっさりとその『魔力』は臨界を迎えた。

「【──星屑ほしくずの光を宿し敵を討て】！」

　──まさか!?

　直後、僕の予感は的中した。

「【ルミノス・ウィンド】!!」

　発生する轟音に次いで、目の前の通路が爆砕する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　前方を横切る形で、風を纏まといし大光玉の嵐あらしが壁を貫通した。

　顔を腕で覆う僕の視界の右から左へ流星雨のごとく砲撃が流れていく。

　荒ぶる『魔力』の砲声とともに、迷宮が悲鳴を上げた。

「……ダンジョンの壁を、貫いた？」

　途方もない威力に呆然としていた僕は、すぐにはっとして、『魔法』によって開けられた『横穴』へ進んだ。奇くしくも大砲撃の軌跡があの人のもとへ僕を導く。

　ばらばらに粉砕した水晶壁を通り過ぎること四枚、辿り着いたのは巨大な広間ルームだった。

　陸の面積が広いものの、いくつもの水流がここに流れてきている。大光玉まほうの余熱のせいか水が蒸発し、薄っすらとした霧が生じていた。

　壊れた壁から駆けつけた僕のすぐ側では、地面に転がりながら虫のように体を丸める猫人キャットピープルの姿があった。

「貴方は……」

「……ラ、【白兎の脚ラビット・フット】？　た、助けてくれっ、あいつから、助けてくれぇ!?」

　彼が口にする『あいつ』が誰かなんて、聞かずとも明白だった。

　前方、広間ルームの中央。

　薄い霧の奥で揺れる人影が、一気に歩み出てその姿を現す。

　木刀を持って剣呑けんのんな眼差しを宿す、一人のエルフ。

「リューさん……！」

　目を眇すがめながら、僕はあの人の名前を呼んだ。

「……付いてきたのですか、クラネルさん」

　今いま気付いたように、リューさんは鋭い視線を僕に向ける。

　僕はそれだけで言葉に窮し、気圧けおされそうになった。

「……どうして、貴方はいつも」

　だから、彼女が覆面の奥で落としたその小さな呟きを、僕は聞き逃した。

「──どきなさい。邪魔だ。そこにいては、その男を討てない」

　そのまま彼女の視線は僕を越えて、すぐ後ろの彼に向けられる。

　血に濡れた木刀を振り鳴らし、ざっざっと長靴ロングブーツを鳴らし、ゆっくりと近付いてくる。

　その光景に、まだ立ち上がれず地面に蹲うずくまっている猫人キャットピープルの男性は「ひぃいっ……!?」と呻いた。

「私の唯一の過ちは、ジュラ、お前を完全に仕留められなかったこと。碌ろくに確かめず、討ち取ったと確信していた驕おごりは、悔やんでも悔やみきれない」

　己の所業を呪のろうようにリューさんの声は怨嗟に満ちていた。

　独白のように言葉を連ねながら、その双眼は今も猫人キャットピープルの男を射抜いている。

「……あの時、確実に殺しておくべきだった」

　彼女の唇から落ちた『殺す』という単語に、視界が音を立てて曲がった。

　冷たく濁った瞳と一緒に、今やリューさんの顔は豹変ひょうへんしていた。

　酒場で働く真面目まじめな店員のものでもなく、僕達を何度も救ってくれた凛々りりしい冒険者のものでもない。

『復讐者』のそれ。

　本当に、これがリューさん？

　いや、これが……。

（……これが、【疾風】？）

　リューさん本人が、18階層で語ってくれた過去の話。

　まさに物語の人物が、目の前に顕現したようだった。

　僕の知らない、もう一人の妖精が。

「だが、それもここで清算する。お前の思惑ごと、全て」

　覆面を取り払うリューさんが決然と宣言する。

　歩みを止めず近付いてくる彼女に、猫人キャットピープルの男性が堪こらえきれないように喚き散らした。


「【白兎の脚ラビット・フット】!?　あいつを倒してくれ、頼む！　もう嫌だ、体中が痛ぇ、血が止まらねえ……！　あいつに斬られた腕がぁ……！」



　血が流れる体を残った隻腕せきわんで抱きながら、猫人キャットピープルの男が苦悶する。

　肩を揺らす僕は、リューさんが携える小太刀をまじまじと見つめた。

「ほ……本当なんですか？　この人の腕を斬ったって……」

「……確かに、その男の片腕を断たったのは私だ。耳を削そいだのも私だ。それがどうした、それが何だ！」

　渾然こんぜんとした怒気と憎しみ。はっきりと認めたその言葉。

　ぐらりと体勢を崩しかけ、膝ひざが折れそうになった。

「そこを退どきなさい、早く！」

「リュ、リューさっ──」

「退どけと言っている!!」

　木刀の切っ先がとうとう僕に向けられる。

　Ｌｖ．４になった僕を竦すくませるほどの怒気。

　耳を打つ鼓動が、発汗が、頂点に達しようとしていた。

「邪魔をするなら、貴方でも切り捨てる。……時間がない」

　その言葉に僕の喉のどは凍りつく。


「頼むっ、【白兎の脚ラビット・フット】っ……助けてくれぇぇぇ……！」



　その悲鳴に僕の焦燥は駆り立てられる。

　前と後ろ、通告と懇願。

　まるで戯曲の一場面ワンシーンのようだった。血に飢える『犯人』と、それに対峙たいじする『探偵』、助けを求める『被害者』。

　そして、圧倒的に追い込まれているのは探偵役の僕。

　なんていう役者不足。神様達の言葉を借りるなら、なんて酷い不適配役ミスキャスト。

　こんなもの、目も当てられない。

「……教えてください」

　状況に押し潰されそうな精神を総動員して、口を開く。

　確かめなくてはいけない。見極めなくてはいけない。

　今回の事件の全貌を。

　この人の真意を。

　でなくては、僕はずっと『答え』を出せない。

　これ以上のない重圧の中で、彼女に問うた。

「街リヴィラの住人を殺したのは、貴方ですか？」

「問答に付き合っている暇はない！」

「街リヴィラの外れで、死者が出ました！　走っていく貴方を見た人もいる！」

「何度言えばわかる!!」

　苛立ちに満ちるリューさんに、負けないように声を張る。

「リューさん、お願いです！　答えてください!!」

　貴方の言葉を聞かせてくれと、想おもいの丈を声に込めた。




「殺したのは、貴方なんですか!?」




「──私ではない!!」




　まるで口喧嘩げんかのように、大声を投げつけ合った。

　冷静さを失っている空色の瞳と、視線を交わす。

　まるで犯人が逆上したかのような叫喚。

　弁明も釈明もない、感情に任せてぶつけるだけの激しい言葉。

　でも──それだけで十分だった。

「……わかりました」

　少なくとも、僕には。


「【白兎の脚ラビット・フット】、何やってるんだ、早く助けてくれ！　早くあの女をっ…………？」



　全身から脱力させる僕に、猫人キャットピープルの男が叫びかける。

　未だリューさんと対峙する格好でありながら、僕の心はもう彼女に向いちゃいなかった。

　ジュラという名の冒険者も、『それ』に気付く。

　既にその場は犯人と探偵、被害者の三人の関係ではなく。

『探偵二人と真犯人』。

　この図式に変わっていることを。

「傷を見せてくれませんか？」

　僕は静かな声で、その一声を打った。

「な、なに言って……」

「斬られたっていうその腕の傷、見せてください」

　僕はちょうど。

　そう、本当にちょうど、片腕を失なくしてしまった人を最近見てしまった。

『強化種モス・ヒュージ』に襲われたエルフ、ルヴィスさん。

　目まの当あたりにはしたくなかったけれど、モンスターに片腕を引き千切られたあの人の傷は、本当に酷いものだった。

　止まらない出血、真っ赤に染まる装備、強過ぎる鮮血の香り。

　一瞬見えてしまった二の腕の断面に僕は血の気が引いたほどだった。

　けれど、この人には、それがないのだ。

　服や装備こそ血に濡れているものの、二の腕が壊死えししてしまうほどの取り返しのつかない出血量も、あの鼻を衝つく生々しい血の香りも、存在しない。

　それを僕の『記憶』はずっと訴えていた。『違和感』として点滅を繰り返していた。

　取り乱していた先程までは気付けなかった。

　でも、今ならわかる。

　失われているその片腕は──。

「その傷……古傷じゃないですか？」

　男が目を剝く。

　確かにリューさんは言った。

　この人の腕を断ったのも、耳を削いだのも自分だと。

　でも、もし過去に──18階層で悲しそうに過ちを語ったように──一度は復讐者に成り果てたリューさんがこの人を襲っていたなら？

　筋は通る。説明もできる。

　この人は動揺する素振りを見せて治療の手も拒んだ。あれも体を診られると不味まずいことがあったからではないだろうか。それこそ、負っている傷が昔のものだと気付かれるのを恐れて。

　つまり、今この人が負っている生新しい傷は自分がつけたもの。

　リューさんはまだ、この人を襲っていない。

　おかしい点はあったんだ。

　不自然な事柄は沢山あった。

　リューさんが『魔法』を放って『爆発』を起こしているというのなら、襲われた人達は例外なく火傷を負っていなければならない。でも一人だけ、当て嵌まらない人がいた。

　僕が目撃したドワーフだ。

　彼だけは小太刀で斬りつけられた切り傷だけしか負っていなかった。

　リューさんが居所を摑んだのは、恐らくあのドワーフ一人。

　彼女は抵抗する男を鎮圧するために、武器を抜いたのだろう。

「ずっと思ってたんです……貴方の言っていることは、何かおかしいって」

「な、なに言ってんだっ、俺はちゃんと……！」

「じゃあ、なんで貴方は今、生きてるんですか？」

「……!?」

「腕を斬られて、耳も削がれて、『魔法』までお見舞いされて……どうしてまだ、殺されていないんですか？」

　相手は【疾風】。

　一人で巨大派閥を壊滅させた、Ｌｖ．４の伝説の賞金首。

　一度捕捉されたが最後、彼女の手から逃れられる道理はない。

「最初は錯乱しているのかなって思いました……ボールスさん達と集まったあの場所で、貴方達を襲ったリューさんが一度距離を取るのは、ありえない筈だから」

　襲われたと主張するこの人の言う通りなら。

　何故リューさんは一度『爆発』をお見舞いしておいて、わざわざ止とどめを刺さなかったのか？

　──もともと彼女は襲撃などしていないからだ。

　先程と異なり、詠唱はおろか発散される『魔力』の欠片も察知できなかったのは何故か？

　──そもそも彼女は階層中を『爆破』なんてしていないからだ。

　この事件の全貌は？

　──不適配役ミスキャストの探偵ぼくでもわかる。

　答えは単純明快。

　全てこの人達の、『自作自演』。

「これ、あそこの通路に転がってました」

　指で弾くのは、先程拾った緋紅の破片。

　今も熱を放っているそれも、僕は見たことがあった。

「『火炎石』、ですよね？」

　もう四ヶ月前、ヴェルフと出会ったばかりの頃ころ。

　連れて行ってもらった『工房』の中で、炉ろに用いるため加工された発火剤それを、僕の専属鍛冶師は見せてくれた。

　ダンジョンの鉱物を鍛えるため、火力を水増しする強力な『火薬』を。

　男の顔が、痙攣を起こすように引きつった。

「リューさんは誰も殺していないって言った……僕はそれを信じる」

　僕が唯一わからなかったのは、18階層で起こった殺人事件。

　本当に激昂に駆られ、リューさんが手を下してしまっていたら──。

　それの『答え』だけは知らなくてはならなかった。

　彼女が血に濡れた復讐者に再び舞い戻ったというのなら、僕の推理なんて、圧倒的な殺意の前に全て破綻してしまうものだから。

　──あれはもはや『正義』ですらなかった。

　後悔と一緒に語っていた、リューさんの言葉通りに。

「クラネルさん……」

　でもリューさんは違うと言った。

　噓を嫌い、義理堅く、誇り高いエルフの矜持きょうじを宿す、曇りのない瞳で断じてくれた。僕が知っているあの空色の瞳で。

　なら十分だ。十分過ぎる。

　僕は猫人キャットピープルの男に背を向けながら、横顔だけを振り向かせ、眼差しをそそぐ。

「『爆発』の仕業がリューさんじゃないのなら……後はもう、貴方達しかいない」

　今までの『爆発』は、全てこの人達の『破壊工作』だ。

　彼等がこの階層を『爆破』していた理由はわからないけれど。

　ようやく数多の点が、一本の線で繫がった。

「腕の傷を、見せてください」

　それを見せてくれれば、はっきりすると。

　リューさんに斬られた傷跡を、彼女の『罪の証』を証明してみせろと、そう言い渡す。

　自分の瞳が、冷たく、紅く、輝いているのがわかった。

　眦を吊り上げて有無を言わせない口調で詰問する。

　リューさんは、彼女を信じた僕に目を見張っていた。

　目の前の男は、息を呑のんでいた。

「──ちッ」

　そして彼は、はっきりと舌打ちを放った。

　弱りきった重傷者の顔から凶暴な悪漢の形相となり、僕を睨にらみ返す。

　次の瞬間、腰に伸ばした手を閃かせた。

「バレちまったなぁ！」

「っっ！」

　走り抜ける赤の斜線に咄嗟とっさに飛び退く。

　男の左手には、紅くれないの鞭ウィップが握られていた。

「街リヴィラの連中も、てめぇも、全く使えねえっ！　リオンを殺れねえにせよ、足止めくらいになるとは思ったのによぉ！」


「ジュラッ……！」



　ちょうどリューさんと並ぶ形で相手と相対する。

　男は鞭を肩にかけたかと思うと、懐ふところから万能薬エリクサーを取り出し、器用に片手で蓋を開けて頭から被った。最高級の道具アイテムが血まみれの自傷を癒いやし、傷跡から煙を上げさせた。

「タークの野郎は上手くやったんだろうが、最後でトチっちまった。リオン、てめぇにビビって『爆発』を急ぎ過ぎた」

　男は種明かしをするように、隠し持っていた複数の『火炎石』をばらばらと辺りに投げた。

　散らばったものだけでも二十以上はあるだろうか。これだけあればダンジョンをあれほど破壊できる筈だと納得する。

「ごめんなさい、リューさん。少しでも疑っちゃって……！」

「……いえ、私こそ頭に血が上るあまり、思慮に欠けていた。貴方を思うあまり遠ざけようとしましたが……私が間違っていた」

　二人隣り合いながら、視線も交わさず言葉を交わす。

　瞳を正面の男に縫い付けたまま、リューさんはか細く呟いた。

「愚かな私を信じてくれて……ありがとう、クラネルさん。貴方に感謝を」

　喜びとも嬉しさとも知れない温かいものが、僕の胸に広がる。

「奴を止めたい……どうか、協力してください」

「はいっ！」

　前を向いたまま、笑みを浮かべて僕は頷いていた。

　油断なく敵を見据えながら、《神様のナイフ》を構える。

「ジュラ、観念しろ。大方街リヴィラの住人をけしかけ、私を討ちたかったのだろうが、お前の目論見もくろみは崩れた。仲間ももういまい」

　理性の力で激昂を抑え、最後通告のように声を投じるリューさん。

　鋭い眼差しを突き刺しながら、じりじりと間合いを埋めていく。

　それに対し、男は口端を吊り上げた。

　紅の鞭ウィップを振り上げ、身構える僕達に向かって笑声を上げる。


「くひっ、くひゃひゃひゃひゃひゃ……！　笑わせるんじゃねえよ！」



「……」

「忘れたのかぁ、リオ～ン!?」

　リューさんの仇──いや『宿敵』の男は高らかに嗤わらった。

　間髪入れず、紅あかい光を放つ鞭が地に叩きつけられる。

「俺は──『調教師テイマー』だぜ！」

　次の瞬間。

　天井を破って、巨大な『影』が落下してきた。

「「っっ!?」」

　リューさんとともに地を蹴る。

　左右に跳んだ僕達のちょうど真ん中に、その巨軀は激突した。

　広間全体を揺るがす衝撃、そして飛散する水晶の欠片に、顔を腕で覆って耐え凌しのぐ。

「これが、今の俺の下僕ペットだ」

　僕は瞳に驚愕きょうがくを宿しながら、その蠢うごめく体軀を見上げた。

　あらゆるものを呑み込もうかという巨大な口。

　手足の存在しないうねる長駆。

　顔面に位置する場所にあるのは、三対の眼光。

　それは複眼を持つ、巨大な『蛇』だった。




「──何の真似だい？」

　口振りとは裏腹に、アイシャは不敵な笑みを浮かべた。

　抜剣と同時に襲いかかってきたターク達を睨みつける。

「なるほど、怪しいのは一人じゃなくて……」

「全員が黒だったか」

　敵の集団、四人全員が得物を構えて殺気を飛ばす様に、ヴェルフと桜花オウカが同じく武器を構えながら唇を吊り上げる。

　ヒューマン二名に獣人二名。

　大型のバックパックを抱える仲間とともに、狼人ウェアウルフのタークは本性を現した。

「時間がねえのに邪魔ばかりしやがって……てめえ等はここで殺す！　ジュラの計画のためになぁ！」

　直後、素早く取り出した『紅の鞭ウィップ』をもって、その存在を『召喚』する。

「!?」

　壁を突き破って現れる長駆に、アイシャ達は瞬時に地を蹴った。

　リリをダフネが、春姫ハルヒメを命ミコトが抱え、破壊される通路から退避する。

　アイシャ達、そしてカサンドラは、奇しくも同時刻、ベル達が対峙する同じ『大蛇のモンスター』を目にする。

「あれは……！」




「『ラムトン』……！」

　巨大かつ長大な体軀は超大型級、まさに『階層主』に匹敵ひってきするものだった。

　全高五Ｍメドル、全長は一〇Ｍメドルを超えようかという大蛇のモンスター。

　その圧倒的な長駆を前に、僕の思考に一瞬の空白が生まれる。

　これだけの威容を誇るにもかかわらず、目の前のモンスターの情報が出てこなかった。名称と思しき単語を発したリューさんの呻き声を聞いても一緒。

『下層』への『遠征』のために、あれだけエイナさんのもとでモンスターの知識を叩き込んだというのに──。

「────ぁ」

　けれど、間もなく。

　頭のずっと奥、記憶の底にあった情報を摑み取った瞬間、僕は息を止めてしまった。

「まさか……!?」
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「ウラノス」

　握っている球状の水晶に向かって、その黒衣の人物は語りかけた。

「貴方の読み通り、モンスターの保管庫を発見した」

『異端児ゼノスは囚われているか？』

「いや、いない。通常のモンスターだけだ」

　老神ウラノスの右腕であり、八百年の時を生きる『賢者』の成れの果て、フェルズである。

　特定勢力による人造迷宮クノッソス攻略にあたって極秘に侵入を果たしていた魔術師メイジは、魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』に向かって報告をしていた。

「やはり『異端児ゼノス』以外にも、ダンジョンで捕獲したモンスターを運んでいたようだ」

『数は？』

「数え切れない、とだけ言っておこう」

　冷然とした石の広間には大きさの異なる黒檻が散乱していた。内部には様々なモンスターが捕獲されている。黄緑色おうりょくしょくの体皮を持つ植物系のモンスター、群れごと鹵獲ろかくされている大型級、無数の牙きばの間から唾液を垂らす竜種……何か魔道具マジックアイテムでも用いているのか鎮静状態で、フェルズがいくら近付いても鈍い反応しか返ってこない。

　片手に持つ魔石灯で一つ一つ照らす魔術師メイジは、既に生身の肉体を失っているにもかかわらず薄ら寒い感覚を覚えた。

『リド達はそこにいるのか？』

「彼等とは別行動中だ。異端児ゼノスの中には同じように囚われていた者もいる。同胞ではないとはいえ見て気持ちいいものではないだろうという判断と……あとは敵の攻勢が激しい」

『処理は可能か？』

「正直難しい。数もさることながら、厄介なモンスターも多く紛れている」

　雑に投げ出されていた怪物の名簿リストを見つけ目を通すフェルズは端的な意見を伝えた。

『中層』から『下層』まで、およそ手強いと呼べるモンスターが揃そろえられている。どうやら【イケロス・ファミリア】を始め、『悪』の残党どもは何やら実験を繰り返していたらしい、と文献を読みながら察する。

　そして、広間の最奥にある巨大な檻おりの前で立ち止まる。

「それにしても、まさか……」

　黒衣の奥から、フェルズは呻くように呟いた。

「深層のモンスターまで、運び出していたとは……」

　眼前には、柵が内からひしゃげた巨大な檻が二つ、存在していた。

















「ははははははははははははははははははっ!!」

　男の笑声が広間ルームに反響する。

　僕とリューさんが並んで見つめる先、巨大な蛇のモンスターは尖とがった牙きばから大粒の粘液を滴らせる。

　巨蛇のモンスター『ラムトン』。

　稀少種レアモンスターに属する深層出身のモンスター。その頭部は先端に向かうにつれて尖っており、上下に開く大顎あごは大型級オークも丸呑のみできそうなほどの大きさを持つ。口の両側には他ほかのモンスターには見られない器官、九つの孔あなが空いていた。

　一番目を引くのは顔面部の下に取り付けられた人工の首輪サークルで、まるで調教師テイマーの飼物かいぶつだと示すかのように赤い宝石が光っている。

　体皮の色は深い青色。

　琥珀こはくに輝く眼球が頻しきりにぎょろぎょろと蠢うごめき、僕とリューさんを睨ねめつける。

「『深層』のモンスターを、どうやって下層ここに……!?」

　遥はるか深層域の怪物が『水の迷都みやこ』に出現するという特級の『異常事態イレギュラー』。

　信じられない状況に僕が動揺していると、猫人キャットピープルの男は嘲笑あざわらうように口角を歪ゆがめた。

「人造迷宮クノッソスから連れてきたんだよ。あそこの連中が捕獲してあったモンスター、その内の一匹だ、そいつは。気味の悪わりぃ『喋しゃべるモンスター』やイケロスの奴やつ等と関わりがあったお前にはわかんだろ、この意味が」

「……！」

『異端児ゼノス』と【イケロス・ファミリア】の事件に巻き込まれた僕のことにも精通しているように、声を飛ばしてくる。確かにあの人造の魔宮が関わっているなら背景は理解できる。

　だとしてもこんな巨大なモンスター、どうやったって冒険者の目につくに決まってる。

　今日まで冒険者の間で目撃情報はおろか、噂うわさすら出回っていないのはおかしい！

　そんな僕の心の叫びが視線に滲にじみ出ていたのか、男は愉快げな姿勢を崩さず言葉を続けてきた。

「聞いたことねぇか、【白兎の脚ラビット・フット】？　数あるモンスターの中でも『ワーム・ウェール』にしかない習性を」

「……！」

「『ラムトン』っていうのは、冒険者の二つ名と同じだぜ」

　──そうだ。

　遠征前、エイナさんの座学の中で念のために『深層』にまで手を伸ばしていた図鑑の項目、調べておいた深層域のモンスターの情報を漁あさり返す。

　本来、『ラムトン』とは冒険者達がつけた渾名あだな。

　正式名称は『大蛇の井戸ワーム・ウェール』。

　その名の謂いわれを思い出してはっとする僕の横で、リューさんが眉目びもくを歪めて言った。

「『ラムトン』は地中を穿孔せんこうし、階層間を移動する……！」




「階層を移動するモンスター!?」

　アイシャの説明に、ヴェルフは状況も忘れて叫び返していた。

「ああ、『凶兆ラムトン』なんて大仰な渾名で呼ばれてる所以ゆえんさ」

　25階層の通路。下部の階層にいるベルと同じく『ワーム・ウェール』と対峙たいじするリリ達の中で、アイシャは余裕を失った笑みを浮かべる。

『凶兆ラムトン』と呼ばれるこの『大蛇の井戸ワーム・ウェール』が棲息するのは37階層。

　冒険者達に恐れられるその能力は、その字の通り、階層間を穿孔して井戸のごとく縦穴を作り上げ、上部の階層に出現することだ。

「下部の階層のモンスターが、上の階層に進出してくるなんて……!?」

　それは『大蛇の井戸ワーム・ウェール』にとって『異常事態イレギュラー』ではなく、ただの『習性』。

　層域の規則ルールを無視し、階層間を自由に行き来する。それがどれほど恐ろしいことか理解できる冒険者の命ミコトや千草チグサ達は蒼白そうはくとなった。

　想像の埒らち外にいる怪物モンスターとのまさかの遭遇に、リリも軋きしむような声を出す。

「では、あのモンスターの力は……！」

　管理機関ギルドが定める潜在能力ポテンシャルは──Ｌｖ．４。

　稀まれに『下層』に現れては冒険者達に全滅必至の結末を言い渡す、『凶兆ラムトン』である。

「ふざけろッ!!」

　大刀を構えるヴェルフが吐き捨てるように吠ほえる。

　紅くれないの鞭ウィップを持つタークに操あやつられ、唸うなり声をあげる『ワーム・ウェール』がゆっくりと突撃の体勢を取る。

　パーティに緊張が走る中、アイシャは叫んだ。

「間違ってもあのモンスターに取り付くんじゃないよ！　別の階層に連れていかれるからね！」

　まぁその前に、地中に引きずり込まれたら最後、岩盤とモンスターの巨体に巻き込まれて挽肉ミンチになるだろうが───とはアイシャは言わなかった。

　とどのつまり、あの巨体に捕まった時点で終わりなのだ。

「やれぇ、『ラムトン』！」

　狼人ウェアウルフのタークが鞭むちで高らかに地面を叩たたく。

　巨蛇のモンスターは唸り声を上げ、一気に飛びかかってきた。




『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「くっっ!?」

　頭から突っ込んでくる『ワーム・ウェール』を、大きく回避する。

　高さ二〇Ｍメドル、幅は五〇Ｍメドルはあるこの特大の広間ルームの中で、端の壁まであっさりと届いて体当たりしてしまうモンスターに僕は戦おののいた。

　蛇行する長軀ちょうくによって削り取られた床の水晶や群晶クラスターの塊が破片となって飛び散り、荒ぶる水流が波さえ起こして、それをもろに被かぶってしまう。

　頭からずぶ濡ぬれになる僕は、それでも視界の奥で蠢くモンスターから目が外せない。

「27階層のモンスターとは、能力ちからの桁けたが違い過ぎる……！」

『ワーム・ウェール』は棲息地である37階層を起点に上部階層へ神出鬼没に出現する。逆に棲息地より下部の階層に降りることはない。下に行けば行くほど強い個体モンスターが出現する迷宮ダンジョンという地下世界の中で次層に向かうのは自殺行為に等しいからだ。

　階層に釣り合わない潜在能力ポテンシャルをもって現れるそのモンスターに、多くの上級冒険者パーティが全滅したと聞く。『深層』に棲息しながら、下層域を探索する冒険者に最も恐れられるのが『ワーム・ウェール』だという話もあった筈はずである。

　地面を穿孔する独自の音は『災い』の前触れ。

　まさに『凶兆』を告げるモンスターだ。

（けど、それを差し引いたって、『水の迷都みやこ』にまで『ワーム・ウェール』が現れたなんて前例がない!!）

　彼かのモンスターの出現が確認された階層は最高で29階層。10階層分もの岩盤を掘ってくることはありえないと、エイナさんも言っていたというのに。

　もう全て合点がいった。

　ボールスさん達と見つけたあの『大穴』の正体は、このモンスターだ！

　この『大蛇の井戸ワーム・ウェール』──『凶兆ラムトン』が階層を移動していた軌跡！

「跳べ、『ラムトン』！」

　調教師テイマーである猫人キャットピープルの男が鞭を地に叩きつけた瞬間。

『ラムトン』は咆哮ほうこうを上げ、発進から一気に宙へ飛びあがった。

「なっ──」

　高さ一〇Ｍメドル以上の頭上で描かれる、大蛇のアーチ。

　濃紺のうこんに光る体皮、空中を泳ぐ長軀。怪物モンスターといえどその圧倒的な光景に目が奪われ、時の流れさえ緩慢になる最中さなか、脳裏では本能が凄すさまじい警告を放っていた。

　体軀にひねりを加え、ゆっくりと、脅威の塊が重力に引かれる。

　天井てんじょうの白水晶あかりを遮断しゃだんする黒い影。僕のいる場所だけが暗くなる。

　愕然がくぜんと仰ぐ真上から、大蛇の巨体が、回転しながら落下してきた。

「避けなさい、クラネルさん！」

　リューさんの叫びに背中を突き飛ばされながら、全力の回避を行う。

『────────────────────ッッ!!』

　広間ルーム、いや迷宮全体を轟然ごうぜんと震わして、『ラムトン』は僕が一秒前まで立っていた地面を爆砕した。

　衝撃に吹き飛ばされる中で、その光景が視界を掠かすめる。

　長軀を回転しながら岩盤を抉えぐり、穿孔していく大蛇のモンスター。

　僕の体が水晶の上を跳ねている間に、長大な体軀が全て地面に吸い込まれてしまう。

　転がる反動を利用して素早く立ち上がり、何とか体勢を立て直すも、『大穴』ができ上がっている広間ルームを見て血の気が引いた。

「っ……!?」

「……！」

　僕とリューさんは地面に対し、武器を構えた。

　足もとから伝わる絶え間ない震動。大蛇のモンスターが地中を掘り進み、獲物ぼくたちを丸呑みにしようとしている。

　どこだ、どこから出てくる？

　陸おかか──それとも水流の中から!?

「外れだァ！」

　地面したを警戒している僕達に、猫人キャットピープルの男は嗤わらう。

　次の瞬間、粉砕音を上げて巨軀が現れたのは側面。

　広間ルームの西方、リューさんに近い壁面から水晶の破片が飛び、大顎を開く『ラムトン』が急襲を仕掛けた。

「リューさん!?」

「っっ!?」

　迫りくる大蛇にリューさんは神がかった反応を見せる。

　遅れた初動を取り戻すように地を蹴けり、ロングケープを翻ひるがえして自ら宙へ。モンスターの長軀が視界の下を瞬く間に一過する中、空中へ緊急回避して見事にやり過ごした。

　僕の側に着地した彼女と一緒に、広間ルームの中央地帯に激突するモンスターを見据える。

「『ラムトン』って、あんな出鱈目でたらめなんですか……!?」

「稀少種レアモンスターなので私も一度しか遭遇そうぐうしたことがありません。ですので、はっきりとは言えませんが……」

　ここまで大きいモンスターを相手にしたのは、階層主ゴライアス以外では初めてだろう。

　呼吸を乱す僕に、木刀を構えるリューさんも言葉を濁す。

　攻撃方法も、規模スケールも出鱈目。


　これが『深層』のモンスター……！



「もう終わりかぁ、リオン！　【白兎の脚ラビット・フット】と仲良くコイツの腹に収まっちまうぞ!?」

　猫人キャットピープルの男が高らかに笑い声をぶつけてくる。

　そんな相手に対し、リューさんは僕の肩に顔を寄せた。

「敵の曲芸サーカスに付き合う必要はありません」

　はっとした僕は、すぐに頷うなずいていた。

　打ち合わせにも満たない僅わずかな言葉を交わし、間もなく走り出す。

　僕とリューさん、平行になって移動。

　雄叫おたけびを上げてくる『ラムトン』に、僕は右手を突き出した。

「【ファイアボルト】！」

　駆け抜ける炎雷が敵の顔面、口端に空いた九つの孔の一つに着弾する。

『魔法』での威嚇いかく。勿論もちろん、超大型級である相手に碌ろくな損傷ダメージは入らない。

　けれど血走った三対の複眼が、僕を照準した。

　──釣れた！

　怒りの叫喚きょうかんを上げて向かってくる巨体に汗を流しながらも、拳こぶしを作る。

　調教師テイマーと戦うのはこれが初めてだけど、操られたモンスターではなく調教師テイマー自身を狙ねらうのが得策というのは僕でもわかる。調教テイムという技術を養わなければならない以上、調教師テイマーは往々にして純粋な冒険者より能力ちからが劣る筈だ。

　調教テイムモンスターを遠ざけ、丸裸になった調教師テイマーを叩く。

　今回の作戦で言うなら調教師テイマーを貫く『槍やり』がリューさんで、モンスターを引きつける僕が『餌えさ』。

『ラムトン』の注意が僕に向いた隙すきに、リューさんは加速した。

　大地を滑空する隼はやぶさのごとく超前傾姿勢で疾駆する。

　長駆と地面ぎりぎりの間隙を通り抜け、モンスターが道を阻んでいた調教師テイマーのもとへ。

「ジュラ！」

「ひっ!?」

　疾呼するリューさんに、猫人キャットピープルの男は情けない声を漏もらす。

　だが顔を引きつらせながらも、笑みを描き、隻腕せきわんが持つ鞭を地に振り下ろした。

『!!』

「なっ!?」

　注意を引きつけていた筈の『ラムトン』がぐるんっ！　と首を巡らせた。

　驚く僕の前で急激な方向転換を行った大蛇のモンスターは、リューさんの背に突撃する。

「リューさん！」

「!?」

　あと僅かのところで調教師テイマーに木刀が届こうかという寸前、襲いかかってくるモンスターにリューさんは離脱を余儀なくされた。

　間一髪大蛇の牙を躱かわす彼女の前で、男が笑みを歪ませる。

『ラムトン』は主テイマーを傷つけることなく周囲をぐるりと旋回し、まるで彼を守るようにとぐろを巻いた。


「はッ、はははっ……！　まぁ調教師おれを狙うよなぁ、そりゃあ！　だが対策してねえとでも思ったかよぉ！」




「ッ……！」



「この手の動きは、しつこいくらいに刷り込んでるぜ？」

　男は未いまだ引きつった笑みで、唇を嚙かむリューさんに豪語してみせる。

　一方で僕は驚愕きょうがくをあらわにしていた。

　僕は調教師テイマーという職業や技術に精通していない。【ガネーシャ・ファミリア】の怪物祭モンスターフィリアすら見たことがないし、どれだけ『調教テイム』が万能なのかはちっともわからない。

　けれど……こうまで調教テイムモンスターが正確な動きをするなんて！

　エイナさんに教えてもらった知識に過ぎないけれど、怪物モンスターへの『調教テイム』とは本来『従わせる』ことではなく『逆らえなくする』ことだ。

　調教師テイマーとの力量関係を悟らせて屈服させる、言うならば隷属れいぞくの技術。

　証拠に調教テイム済みのモンスターでも調教師テイマー以外の人間は襲われるし、複雑な命令を覚えさせることは非常に困難だとも聞いた。

　にもかかわらず、あの男はモンスターを自分の手足のように操ったのだ。

「リューさん……あの人、そんなにすごい調教師テイマーなんですか？」

「いや……確かに腕はいい方ですが、少なくとも【ガネーシャ・ファミリア】の調教師テイマーよりは劣っていた。私が知る五年前のジュラ・ハルマーは」

　派閥間で因縁があり、宿敵でもあるリューさんも男が【ガネーシャ・ファミリア】以上にモンスターを使役できると思っていなかったのか、驚きを隠せないようだった。

　調教師テイマーの男は、滑ぬめった大蛇の表皮を愛おしそうに撫なでてみせる。

「あぁ、くそぉ……どうにでもなるとわかっていても……やっぱり怖ぇなぁ！　リオンッ、この忌々いまいましい【疾風しっぷう】め！」

　と、男は震えている声を隠さずに張り上げた。

「見ろよ、この震えてる手！　ブルっちまってる!!　俺おれを一度はブッ殺したてめぇが、おっかなくてしょうがねえ！」

　僕はそこで気づいた。

　さっきから男が浮かべている引きつった笑みは、無理矢理浮かべているものだと。

「思い出すぜ、リオン！　いや忘れられねえ、忘れられるわけがねえ！」

「……」

「襲撃されたホームの中、血の海の中で暴れ回るてめえの姿が、未だに瞼まぶたの裏から離れねぇんだ！　今でも夢に見るっ、毎日だっ、今日まで碌に寝れた試しがねえ！　信じられるか!?　この五年の間、ずっとだ!!」

「っ……!?」

「俺はあの時、折り重なった仲間の死体の中で、朦朧もうろうとしながら必死に息を殺してた！　お前の化物みたいな雄叫びを聞きながら、ホームごと『魔法』で吹っ飛ばされるその時までな！　……生き延びたのが不思議なくらいだったぜ」

　感情を吐露する男に、リューさんは黙りこくり、僕は狼狽ろうばいする。

　落ち窪くぼんだ眼球を見開く男の様は病的な感情が垣間見かいまみえるほどだった。失った右腕はおろか、左腕までもが【疾風】の存在に過剰に反応し、痙攣けいれんしている。

　僕はようやくわかった。

『自作自演』、『破壊工作』をもって僕やボールスさん達を欺く際、男の怯おびえていた振りは終始『演技』ではなかったのだと。僕があの人の恐怖を疑えなかったのは、それが『本物』だったからだ。

　彼にとって、リューさんは心傷トラウマの象徴なのだ。

　己おのれの腕を断ち、耳を削そぎ、死ぬ寸前まで追い詰めた【疾風】を、誰だれよりも恐れている。

「俺はお前と対峙するとちびっちまう、話にならねぇ──だから！　まともに戦えねえ俺の代わりに、モンスターにやってもらうんだよぉ！　俺より強くて、とんでもねぇ、可愛かわいい可愛い下僕ペットになぁ！」

　恐怖を克服できなかった調教師は震えながら鞭を打つ。『ラムトン』が再び僕達へ襲いかかり、牙を剝むいた。

　男の笑い声が響き続ける。僕達は彼の命令に従うモンスターに防戦一方となる。

　攻守にわたる素早い動作、調教師を第一に立ち回る精密な動き。

　それを全て可能にしているのは、恐らく、あの調教師ひとの才能じゃない。

　モンスターに取り付けられている首輪サークル、そしてあの紅の鞭ウィップ──『魔道具マジックアイテム』だ。
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「やれぇ、『ラムトン』！」

　鞭ウィップを鳴らす狼人ウェアウルフ、タークの声を契機に、『ワーム・ウェール』が驀進ばくしんする。

　問答無用のその突撃に、アイシャが選択したのは回避一択であった。

「横の道へ行きな！」

　現在地の手狭な通路を破壊しながら向かってくる質量の塊に、リリ達は間一髪、横手の道へ逃げ込んだ。

　ぞるるるっ！　と音を立てて青白い体皮が通路を一過していく。すぐに響き渡った啼なき声は轢ひき殺したモンスターの悲鳴か。

　生理的嫌悪も含め、春姫ハルヒメ達は顔を真まっ青さおにした。

「こんなの突っ込まれるだけで……！」

「全滅するぞ！」

　通路口にも亀裂を刻む敵の突撃を見てヴェルフと桜花オウカは叫んだ。

　間もなく引き返してきた『ラムトン』が、浮足立つ冒険者達を追撃する。

「ここじゃあまともに戦えやしない！　お前達、ずらかるよ！」

　現在地では超大型級とやり合うには断然不利。【イシュタル・ファミリア】の遠征先──『深層』で戦い続けていた悍婦かんぷはすぐさま見切りをつけ、逃げに徹した。

「チビスケ、『畑』を探しな！」

「『畑』!?　何のことですか!?」

「25階層にある袋小路の広間ルームだ！　そこに水流が流れてなきゃ必ず『畑』がある！　私達をそこに連れてけ！」

　血相を変えながら叫び返すリリに、地図マップから目的地を探し出すよう命じるアイシャ。

　命ミコトと千草チグサが射る矢、ダフネが放つ短剣型の『魔剣』、度重なる射撃を繰り返し何とか『ラムトン』の動きを鈍らせながら、パーティは最大速度で激走する。

「おい、敵が追いかけてこないぞ！　いや、消えた!?」

「いえヴェルフ殿……います！」

「地中にもぐられた！　下から──いや横だ!!　躱しな！」

　背後を振り返るヴェルフに、【八咫黒鳥スキル】を発動する命ミコトが警戒を呼びかけ、震動を察知するアイシャがあらん限りに叫ぶ。

　秒を待たず、パーティ側面の壁面をブチ抜いて『ラムトン』が突撃を仕掛けてきた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「ひゃあああああああああああああああああああ!?」

「無茶苦茶よ、こんなの！」

「『深層』にはこんなモンスターがごろごろいるのか!?」

　間一髪回避したパーティの中で、春姫ハルヒメの悲鳴が、ダフネの自棄になった叫びが、桜花オウカの戦慄せんりつの声が散る。今やお荷物と化している狐人ルナールの少女にバックパックを捨てさせ、彼女を右肩に背負うアイシャは、追ってくるモンスターを顧みながら舌打ちを放った。

（これであの冒険者どもは完璧かんぺきに追えなくなった。ベル・クラネルに頼まれてたってのに、立つ瀬がないよ！）

　心中で己を罵ののしりつつ、ただ一人の第二級冒険者は状況を打開しようと思索する。

「ふっ、ふふふふっ……!?　すげえぜ、この魔道具マジックアイテム！　『深層』のモンスターでも言うことを聞かせられるなんて……闇派閥イヴィルス様々だぜ！」

　他方、アイシャ達が逃げ出した通路の中で、狼人ウェアウルフのタークは歓喜に満ちていた。

　先端に宝玉が取り付けられた紅の鞭ウィップを見下ろして、偽りの全能感に酔いしれる。

　鞭の正体は、人造迷宮クノッソスにひそむ『悪』の残党が作り出した魔道具マジックアイテムだった。

　それは狩猟者ハンター達【イケロス・ファミリア】が金策のため、『異端児ゼノス』を始めとするモンスターを密輸する際、買い取り主が満足する『安全な品』を作り出すため考案された『神秘』の結晶──いや『呪のろい』の塊だった。

　力不足の調教師テイマーでも、そもそも調教師テイマーの能力がなくとも、モンスターに首輪をはめることで隷属させることができる禁断の魔道具マジックアイテム。

　その凄まじい効力故ゆえに量産には至らなかった『悪』の財産を、ジュラは今回の人造迷宮クノッソスの事件に乗じて全て持ち出していたのだ。

「ジュラの『計画』を聞いた時は頭を疑ったが……いける、これならいけるぜ！」

【ルドラ・ファミリア】の唯一の生き残りである猫人キャットピープルのもとで甘い蜜を啜すすってきた狼人ウェアウルフの青年──本来は『悪』との接点などなかった小悪党の一人──は、その魔道具マジックアイテムの効果を見せられて忠誠を誓った。

　ジュラの宿敵である【疾風】を嵌はめることはもとより、彼の『計画』を必ず完遂させようと。

「今のうちに行くぞ！　ジュラの命令通り動け！」

　バックパックを抱える他の同志達が頷く。

『ラムトン』を置き土産に残し、ターク達はその場を離脱した。

「春姫ハルヒメ、『階位昇華レベル・ブースト』だ！　詠唱を始めな！」

「コ、九尾ココノエでございますか？　命ミコト様達全員ぜんいんをっ？」

「二本だけでいい！　今お前にブッ倒れられたら後で響く！　【不冷イグニス】と【武神男児マスラタケオ】、前衛のＬｖ．を上げろ！」

　アイシャ達はリリの指示によって袋小路の広間ルームに辿たどり着いていた。

　ヴェルフと桜花オウカ、二人の二つ名を叫ぶ彼女は矢継ぎ早に指示を飛ばす。

　深層域の探索経験を唯一持つ彼女はリリとダフネに口出しさせなかった。指揮官の配置ポジションとは違うところでパーティ全体の均衡バランスを常に見極めている彼女が声を荒らげるほど、今の状況は逼迫ひっぱくしている。

「前の『強化種』といい……あんた達といると退屈しないで済むよ」

「戦闘娼婦バーベラにそんなこと言われるなんて、夢にも思わなかったな」

「ああ、心外……いや、光栄なのか？」

　愚痴交じりに唇を笑みの形に変えながら、アイシャは大朴刀だいぼくとうを構えた。

『階位昇華レベル・ブースト』の光粒に包まれたヴェルフと桜花オウカが軽口を叩きながら、大刀と斧おの、大盾を持って彼女の両隣に立つ。

　前衛に力を集め、『深層』のモンスターと相対した。

「……これが、【厄災】なの？」

「カサンドラ、ぼけっとしてるんじゃない！」

　予言の少女が呆然ぼうぜんとする中、戦いの幕が開く。

『──────────────────────ッッ!!』

　首に取り付けられた特製の首輪サークルが共鳴するように光を放ち、大蛇のモンスター『ラムトン』は打ち震えた。
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「面倒だったんだぜ、コイツをこの階層に運ぶのは」

　地面を跳ねる鞭に反応し、長軀をうねらせる『ラムトン』の猛攻を、僕とリューさんは必死に凌しのぐ。

「いくらコイツが孔あなを掘って移動できると言っても、なにせこの図体ずうたいだ、見つかる時は見つかっちまう。バレた側から、見た冒険者どもを丸呑みにしてやらなきゃいけなかった」

「……！」

「人造迷宮クノッソスから出すのが、一番苦労したぜ」

　あっさりと人を殺したと告げるその言葉に拳を握り締めていると、男は僕に一瞥いちべつを投げた。

「【白兎の脚ラビット・フット】、お前がイケロスの連中とやり合った後、俺は人造迷宮クノッソスに見切りをつけたんだ。お前のせいで、いやディックスの野郎がしくじった時点で、身を隠していた住処アジトにギルドの手が入ると思ったからなぁ！」

　案の定その通りになった！　と男は叫びを浴びせてくる。

「必死に息をひそめていた隠れ家がなくなるなら、俺達にもう安全は保証されねえ……あの時から『計画』を進め始めたんだ」

　衝撃の余波に殴り飛ばされた僕は、着地と同時に振り返り、咄嗟とっさに聞き返していた。

「あの時!?」

「そうさ、リオンに追いかけられながら、昨日今日でモンスターを連れていけるわけないだろう？　まずこの階層に二匹の『ラムトン』を隠した」

「なっ……」

「水流の中でじっとさせてりゃあ他の冒険者にバレることはねえからな。ああ、そうだ、下手を打てばターク達が他の冒険者を襲わせてるかもしれねえぞ？　あいつ等にも『鞭』を持たせてるからな」


「っ……！」



　こちらの心を揺さぶりながら、男は言葉を続ける。

「そして二日前、いよいよ派閥ファミリアの連合が人造迷宮クノッソスに押し寄せてきた時、『計画』を前倒して他の連中と出ようとしたところに……居合わせていたリオンに見つかっちまったってわけだ」

　そのまま、心底憎たらしそうにリューさんを睨にらみつけた。

「追いかけてくるその女を何とかするために、俺はジャンとタークを使った。この階層に先行する俺達をリオンは必ず追ってくる。その間に街リヴィラの連中を焚たき付けて、何とか足止めしろってな」

　リューさんを一旦いったんまいて人造迷宮クノッソスから18階層に逃げ出した際、二人の手下をまず街リヴィラに向かわせたと、そういうことだろう。

　その内の一人は追いかけてきたリューさんに捕まり、尋問を受け、彼女は急ぎ27階層へ。

　そして彼女に気付かれず難を逃れたあのタークという狼人ウェアウルフは……尋問された仲間を利用したのだろう。【疾風】の仕業に見せかけるよう、倒れていた仲間を殺害し、街リヴィラにいる僕やボールスさんに報しらせにきたのだ。

　そして男の指示通り、【疾風】の討伐隊が作られるよう誘導した。

　憶測に過ぎない自分の想像に気分が悪くなってくる。

　でもきっと、間違っていない。

「27階層まで一緒に来た奴等は、リオン、お前避けの囮おとりに使おうと思ってたんだよぉ！　街リヴィラの連中がようやく来たところで、爆発でまとめて吹っ飛ばしたんだがなぁ！」

「……！」

　街リヴィラの住人を味方につけ、【疾風】への警戒心を稼ぐために、犠牲にした。

　はっきりとそうのたまう相手に、リューさんの顔が怒りに染まる。

　手段を択えらばない相手に僕も恐ろしさと、嫌悪感を覚えた。

　けれど……なんで今更になって事件の顚末てんまつを語るんだ？

　余裕の表れ？　それとも僕達の心を乱すため？　あるいは……時間稼ぎ？

　僕が当惑を覚えていると、頭上から落ちてきた尾が一際ひときわ強い衝撃を伴って地面を破壊した。

「くっ!?」

　大きく飛び退いて、距離を取る。

　切れかかっている息を整えていると、リューさんも僕の隣に着地した。

「やはりジュラは、このモンスターに『魔石』を摂取させていたようだ。『強化』されている」

「……！」

　その言葉に僕は長期戦を覚悟した。

　敵はあれだけの巨体だ、体内に埋まってる『魔石』を狙うのはほぼ不可能。一か八かの一撃必殺は通用しない。多大な精神力マインドを犠牲に『魔法』を放ち、均衡を崩すのが真っ当な戦術だろう。

　全てを吹き飛ばす体当たりの前では壁役ウォールを買って出ても機能しない……『並行詠唱』と『並行蓄力チャージ』を進めて二人とも砲台になる？　けれど、そんなあからさまな作戦をあの調教師テイマーが許すだろうか……？

　これまでの経験を生かして最善の作戦を捻ひねり出そうとする。

　しかし、リューさんが次に口にしたのは、驚くべき内容だった。

「ですが、奴の命令とモンスターの動きは、もうわかった」

　調教師テイマーが刷り込ませた攻撃類型パターン──『鞭』の動きと連動する『ラムトン』の動作──を全て把握したと告げる彼女に、僕は瞠目どうもくする。

　もうわかったって……これだけの時間で!?

「あの首輪マジックアイテムを破壊してもいいですが、束縛から解き放たれ、暴れられても後が面倒だ。力ずくで無力化します」

「え、あっ、はい！　で、でも、どうやって……」

「私の『魔法』はジュラに警戒されている。だから、得物これで仕留める」

　慌あわてる僕を他所よそに、リューさんはすっと木刀に指を這はわせる。

「クラネルさん、貴方は陽動を。私が仕留めます」

「わ、わかりました！」

「唯一、地中に穿孔されるのが厄介やっかいです。潜る素振りを見せたら貴方の速攻魔法まほうで阻害してください。貴方を信じています」

　圧倒的なモンスターを前に、歴戦の上級冒険者ははっきりと断言した。

「『ラムトン』とは一度戦ったことがある──負ける道理はない」

　ギルドに登録されているリューさんの──いや【アストレア・ファミリア】の階層到達記録レコードは41階層。彼女は深層域で戦いを繰り広げていた本物の強者だ。

　観察力と洞察力、淀よどみなく作戦を発案し提案する利発さ、何より決断と実行に伴う覚悟。

　やはり冒険者としての『格』はまだまだこの人には敵わないと、そう思ってしまった。

「すぐに片付けて、仇ジュラを捕える」

　未だ燃え盛る瞋恚しんいの炎を胸に、妖精は疾風の矢となった。

「っ!!」

　同時、僕も逆方向に駆け出す。

　モンスターの複眼がぎょろぎょろと蠢いて左右に散った獲物をそれぞれ捕捉する。

　僕は再び注意を引き付けるべく攻撃を加え、最大限に『敏捷あし』を利用して攪乱かくらんした。

「はあッ！」

『ゲァッッ!?』

　その隙にリューさんは敢然かんぜんと敵の懐ふところへ飛び込んでいく。

　動きを見切ったという言葉通り、モンスターの長軀による反撃を全てぎりぎりのところで躱し、突撃の勢いを上乗せした木刀を見舞っていく。吹き飛ぶ鱗うろこに、ボロボロになっていく表皮。まるで大鉄鎚を叩き込んでいるような衝撃と鼓膜を滑り抜ける快音が発生していった。

　一方、僕は左手に装備していた《白幻はくげん》を鞘さやに戻す。

　空いた手を伸ばすのは左脚。

　そっと強化レッグホルスターに収まってある道具アイテムを確認する。

　高等回復薬ハイ・ポーションに精神力回復薬マジック・ポーション、解毒薬、それに虎の子の高等二属性回復薬ハイ・デュアルポーションが二本。

　──出し惜しみはなしだ。

　僕は意を決して鐘チャイムの音を鳴らし始めた。

【英雄願望アルゴノゥト】。

　左手に集束する純白の光粒、開始される並行蓄力チャージ。

　これだけの大型級を仕留めるには、二分以上の蓄力チャージが必要だろう。

　でも僕の今の仕事は撃滅じゃない。

　引き続き、あの人の援護！

「ちッ、もぐれ！　『ラムトン』！」

　リューさん単独による波状攻撃に大蛇が苦しむのを見かねて、調教師テイマーの『鞭』が跳ねる。

　予想取りの命令。

　僕はすかさず左手を突き出した。

　二十秒分の蓄力チャージ。

　地面に飛び込もうとする敵頭部目がけて、砲声する。

「【ファイアボルト】！」

　白い光粒を纏まとう大炎雷が、水晶の地と『ラムトン』の間に炸裂さくれつする。

『オオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　爆発に吹き飛ばされ、大蛇のモンスターがのたうち回る。

　地面への穿孔が失敗して、悶もだえ苦しむその隙を見逃さず、リューさんは加速を図った。

「なっ!?」

　正面、左斜め、真横、再び斜め。

　突撃をしては切り返し、疾走からの一撃を連鎖させるリューさんに、僕と猫人キャットピープルの男は目を見張った。速度は落ちるどころか上昇し、残像が見えるほどに達している。

　超高速の一撃離脱ヒットアンドアウェイ。頭上から俯瞰ふかんすればそれはきっと、あたかも五芒星ごぼうせいの中心にモンスターを閉じ込める疾風の軌跡に見えただろう。

　連撃に次ぐ連撃が、切れ間なく続く木刀の痛打が、敵の巨体を地面から浮かしていく。

　間違いない──上昇する速度に乗じて威力も上がってる！

「はぁああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　木刀を縁取るその碧あおい閃光は必殺スキルの光か。

　リューさんは止とどめの袈裟斬けさぎりをモンスターに叩き込み、その巨体を壁面へと叩きつけた。

『────────────────────────────ッッッ!?』

　僕の目がかっ開き、男の瞳ひとみがぶり返したように恐怖に染まる。

　超大型級の巨軀を……吹き飛ばした？

　頭上に苦悶の叫喚を打ち上げ、痙攣していたモンスターは、がくりと鎌首を落とす。

　崩れる水晶塊に埋まる大蛇の長軀。

　息絶えたのか、気絶したのか、超大型級を得物で殴り飛ばした【疾風】の技に、僕は喝采よりも啞然あぜんとした思いが勝ってしまった。

　それは、立ちつくす猫人キャットピープルの男も一緒だろう。

「ジュラ、あとはお前だけ……終わりだ」

　木刀を振り鳴らし、静寂に包まれる広間ルームを横断して、リューさんは男の前に歩む。正気を取り戻す僕も後に続いた。高等二属性回復薬ハイ・デュアルポーションを素早く補給し、彼女の隣に並ぶ。

　仲間も、調教テイムしたモンスターもいない。

　心傷トラウマを持つ彼はリューさんに太刀打ちできない。

　彼女の言うとおり、これで終わりだ。

　鋭い眼差まなざしを向けるエルフに、残った左手を震わせる男はうつむく。

　そして。

　前髪で目もとを隠した男は──ゆっくりと口角を吊つり上げた。
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「前衛、踏ん張りな！　あと一つだ！」

　アイシャの声が飛ぶ。

　ヴェルフと桜花オウカがあらん限りに歯を嚙み締めながら、大盾を斜めにずらしモンスターの突撃軌道をずらすことに成功した。それだけで二人の全身は軋み、傷口から血が噴出するが、『階位昇華レベル・ブースト』の光粒に包まれる手足は決して崩れ落ちない。『白剛石ヴァルマーズ』で作られた盾も耐え凌いでみせる。そこへすかさず浴びせかけられるのは、治療師カサンドラの回復魔法。

　いくら必殺の体当たりを繰り出しても、凄まじい度胸と単純シンプルかつ繊細な『技』で戦線を保つ前衛壁役ウォールに、『ラムトン』は戸惑いの雄叫びを上げた。

　その口の周りに刺さっているのは、矢を始めとした射撃武器。

　口上側の左右に九つずつ、都合十八の『孔』。

　そこを中心に鏃やじりや苦無くない、更には大朴刀による傷が刻み込まれていた。

『ワーム・ウェール』は優秀な熱感知の器官を持つ。

　それが口の上に並ぶ孔ピットだ。

　地中にもぐりながら正確に冒険者を狙えるのもこの孔ピットが理由である。『魔石』の反応から同族モンスターも区別できるそれは、『魔法』や『魔剣』の発動も敏感に感じ取り、モンスターの長軀を地中へ逃がしてしまうのだから始末に負えない。現に何度も地中へもぐられリリ達は『魔剣』の砲撃をし損じている。発動及び初速が『速攻の魔法』でもなければ、的確に命中させることは難しいだろう。

　だからアイシャはまず、孔それを狙った。

　ヴェルフと桜花オウカが文字通り体を張って敵の攻撃を食い止め、注意を引き付けているうちに、命ミコト達中衛と連携して孔ピットを壊す。

　リリの誘導ナビで辿り着いたのは袋小路かつ、大小の水晶柱が林立するまさに『水晶の畑』となった広間ルーム。ダンジョンの穿孔が可能な『ラムトン』に障害物の概念はないが、巨大な水晶の畑によってその動きを鈍らせることはできる。移動速度が確かに落ちたモンスターに向かって、命ミコト、千草チグサ、リリ、ダフネは射撃の雨を降らせまくった。

　地中に何度も逃げられ、水晶の林を広げていた広間ルームも一部を残して平地と化そうとしている中、残る孔ピットは──あと一つ。

「ぐぅううううううううううう!!」

「今です、千草チグサ殿！」

　桜花オウカ達がモンスターの軌道を逸そらし、既に矢筒が空になった命ミコトが叫ぶ。

　水晶の林にひそんでいた少女は、番つがえていた弓矢を大蛇のモンスターに照準した。

　目もとを隠す前髪から、左眼だけがあらわになる。

　武神タケミカヅチに鍛えられた千草チグサは命ミコトと同じく多能冒険者オールラウンダー。気が弱く、およそ冒険者に相応ふさわしくない彼女が唯一命ミコトに勝てる武器──それは『弓』である。

「必殺必中──」

　武神のおまじないを口ずさみ、千草チグサは集中の糸ごと弦つるを解き放った。

　上級鍛冶師ヴェルフ謹製の矢『黒兎馬こくとば』がうねりをあげ、突き進み、『ラムトン』の最後の孔ピットを寸分違わず貫く。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?』



「でかしたァ！」

　千草チグサに喝采を上げアイシャは防戦から一転、攻勢に打って出る。

『ラムトン』にとって孔ピットを潰つぶされることは『目』が奪われることに等しい。数の利、そして地の利を活かしたアイシャの策だった。全ては精度の高い射撃攻撃をやってのける優秀な中衛組を信頼してのことである。

『ラムトン』はもはや地中へもぐることさえかなわない。もがき苦しみ暴れ回るモンスターを前衛位置で押さえ込みながら、淀みなく『並行詠唱』を完成させ、アマゾネスの悍婦は大きく飛び退くと同時、大朴刀を地に叩きつけた。

「【ヘル・カイオス】！」

　アイシャ渾身こんしんの『魔法』が放たれる。

　大量の精神力マインドを込められた斬撃波は四Ｍメドルを超す巨大な断頭台と化し、驀進する。

　敵の側面から放たれた必殺は紅石の首輪サークルにちょうど決まり、そのまま一過。

　魔道具マジックアイテムごと頭部を輪切りにされた大蛇のモンスター『ラムトン』は、断末魔の叫喚を放てぬまま絶命した。

「よしっ!!」

「『深層』のモンスターに、勝った……！」

「前衛こっちはもう満身まんしん創痍そういだが……やったな」

「桜花オウカっ！　平気っ？」

「やりました、『ドロップアイテム』入手です！」

「ほんとがめついね、リリルカ……」

　深層域の稀少種レアモンスター撃破という快挙にヴェルフが思わず拳を握り、命ミコトも血で汚れた顔を拭ぬぐって破顔する。

　ヴェルフはもとより前衛壁役ウォールとしてモンスターの矢面やおもてに立ち続けた桜花オウカは最も傷を負い、大盾もボロボロだった。そんな彼に千草チグサが回復薬ポーションを持って駆け寄る中、純度の高い『魔石』に加え、『ワーム・ウェールの鋭牙えいが』とその『頭殻とうかく』を収拾したリリが歓喜する。げんなりしてみせるのはダフネだ。

　アイシャも面目躍如めんもくやくじょとばかりに目を瞑つむり、やれやれと一笑をこぼしている。

「カサンドラ様、私わたくしのバックパックは道具アイテムごと捨ててしまったので、皆様に回復魔法を施して頂けないでしょうか？　……う～、何もできず、申し訳ありません……」

　そして一人忸怩じくじたる思いを抱えながら、春姫ハルヒメがパーティ唯一の治療師ヒーラーに助けを求めると、

「……カサンドラ、様？」

　その少女は何も聞こえていないように、立ちつくしていた。

（これが……【厄災】？）

　カサンドラの視線の先には勝利に沸くリリ達、そして既に大量の灰となったモンスターの死骸がある。

（こんなものが？）

『予知夢』で告げられた【厄災】の存在。

　一度はその『深層』のモンスターが『予言』の正体かと思っていたカサンドラだが、それは根底から覆された。

　脅威が足りない。

　恐怖が足りない

　絶望が足りない。

　あっけなさ過ぎる。

【破滅】を名乗るには、あまりにも不相応だ。

「違う……」

　カサンドラは断じた。

　こんなものが『予知夢』の『成就』ではないと。

　むしろこれが『予言』の内容に過ぎなかったなら、どれだけ安堵あんどしたことだろう。

　カサンドラが『夢』で見たアレは、もっと残酷で、救いがなく、禍々まがまがしかった。

（これは【厄災】じゃない……！）

　そう。

　真の絶望は、これから。
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「ひ、ひひっ……ひゃはははははははははははははははははは!?」

　腕を失っている肩が跳ね、口から壊れたように笑い声が溢あふれ出す。

　発作が起こったように体が曲がり、半ばから千切ちぎれている猫の尾が躍った。

　追い詰められた筈の男が見せる狂態に、僕は声を失い、リューさんは目を見開く。

「終わりぃ？　違うぜ、始まりだぁ!!」

　目尻めじりに涙を溜ためながら、男は哄笑こうしょうした。

「どうして俺が『儀式』の場所にここを選んだか……知りたいかぁ、リオン!?」


「なにっ……？」



「この層域はっ、『水の迷都みやこ』は繫つながってる！　『巨蒼の滝グレート・フォール』で貫かれてるこの領域は、一つの階層と同義だ！　損傷ダメージも何もかも共有する！　ダンジョンはそう錯覚する！」

　男のその言葉に、リューさんは雷いかずちに打たれたかのように体を震わせた。

（損傷ダメージ？　共有？　ダンジョンが……錯覚？）

　僕だけが状況に取り残される中、男の下卑げびた笑い声が響いていく。

「27階層で『爆発』を起こそうが、25階層で『爆発』が起きようが……ダンジョンにとっては全部同じ階層の『傷』ってことだぁ！」

　リューさんの表情が、激変した。

「お前の放った『魔法』も、利用させてもらったぜぇ！」

「まさか……!?」

「この程度の『傷』ならまだ大丈夫、そう思いでもしたかぁ!?」

　男がニタリと嗤った次の瞬間。

　ドンッ！　と。

　広間の天井が揺れた。

「お前が必死こいて追っていた俺は──『囮』だ！」

　パラパラと降ってくる水晶の欠片かけら。

　まるで上部の階層で、『爆発』が起こったかのように。

　ちょうどこの27階層で、何度も巻き起こっていた『爆発』が取って代わったように。

　25階層が悲鳴を上げた。

「やめろ……」

　驚愕する僕の隣で、頭上を振り仰ぐリューさんが、唇を震わせた。

「やめろっ!?」

　初めて聞く、冷静さを手放した叫び。

　あのリューさんが、焦燥の絶叫を上げた。

「──やれ、ターク」

　それを男は、無情に切り捨てた。




「はっ、はっ、はっ……!!」

　迷宮内を走りながら、仲間のバックパックを破り捨て、その中にある真まっ赤かな紅玉をばらばらと通路中に落としていく。

　狼人ウェアウルフの男と一味はモンスターに追いかけられながら、その全てを無視し、紅玉を落としては走り続けた。

「よ、よし……点火だっ、やるぞ!?」

　全ての紅玉を落とした男達は物陰に身を飛び込ませ、『魔剣』を取り出した。

　声を震わせる彼等の視線の先、通路の床に置かれた真っ赤な紅玉の正体は、『火炎石』。

　深層域のモンスター『フレイムロック』から獲得できる『ドロップアイテム』であり、無加工の状態でも強い発火性と爆発性を備え持つ。

「撃て！」

　モンスターがひしめく25階層の通路で、ターク達は紅玉目がけて『魔剣』を振り下ろした。

　放たれる火炎、引火して輝きを帯びる『火炎石』。

　大爆発が巻き起こった。

『────────────────────────────────アァッッ!?』

　爆炎の中に、ターク達を追いかけていたモンスターが呑み込まれる。

　それだけにとどまらない。

　出鱈目に通路を走って幾つも落とされていった『火炎石』は、それ自体がまるで導火線のように爆発と着火を繰り返し、通路という通路を爆砕していく。

　燃やされたモンスター達が、溶解する水晶の柱が、破壊の渦に洗い流されていった。

「っっ!?」

「なんだっ!?」

　その衝撃は同じ階層にいるアイシャやヴェルフ達のもとにも届き、

「ボ、ボールス!?」

「なんだ、何が起こってやがる!?」

　二つ階層を跨またいだ27階層の冒険者達にも轟音となって伝わった。

　水晶の壁面が吹き飛び、床が爆はぜ、天井が落盤し、秩序を失った水流が氾濫はんらんする。

　多層構造を持つ25階層の一部が、支えを失ったように崩落していく。

「床が崩れて……!?」

「走れっ、走れぇ!?」

　崩壊に巻き込まれまいと猛然とその場を退避していくヴェルフ達。

　大空洞では、『巨蒼の滝グレート・フォール』が数多あまたの水晶の瓦礫がれきとモンスターの死骸を怒涛どとうのように吐き出し、呻うめいていた。

　迷宮の悲鳴は止まらない。




『爆発』がなおも続く。

　衝撃に合わせて広間ルームの水晶が震えては上下に震動し、光が揺らめく中、男は僕達の前で笑い続けていた。

「お前が俺を死にもの狂いで追いかけてくることはわかってた！　だから俺が『囮』になったんだ！　27階層をあらかた『破壊』した後は、25階層にいるターク達が引き継ぐようにな！」

　天井から降る水晶の雨を浴びながら、男は歓声を上げる。

「お前が必死こいて俺を追いかけている隙によぉ、手下どもがまんまと火炎石ばくだんを作動させたってわけだぁ！　どうだぁ、嵌められた感想はよぉ!?」

　こんな状況でなお哄笑を上げる男に背筋が寒くなる。僕は全く理解が追いつかない。

　火炎石ばくだん？

　25階層を破壊？

　何がしたいんだ、この人達は!?

「俺がさっき火炎石ばくだんを捨てて、油断したよな？　油断しただろう？　そうだよな、リオン!?　はははははははっ、引っかかりやがったぜぇ！」

　瞬間。

　呆然と頭上を見上げていたリューさんが眦まなじりを裂き、男に飛びかかった。

「ジュラァアアアアア!?」

　胸ぐらを摑つかんで、押し倒す。

「自分が何をしたのか、何をやったのかわかっているのか!?」

　握り締められる手は動揺を押し潰すように打ち震えていた。

　背中を強打したにもかかわらず男は嗤いを治めず、彼女に答えることもなく、喚わめき続けた。

「お前にやられてからこの五年間、俺が何もしてねえと思ったかァ!?　調べてたんだよ、俺は!!　あの『絶望』を呼び出すにはどこがいいか、どうしたらできるのか！」

「っ!!」

「お前のその綺麗きれいな顔を、どうやったらグチャグチャにできるか、ずっと考えていたんだ！」

「──ぁあああああああああああああ!!」

　直後、取り乱すリューさんは小太刀を抜き、そのまま男に振り下ろそうとする。

　僕は咄嗟に、それを止めた。

「駄目ですっ、リューさん!?」

「離せっ、離せえっっ！」

　羽交い絞めする僕を凄まじい力が振りほどこうとする。

　ゆっくりと体を起こす男は、くつくつと笑みを嚙み殺していた。

　なんだ、これは。

　どうして追い詰めた筈の僕達が、追い詰められているんだ!?

　そして。

「っっ!?」

　一際強い大爆発が止めのように発生した、次の瞬間。







　ダンジョンが、哭いた。







「────」

　怪物モンスターを産む亀裂音ではない。

　異常事態イレギュラーを起こす地震まえぶれでもない。

　比喩ひゆではなく、哭ないている。

　途轍とてつもない無機的な高音域。

　まるで引き絞った銀の弦に刃を走らせたかのような、鼓膜を貫く甲高かんだかい音響。

　もし女の人が、世界そのものに匹敵ひってきするほど大きくなったら上げるような、そんな声域ソプラノの音。

　本能が真っ赤に明滅するほど、それは確かに、途轍もない迷宮なにかが『哭く声』だった。

「あ……あああっ……!?」

　耳も塞ふさげず全身を硬直させていると、押さえていたリューさんの体から、力が消える。

「一緒だ、あの時と……あれが、また……嗚呼ああ、アリーゼ……！」

「リューさん？　リューさん!?」

　崩れ落ちかける細い体を慌てて支える。

　青を通りこして顔面を白くさせるリューさんに、動転しながら必死に呼びかけた。

　知らない。こんなリューさんは知らない。

　まるで心傷トラウマを抉られるように、虚うつろな瞳を見せるこの人なんて！

「逃げて……逃げなさいっ!?」


「っっ……!?」



　かと思うと、リューさんは顔を振り上げ、張り裂けるような声で叫んでくる。

　額と額がくっつこうかというほどの距離で、僕の服を握り締めながら。

「早くここから!?　貴方だけでも逃げてっ──早く!!」

　僕はこの時、理解してしまった。

　この階層で初めて会った時。

　あれほどリューさんが僕を突き放し、『去れ』と訴えていたのは。

　今から起こる『何か』を、恐れてのことだったのだと。

「もう遅おせえ！」

　立ち上がった男が吠える。

　喪うしなった片腕を伸ばすように、頭上を仰いだ。

「俺も、お前らも、もう『絶望』の中だ！」

　引きつった笑い──男自身も青ざめた笑みを浮かべながら、

「さぁ、来い！」

　まるで一世一代の賭かけに命チップを投じるように、

「姿を見せろ！」

　男は歓喜の悲鳴を上げた。

「もう一度──俺達の前に!!」
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「──────」

　悲劇の予言者はその時、地面に膝ひざをついた。

「カサンドラ!?」

「カサンドラ様！」

　ダフネの声も聞こえない。駆け寄ってくる春姫ハルヒメ達の姿も見えない。

　頭に閃光が走り、『その時』が来たことを、少女は知った。

「あ……あぁ」

　その迷宮の哭く声は【嘆き】である。

　時を同じくする妖精にも劣らぬほど、顔を蒼白に変え、頭を両手で摑み、凍りつきながら、少女は唇から『宣言』を落とした。

「【厄災】が……来る」
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　ビシリッ、と。

　27階層の大空洞で、亀裂が生じる。

　それは広く、長く、深く。

　大いなる滝と相対するように、縦に走った。

　亀裂から最初に飛び出したのは液体。

　高熱を宿し湯気を放ちながら、血液のように吹き出す紫の漿液しょうえきは、緑玉蒼色エメラルドブルーの水流を汚泥ヘドロのごとく汚けがしていった。

　まるで自ら子宮をこじ開けるように、水晶の破片を飛ばしながら、罅ひびは大きくなっていく。

　やがて。

　その奥で瞬いたのは、真紅しんくの眼光。




【絶望】が、産声を上げた。

















「ボールス、やべえって！」

「こんなダンジョンの音、聞いたことがねえ！　早くこの階層からズラかろう!?」

　一度【疾風しっぷう】に蹴け散らされた冒険者達は、彼女とベルを追って集団で移動していた。

　現れた伝説の賞金首を必ずこの手で仕留めてやろうと勇んでのことである。奇襲を受けて取り逃がしたものの、この数をもってすれば必ず倒せると。

　しかし、既に様相は変じていた。

　25階層で発生した夥おびただしい『爆発』、極めつけにダンジョンが今も上げている悲鳴。耳を塞ふさがずにはいられないその強烈な高周波を誰だれもが『異変』と捉とらえた。

　これ以上ない異常事態なにかが起きようとしていると確信した上級冒険者達は、口を揃そろえてこの階層の離脱を街リヴィラの大頭に訴える。

「なぁボールス、ボールス!?」

「……待て」

「えっ？」

　声を荒げていた冒険者達は、目の前に突き出された手の平に動きを止めた。

　眼帯をつけた巨漢の大頭は、耳から手を放し、呟つぶやく。

「音が、止まった……」




　その人魚マーメイドは、水の中で己おのれの体を抱きしめていた。

（イヤ……コノ音オト、イヤ……！）

　水流の遥はるか底、蒼然そうぜんとした暗闇くらやみに包まれた場所。

　マリィは水中に沈みながら、母ダンジョンが上げる『声』から必死に遠ざかって、隠れようとしていた。胎児のように体を丸め、耳に当たる両の鰭ひれを手で必死に押さえ付ける。

（怖コワイ、怖コワイ、怖コワイ……！）

　マリィはこの『声』を知っている。

　以前にも一度だけあった。

　そう、あれは確か五年前。

　もっと深い階層で起こった母の『痛哭つうこく』をマリィは聞いた。

『水の迷都みやこ』を出られないマリィには所詮関係かんけいのない話。それでも、怖くてしょうがなかった。

　あの時も『よくないもの』が産まれた。何も知らないけれど、知っている。理解できてしまう。

　マリィは耳を塞ぎ、目を瞑つむった。

　怖い現実を隔絶しようと、深い水底へ閉じこもろうとした。

　しかし、そこで瞼まぶたの裏に蘇よみがえるのは、友であり家族である『異端児ゼノス』達の姿。

　そしてこのダンジョンで出会ったばかりの少年の後ろ姿だった。

　家族と同じくらい、大事になった少年がここにはいる。

　マリィの大切な宝物の中に、あの少年ももう加わっている。


（ベルッ……！）



　恐怖を振り払い、瞼をこじ開ける。

　こぼれる涙を水中に溶かしながら、尾びれで水を蹴り、人魚マーメイドの少女は光が差す水面へ浮上した。




「危なかった……」

　顎あごを伝う汗を野放しにしながら、リリは呟いた。

　目の前には崩れ落ちた水晶の床。遥か下方には氾濫はんらんしている水流がある。

『爆発』の連続に25階層の迷宮部が崩落を起こし、道という道が崩れる中、リリ達パーティはぎりぎりのところで難を逃れていた。

　被害のほどはわからない、だが、とにかく大きい。なにせ怪物を相手取るどころではなく、それは相手モンスターも同じだったから。

　水の楽園は今や崩壊した都みやこと化し、道ルートによっては碌ろくに進めなくなっている。

　ダンジョンの修復が完了するまで、24階層の連絡路まで引き返せないかもしれないとリリは危惧を抱いた。

「ここで起こった『爆発』も気になるが……！」

「さっきのあの馬鹿ばかみたいに甲高かんだかい音……27階層からか!?」

「『異常事態イレギュラー』だとしたら、ベル殿達が!?」

　アイシャやヴェルフ、命ミコト達も混乱している。

「カサンドラ！　カサンドラ!?　しっかりしなさいよ、ねぇ!?」

「カサンドラ様!?」

　だが最も錯乱しているのは、あの少女だろう。

　ダフネが膝ひざをついて必死に肩を揺らし、春姫ハルヒメも必死に呼びかける中、カサンドラは地面に崩れ落ちていた。

　足から力を消失させ、両手で頭を抱えながら蒼白となっている。人はあれほど絶望することができるのか、そう思わせるほど血の気が引いている。

　異様だった。

　リリには何があったのか理解できなかった。

　固唾かたずを呑のむ桜花オウカ達もきっと同じだろう。

　混沌こんとんとした状況に思考が鈍ってしまう最中。

　リリの耳は、それを聞き取った。

「……て……げて……」

　少女の唇から落ちる、繰り返されるその悲鳴を。


「逃げてっ……！」
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　水晶壁を打ち破る音を高らかに響かせ。

『それ』は静かに、亀裂から姿を現した。

　大空洞の壁面より産まれ、落下し、大量の水飛沫しぶきを上げて滝壺たきつぼに着地する。

　産声は生温かい吐息だった。

　巨蒼の滝グレート・フォールの凄すさまじい滝音に体皮を打たれながら、白霧がその輪郭シルエットを煙らせる。

　雄叫おたけびも遠吠ぼえもなく、長い尾をくねらせ、二本の脚で水面に波紋を広げる。

　その中で、眼窩がんかの奥に宿る真紅しんくの光が、瞬いた。

　湖に等しい広大な滝壺の端で、関節を折り、膝を軋きしませる。

　次の瞬間、ソレはかき消えた。

　水面を爆発させ、階層の迷宮部へと侵入した。




「おい、ボールス達と合流しなくていいのかっ？」

「馬鹿野郎っ、我が身が大事だろ！」

　それは冒険者達のパーティだった。

　27階層に散らばり、ボールス達本隊と合流できずにいた小隊の一つ。ヒューマンと獣人で構成される四名のパーティは来た道を急いで引き返している。ダンジョンの『異変』に怖気おじけ付いたからである。

　迷宮探索を生業なりわいにしているならず者達からすれば当然の帰結であり、素早い行動だった。

　しかし。

「……？　なんだ、この音……」

　──ガガガガガガッ、と。

　背後から異様な音が聞こえてきた。

　まるで何かが飛び跳ねているかのような音の連なりに、冒険者達は足を止めて振り向く。

　音は、急接近していた。

　通路の奥で影が揺らめく。

「あん？」

「何か来く──」

　パァンッ！　と。

　小気味のいい音が鳴り、頭部が弾け、冒険者達が遺言ことばを続けることはなかった。

　最期の瞬間を迎えた後も、何をされたのかもわからないまま。

　物言わぬ肉塊になり、噴水のように血をばらまき、膝を地面に落とす。

　それが、四つ分。

　全滅だった。

『それ』は『爪』に滴る鮮血を放置し、冒険者達の亡骸なきがらを踏み潰つぶす。

　迷宮に巨大な影を落としながら、その身を翻ひるがえした。

　次なる獲物のもとへ。




「うっ、うあああああああああああああああああああああっ!?」

　絶叫が轟とどろいている。

　それは涙を流す槍使いランサーのものだった。

　突如襲撃した『それ』に、小隊パーティは蹂躙じゅうりんされた。

　まずエルフの魔導士が殺された。恥ずべき同胞【疾風】を粛清しゅくせいしようと威張り腐るほどやたらと矜持きょうじが高くて鼻につく女が──それでも素直じゃなくて、変なところで思いやりがあり、ちょっといい女だと思っていた彼女が、『爪』の餌食えじきになった。上半身と下半身が分かたれた。臓物をぶちまけ虚うつろな瞳ひとみから赤い滴をこぼしながら。誇り高いエルフには許容できないだろう無残な死に様だった。だから男は我を失って槍やりを突き出した。しかしそこにはもうなにもおらず、男の視界は闇に染まった。頭を砕かれていた。

　倒れた彼の手は、血の涙を流す彼女の頰ほおに触れた。


「なに、こいつっ、知らないっ…………なんなんだ、お前はあああああああ!?」



　既に五人目、たった一人取り残されたハーフエルフの男は『魔剣』を振り抜く。

　爆発。炎上。

　煙が晴れる頃ころ、『それ』はもう姿を消し、通路には焼死した六人目の死体が転がった。




　影が走り、踊り、それは伝播でんぱした。

　迷宮中に満ちる叫びが。

　血飛沫に彩いろどられる阿鼻叫喚あびきょうかんが。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　加速度的に、信じられないほどの速度で、屍しかばねが増えていく。

『それ』は残酷なまでに冒険者達の位置を捕捉し、彼等の命を一つずつ摘んでいった。

　振るわれる『爪』はあらゆるものを粉砕し、嚙かみ砕く牙きばは鎧よろいごと肉を咀嚼そしゃくし、薙なぎ払う尾は冒険者の口から血を噴かせた。

　27階層にいた五十以上の上級冒険者達がなす術もなく、惨殺された。

「いやぁあああああああああああああああああああああああ!?」

『それ』を見た者は泣き叫んだ。

「なんでその図体ずうたいで、そんなぁ──!?」

『それ』を見た者は戦おののいた。


「みんな…………は、ははははははははははははははははっ、はがっっ？」



『それ』を見た者は壊れ、喰くわれた。

　悲鳴が木霊こだました。

　武器が爆はぜた。

　逃げ出した者は、決して逃げられなかった。

「ボールスッ、助けてくれええぇ!?　助けっ──ぎゃあっ!?」

「う、うおおおおおおおおおおおおおおおおああああああああああああああああ!?」

　もう宴うたげは止まらない。




　いくつもの【慟哭どうこく】が捧げられ、水晶の迷宮には【紅あかき肉の道】が築かれた。

【蒼あおき水流】もまた【血河】へ変貌した。

　一つ、また一つと増える冒険者の亡骸にモンスター達は──【異形の輩ともがら】は歓喜した。

　水流を赤く染める人間どもの血を玉露とばかりに飲み干し、流れ着いてくる死体を極上の肉のように貪むさぼり食った。

　ある者は【肉の花】を咲かせた。

　ある者は【千切ちぎられた】。

　ある者は【砕かれた】。

　ある者は尊厳を【弄もてあそばれた】。

『それ』から離れようと躍起になる者達は他ほかのモンスターに押し倒され、群がられ、【数多あまたの爪牙そうが】によってより悲惨に【弔われた】。

　戦友を残して逝いった者は、悲しみを【遺した】。けれどその戦友もすぐに後を追った。

『水の迷都みやこ』は殺戮さつりくの都みやこへと豹変ひょうへんした。




「ひっっ──」

「これ、は……」

　それを見た時、千草チグサは怯おびえ、桜花オウカは放心した。

　25階層、大空洞。

　大瀑布が轟音を奏でる空間に辿たどり着いたリリ達は、26階層へ続く滝口付近の崖から、その光景を見下ろす。

『巨蒼の滝グレート・フォール』が、赤く染まっていく。

　薄らんだ赤に。

　儚はかない紅くれないの色に。

　迷宮部に流れる水流と直結する滝は、怪物達の饗宴きょうえんによって変貌した血の河を吐き出す。27階層の滝壺は緑玉蒼色エメラルドブルーの色をもはや忘れ、変色していた。

　遠方のリリ達が視認できないほど小さな黒い粒、水面に浮かぶのは貪られた骸の手足パーツ。無念を宿す武器の残骸が、冒険者であったものが、水の楽園の最下層に浮かんで、沈んでいく。

【奈落】の【下流】が骸を押し流し、【母ダンジョン】に全てを返していく。

「おい……あれ、全部……血か……？」


「馬鹿なっ、どれだけの冒険者がっ……！　いえ、27階層に行った冒険者が……全員？」



「ふざけないでください!!　ベル様は生きています！　ベル様は……！」

「あ、ああっ……!?」

「……何が起こってるんだ、いったい」

　ヴェルフが戦慄せんりつを隠せない声を揺らし、命ミコトがある可能性に声を失う。

　リリが声を荒げ、春姫ハルヒメも彼女以上の不安に駆られ青ざめる中、アイシャでさえ呆然ぼうぜんとした。

　第二級冒険者である彼女の観察眼は紅に染まった滝壺から離れ、奥の壁面に走った亀裂に向けられた。

　その深過ぎる罅ひびを捉え、『何か』が産まれた、と呼吸するのを一時忘れる。

「……27階層へ行きましょう！　何が起こっているかはわかりません、ですがベル様を助けにいかなくては！」

　遥か頭上、24階層連絡路が存在する崖の上でも気付いた冒険者達が悲鳴を上げる中、リリが叫んだ。

　今いる大空洞の南東には26階層迷宮部に続く洞窟が存在する。【ヘスティア・ファミリア】にとっては『未知』の階層だが、頷うなずかない者はいなかった。ヴェルフも、命ミコトも、春姫ハルヒメも迷う素振りなど見せない。

　彼等を伴ってリリは洞窟へ駆け出そうとする。

　そんな彼女の手を、それまで沈黙していた少女が摑つかんだ。

「っ!?　カサンドラ様！　遊んでる場合じゃあ──」

　リリの声は、途切れた。

　自分の小さな手を両手で摑む、少女の顔を見上げたことで。

「カサン、ドラ……？」

　少女の名を呼ぶダフネも固まる。

　足を止めたヴェルフ達も言葉を失った。

「ごめんなさい……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……！」

　離すまいとリリの手を握り締めるカサンドラは、泣いていた。

　顔を絶望に染め、瞳から涙を溢あふれさせ、項垂うなだれながら、リリ達ではない誰かに謝っていた。

「ごめんなさいっ、ごめんなさい……!!」

　信じてくれないと諦あきらめ、切り捨ててしまった数多の冒険者達に。

　そして【厄災】のもとへ行かせてしまった少年に。

　少女は、ひたすら謝り続けた。




　それは【惨禍の宴】だった。

　ダンジョンは何も物言わない。ただそうであることが正しき流れであるように、壁に飛び散る紅の塗料を甘受する。光り輝く蒼の水晶が今や血に汚れ、少年ベル達を感嘆させた幻想的な風景を様変わりさせていた。すなわち、地獄絵図に。

　彼等が辿る結末を、ダンジョンだけは知っている。

　──もう誰も生きては帰さない。
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　25階層で起こった『爆発』の衝撃を受け、天井てんじょうの水晶の輝きが、まるで切れかけの魔石灯のように光を弱めている。

　広間ルームの薄暗さが増す中、僕の耳朶じだを掠かすめる音があった。

「これは……!?」

　秩序のないモンスターの遠吠え。

　強く響く『何か』がダンジョンを揺るがす音。

　それに混ざっている、小さな、けれど確かな人と思おぼしき叫び声。

　それらが全て絡からみ合って、得体の知れない、けれど不安をかき立てる旋律が僕達のもとまで届いている。

　なんだ、この音は。

　なんなんだ、この叫びは!?

　リューさんの体を支えながら、僕は堪たまらず目の前の男に向かって叫んだ。

「なにをっ、なにをしたんですか!?」

「儀式さ！」

　それに対し、男は喜悦の笑みを浮かべた。

「俺おれが『悪夢』から目を覚ますための儀式だ！」

「『悪夢』……!?」

　落ち窪くぼんだ瞳を爛々らんらんと輝かす様は、常軌を逸しているようにすら見える。

　駄目だ、目の前の人の言っていることが全然わからない。

　僕の混乱に拍車がかかっているのは、喜々として笑っているこの人にも全く余裕がないからだ。聞こえてくるモンスターの雄叫びやダンジョンを揺るがす衝撃に汗を流し、今にも歯が嚙み合わなくなりそうだった。

　まるで自分も『死地』に赴いているかのように──。

　何より僕が一番気にしているのは、いつも沈着冷静であるリューさんの、この取り乱しようだった。


「ジュラッ……！」



　僕の腕から離れたリューさんは、乱れた呼吸を何とか整えようとしていた。

　しかしその体は酷ひどく頼りない。内から溢れる恐怖と今も戦っているかのように、いや心傷トラウマの鎖に縛り付けられているかのように、震えが治まっていない。

　胸を握り締め、鋭い眼差まなざしを目の前の男に突き刺す。

「死ぬほど取り乱してるリオンを見て、まだ気付かないのかよぉ、【白兎の脚ラビット・フット】？」

　それをむしろ心地良さそうに受け止める猫人キャットピープルの男は、僕を見てあざ笑う。

「喚よんだんだよ、この27階層に！」

「やめろ!!」

　制止するリューさんを無視し、高らかに言い放つ。

　そして次の男の言葉に、僕は絶句した。

「【アストレア・ファミリア】をブッ殺した怪物をなぁ！」
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「!!」

　ウラノスは、神座しんざより立ち上がった。

『どうした、ウラノス？』

　ギルド本部地下、『祈禱きとうの間』。

　地下神殿を彷彿ほうふつさせる石造りの空間で、祭壇に設けられた四炬きょの松明たいまつが赤い光を放っている。薄闇が支配するその中心で、ウラノスは己の蒼の双眸そうぼうを見開いていた。

　決して腰を上げることのない、不動の老神ろうじんが立ち上がった気配を『眼晶オクルス』の奥で感じ取り、フェルズが通信してくる。

　時を止めていたウラノスは、重苦しく唇を開いた。

「奴やつが出た……」

『奴？　何のことだ？　何を言っている、ウラノス！』

　老神ろうじんのただならぬ雰囲気を察してか、声を荒げるフェルズ。

　ウラノスは細めた瞳で足もと──その先に広がっている地下世界ダンジョンを見下ろしながら、水晶に向かって返答する。

「五年前、【アストレア・ファミリア】を全滅させた怪物モンスター……」

『……!?』

　言葉を失うフェルズに、ウラノスは重々しく告げた。

「『厄災』が、復活した……」




「五年前、俺達【ルドラ・ファミリア】と【アストレア・ファミリア】は抗争中でなぁ！　正義だか何だか知らねえが、『悪おれたち』を邪魔する連中は目障りでしょうがなかった！　だから奴等をダンジョンで嵌はめる作戦が決行された！」

　27階層に響くそのジュラの語りに、ベルははっとした。

　脳裏で疼うずく一つの記憶。

　18階層でリューの口から聞いた過去の話が、今と結びつく。

「あの日も今日みたいに火炎石ばくだんをしこたま用意したんだ！　ダンジョンを爆破して、誘おびき出したリオン達を生き埋めにしてやろうってなぁ！　だがそいつ等はくたばらなかった、しぶてえにもほどがある！　逆に俺達は窮地に立たされた！」

　当時の記憶を振り返るジュラの瞳に怒りと恐怖がいっぺんに蘇る。

　だがそこで、男の情動はぴたりと治まった。

　代わりに現れるのは、薄気味悪い笑み。

「けど、そこで……俺達にも予想外なことが起きた」

　その情景を思い出すように。

　リューの顔が大きく歪ゆがむ。

　ジュラの体が一度、打ち震える。

「予想外……？」

　汗を滴らせるベルが尋ね返す。

　男は青ざめながら、ニタリ、と口角を吊つり上げた。

「ダンジョンから、『化物』が生まれちまったのさ」




「過度の損傷ダメージによる防衛本能……私の『祈禱こえ』さえ届かないほどの、ダンジョンの痛哭」

　今も聞こえてくるダンジョンの声に耳を貸しながら、ウラノスは沈痛の声を告げた。

　五年前のあの日も、【ルドラ・ファミリア】の暴走により大量の『火炎石』を持ち込まれ、ダンジョンの特定階層が大爆発に見舞われた。

　迷路が意味をなさなくなるほどの大崩壊。

　それを受けてダンジョンは、危険信号を発したのだ。

「迷宮の組成をただ破壊しただけならば、本来なにも起きることはない。迷宮あれは壊れた側から修復を始め、再生を図る。人類こどもたちに『無限の資源』と呼ばれるほどの力……」

『だが、その再生が間に合わないほどの……いや度が過ぎた破壊行為が行われれば……』

「ああ……ダンジョンは再生ではなく、原因の『排除』にかかる」

　生物に置き換えてしまえば簡単な話だ。

　人間がそうであるように、外来の異物によって体内が攻撃された時、侵入した病原菌ウィルスを抹殺するための『免疫』が働く。

　それは『生物』であるなら当然の自己防衛本能。

　ダンジョンも同じだ。

『ダンジョンは生きている』。

　怪物モンスターの母胎を過剰に攻撃された時、生きているこの地下迷宮は自己防衛本能を発揮し、産み落とすのだ。

　免疫たる存在を。

　外来の異物──体内ダンジョンに侵入してきた冒険者を抹殺する『使徒』を。

　ダンジョンを押さえ込むウラノスの『神威しんい』さえも、振り払って。

『五年前にも及ぶほどの破壊行為が、またダンジョンで起こったと？』

「恐らくは……」

　五年前、産まれ落ちた『それ』は『異常事態イレギュラー』。

【アストレア・ファミリア】と【ルドラ・ファミリア】は勿論もちろん、ウラノスさえ予期していなかった正真正銘『未知』の怪物だった。

【ロキ・ファミリア】も【フレイヤ・ファミリア】も、男神ゼウス・女神ヘラの二大派閥でさえ確認していない。つまり『それ』は神々が降臨してから千年、たった一度だけ観測された唯一の現象。

　ダンジョンに『祈禱』を捧げるウラノスだけが『それ』に気付いた。

　そして、その『惨劇』に居合わせた当事者達だけが、その『名もなき怪物』を目撃した。




「俺以外、仲間は全員皆殺しにされた！　そして、あの【アストレア・ファミリア】の糞くそ女どもも！」

　リューが語らなかった過去の『真実』に、ベルは全てを忘れて衝撃を受ける。

　一方でリューの相貌は痛苦に染まっていた。

「俺はこの五年間、調べ上げた！　何が切っかけだったのか、どうすればあの『化物』を呼び出すことができるか、徹底的に！　闇派閥イヴィルスの連中にも話さず、俺一人でなぁ！」

　熱がこもり出すジュラの弁を聞いて、ベルは耳を疑う。

　衝撃が抜け切れていない頭で、唇が勝手に動いて、尋ねていた。

「どうして、そんなモンスターをもう一度呼ぼうなんて……！」

「──俺が調教テイムするために決まってんだろう!!」

　間髪入れず、眦まなじりを裂いた表情で、ジュラは言い切った。

「あの時、糞も小便も漏もらしながら、調教師おれは見惚みとれちまった！　リオン、お前の目には化物に見えたか？　俺は違ちげぇ！　あいつが何よりも、それこそ女神なんかより美しく見えた!!」

　理解しがたい眼差しでリューはジュラを見返す。

　その時、男に初めて戦慄を抱くように声を詰まらせた。

『怪物趣味』。

　ベルは、その言葉を想起してしまった。

「何もかもブッ殺して、ブッ壊す、あの圧倒的な存在！　俺は欲しい、あれが欲しい、独り占めしたい!!」

　調教師テイマーとしての性か、子供のように瞳を輝かせ、倒錯した喜びをあらわにする。

　体を震わせるほどの畏怖を滲にじませながら、男はその存在を切望していた。

　それはある種の神格化と崇拝ですらある。

　隻腕せきわんの調教師テイマーは魅入られてしまったのだ。圧倒的な力で惨劇を生んだ怪物に、骨の髄まで。

　男の真意に触れたリューが、目の色を変えた。

「馬鹿な……あの『怪物』は違う！　あれはそういうものではない！　あれを手なずけられるわけが……！」

「普通の方法ならなぁ！　だが俺にはこれがある!!」

　取り出されるのは伸縮式の首輪サークル。

　鞭むちと共鳴することで『深層』のモンスターすら操あやつる、『悪』が生み出した魔道具マジックアイテム。

「そしてあいつがいれば!!　俺はもう何にも怯えねえ！　脅かされねえ！」

「っ……!?」

「リオン、お前にもなぁ！」

　一転して憎悪を燃え上がらせるジュラは、残っている手でリューを指差した。

「今日までてめーが夢に出ない日はなかった！　そう、『悪夢』だったんだ！」

「だが、あの化物を呼び寄せれば……そうすれば俺は！」

「あの日の『悪夢』を、超えることができる！」

　まくし立てられる言葉を聞いて、男が言っていた『悪夢』と『超克』の意味を、ベルははっきりと理解した。

　ジュラの心傷トラウマであるリューを、彼女の心傷トラウマをもって陵辱りょうじょくし、消し去る。

　決して男に同情の余地はない。

　だが彼もまた、『過去』に苦しめられる者の一人だったのだ。

「あれは俺のものだ！　誰にも渡さねえ！」

　頭上を仰ぎ、男は吠えた。

　五年の年月を調査と研究に費やしたジュラが、導き出した結論は二つ。

　地上に近い『上層』ではいくら破壊しても迷宮の『悲鳴』は起こらず、前触れすら起きない。地上に近い上層域は老神ウラノスの『神威しんい』が濃く働いている。よって上では『怪物』を召喚できない。彼はそう判断した。

　もう一つは『名も無き怪物』の出現条件。

　ダンジョンの修復が追いつかないほどの、階層の大破壊。

　それを行うことで『怪物』は同階層内に産まれ落ちる。

　何の手立てもなく『怪物』を呼び出すわけにはいかない。過去に用いた『火炎石』の数と五年前に崩壊した迷宮部の記憶データを地図と照らし合わせ、何十、何百と現地で確かめ、ジュラは『階層の約二割の破壊』という結論を打ち出した。すなわち迷宮の構造ごと破壊するという答えだ。

　そして調教テイムした護衛モンスターをいくつも犠牲にし、破壊行為を実験すること五年。

　ダンジョンが微細に上げる反応から、この『水の迷都みやこ』が一つの階層として捉えられていることを確信するに至ったのである。




「誰も知らないダンジョンの禁忌タブー。あえて規制してしまえば、それはすなわち、そこに何かあることを明示することになる……我々はあの存在を口外せず、隠蔽いんぺいするしかなかった」

　もとより『中層』以降の広大な階層を大規模破壊するなどという真似まね、通常できる筈はずもない。ましてや命の危険性を冒してまでやる者など皆無に等しい。

　目撃者である【アストレア・ファミリア】は全滅し、【ルドラ・ファミリア】も【疾風】によって一人残らず始末された。

　当時の真相を知るのは【疾風】のみ。

　そして『惨劇』に直面した彼女も禁忌タブーを試そうなどとは思わない筈だ。

『それ』はもう二度と産まれることはなかったのである。

　ジュラという、【疾風】が討ち漏らした『悪』さえ生き残っていなければ。

「五年前、異変を察知し、誰よりも怯えていた『異端児ゼノス』達には全てを打ち明け、以降このようなことが起きないよう協力を仰いだ。しかし……」

『今回に限って、リド達は人造迷宮クノッソスの攻略に参加している……！』

「ああ、速やかな対応策がない……」

　点滅する水晶がこぼすフェルズの呻吟しんぎんに、ウラノスは重く頷いた。

「場所は『中層』、いや『下層』……届けた強制任務ミッション、遠征先……まさか、居合わせているのは【ヘスティア・ファミリア】か？」




「『怪物』を調教テイム……？　リューさんの【ファミリア】を全滅させたほどのモンスターを……この階層に、喚よび出した？」

　一気に浴びせられた大量の情報にベルは混乱を来す。

　駄目だ、整理が追いつかない。

　嫌な心臓の音が耳にへばり付く中、ベルは必死に思考を回転させた。

　つまり、ジュラが階層を破壊することで故意に呼び寄せたのは──リューの『真の仇かたき』。

　蘇らない筈だった『悪夢』。

　そして今、この階層を蹂躙するその『怪物』が、病原菌ウィルスと見なし殲滅せんめつしているのが──。

「──ボールスさん!?」

　事態を把握したベルは振り向き、広間ルームの出入り口を見る。

　今も歓喜するかのようにモンスターの吠声が鳴り止まない、迷宮の先を。

　冒険者達の顔を思い出すベルは、彼等のもとへ向かおうと走り出そうとする。

　しかし、

「リューさん!?」

「だめだ……！」

　雪のように白くなったエルフの手に、腕を引かれた。

「行ってはいけないっ、あれと戦っては……！」

　それは、強い彼女が少年に見せる、初めての懇願だった。

　儚く揺れる空色の瞳。

　まるで涙を流さずに泣いているかのようだった。

　行かないで──と少年を通して見ている在りし日の『幻想』に訴えているようですら。

　ベルはそれに声を返せず、うろたえる。

「そうだよなぁ、リオン！　行かせられねえよな！　俺よりか直接戦ったお前の方が、あの『怪物』の怖さはよく知ってるもんなぁ！」

　そこで再び、ジュラがゲラゲラと笑い出す。

「ましてや──」

　そして。

　次の言葉に、ベルは時を止めた。

「また自分の手で仲間をブチ殺す真似、したくないもんなぁ！」

　リューの表情が、罅割れる。

「お前はあの時！」

「黙れ」

「我が身可愛かわいさで！」

「黙れっ」

「仲間を犠牲にして、ようやくあの『化物』を追い払ったんだもんなァ!!」

「黙れぇえええええええええええええええええ!!」

　男が嗤わらう。

　ベルが立ちつくす。

　リューが髪を振り乱し、吠える。

　錯綜さくそうするあらゆる感情が三人の間を混沌に陥おとしいれた、その時。

『咆哮ほうこう』が轟いた。
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　身の毛がよだつその雄叫びに、一瞬、階層から全ての音が失われた。

　ベルは呼吸を奪われ、リューは凍結し、ジュラは隻腕の身を痙攣けいれんさせる。

　培われた冒険者の感覚が、生物の本能が、最大級の警鐘を打ち鳴らす。

　戦慄の風は一瞬だった。

　階層全体が震え、僅わずかな静寂が訪れた後、『彼等』はこの広間ルームに一斉に駆け込んできた。

「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」

　ボールスを先頭に、冒険者達が現れる。

　ベルとリューも目にした討伐隊本隊か。

　しかし、一団は明らかにその数を減らしている。

　その姿も、全員が服や防具に血を浴びていた。

　自分のものではない、夥しい量の鮮血を。

　ベルの双眸が固まる。

「ボールスさっ──」

　叫び声は途中で消え失せた。

　広間の通路口、闇の奥。

　薄うっすら浮かび上がった真紅の眼光に、心臓を鷲摑わしづかみにされた。

　──あれは。

　次の瞬間。

　闇を喰い千切り、その『影』はかき消えた。

「──」

　水晶の床が砕ける音の後、凄まじい斜線が走り抜け、逃げ惑うボールス達を掠める。

　更に勢い止まらず『影』はベル達の斜め頭上を駆け抜けた。

　ベルはそれに、反応することができなかった。

　弾はじかれるように背後を振り返る直前、ボールス達の数パーティが一人少なくなったことに気付く。

　それが意味するところを理解しないまま、恐怖に強制されるまま、首を後方へ巡らせる。

　背後には誰もいなかった。


「ぁ……ぁぁ……」



　いたのは、その上。

　天井と、壁面の繫つなぎ目に、『それ』は蜘蛛くものように張り付いていた。
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　絶望する一人の冒険者を、牙の間に嚙み潰しながら。

「──────」

　水晶の灯あかりに照らされる体軀たいくは、細く、巨大だった。

　二腕二足。腕はその巨軀に似合わないほど、不気味なほど細長い。同じく細長い脚の構造は逆関節となっていた。驚くべきことに肉はないに等しく、骨ばった体を覆うのは一見装甲よろいにも見える『殻から』で、不可思議な紫紺しこんの輝きを薄らと纏まとっている。腰から伸びるのは四Ｍメドルはある硬質な尾だ。

　複雑な突起が備わる頭部も獣の骸骨そのもので、二つ空いた眼窩の奥に宿るのは血のごとき真紅の光だった。ベルの深紅ルベライトの瞳より色濃く、毒々しい。

『鎧を纏った恐竜の化石』。

　形容するとしたら、そのような全貌。

　それは無数のモンスターが棲息するダンジョンの中でも、明らかな『異種』であった。

『──』

　足の爪で水晶壁を砕いて摑み、上下逆様の体勢でこちらを見下ろすその威容は、体高三Ｍメドル。紛れもない大型級。

　最も異彩を放つのは牙と見紛うような『爪』だった。

　六本ある細い指先で、大きさの釣り合いが取れていないそれは、深紫の輝きを湛たたえている。

　その姿に、リューは絶望し、ジュラは引きつった笑みを浮かべる。

　五年前の『惨劇』を引き起こした『怪物』は再びリュー達のもとに、そして初めてベルの前に姿を現した。

　真紅の眼光が、残る冒険者達を睥睨へいげいする。

「た、たすけっ──」

　そして。

　グシャ、と。

　時を止めるベル達の視線の先で、牙で捉えた冒険者を、あっさりと嚙み砕いた。
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　それは【アストレア・ファミリア】を襲った悲劇の元凶。

　当時、第一級冒険者に上り詰めるのも時間の問題と言われていた才気溢れる少女達は、その『怪物』ただ一匹に蹂躙され、未来を閉ざされた。

　Ｌｖ．３、二名。

　Ｌｖ．４、八名。

　第二級冒険者十名を犠牲にして追い払われた、『名もなき怪物』。

　管理機関ギルドの記録に載せられていないそのモンスターを、老神ウラノスは次のように名付けた。




『ジャガーノート』。




　破壊者、と。
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　牙の隙間すきまから、頭部が静かに落ち、地面の上で砕けた。

　その光景にボールス達の顔が青ざめ、ベルの思考が停止する。

　そして、一方の『怪物』は、動いた。

『──』

　逆関節の膝が屈伸した瞬間。

　再び、かき消えた。

「──っっ!?」

　ありえない加速力。

　髪を叩たたくほどの風圧。

　速過ぎる紫紺の斜線。

　かろうじて反応したベルが体を翻した直後。

　悲鳴が上がった。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　獣人の男が複数の部位パーツに分かれていた。

　深紫の軌跡を残し、一閃された『爪』が彼を葬った。

　一撃である。

　殺戮は緩まない。

　連接棍棒フレイルのごとく薙ぎ払われた長尾に二人のドワーフがひしゃげ、血を吐いて倒れた。

　振り下ろされた手の平にエルフが潰され、地面に埋まった。そのまま握り締められ、牙のごとき『爪』の餌食となり、肉塊となってぼとぼとと体から手足を落とす。

　ヒューマンが、頭から喰われた。

　ベルの理解が追いつかなかった一瞬の内に、五つの『死』が連鎖した。

「お、おおおおおおおおおおおおお!?」

　半狂乱になった前衛の冒険者が大剣、鎚矛メイス、戦斧せんぷを振り下ろす。

　寸前、逆関節の脚が軽く折り曲がり、水晶の床が爆砕した。

　真横への跳躍。三つの攻撃を空振りに終わらせた『ジャガーノート』は、巨大な群晶クラスターの側面に着地し、蹴立てる。

　再び迸ほとばしった斜線が前衛三人の上半身を宙に吹き飛ばした。

　紫紺の巨軀は止まらない。

　広間ルーム内に生える水晶の柱に着地しては連続跳躍し、死の乱舞が始まる。

「ひ、ひひゃああ!?」

　影が一過する度に冒険者が鮮血を飛ばし、引き裂かれた防具が宙に舞う。

　ボールス達を包囲する蜘蛛の巣のごとく錯綜する斜線。網に摑まった獲物達が次々に血を吐いて、あるいは四肢を失い、倒れていく。

　──それが少女カサンドラの予知夢に出現した【厄災】の正体。

　階層主にもできない真似を現実にするのは、ひとえに大型級には不可能な超高速機動。

　幅が五〇Ｍメドルある広間ルームの中で、弾丸のごとく、端から端まで移動してのけるその出鱈目でたらめな脚力は速やかに病原菌ウィルス──冒険者達をことごとく殲滅する。

　通路内では床、天井、壁面を跳弾のごとく連続跳躍し、その殺戮空間にいた数多の冒険者を刹那せつなの内に惨殺した。何が起きたのか理解する間も与えず。

　その蘇った悪夢に、リューが声を枯らした。

　全ての発端であるジュラさえ脚を震わせた。

　ベルは、瞳孔を収縮させた。

　冒険者が倒れていく。

　勇敢な戦士は盾と一緒に粉々になった。

　背を向けて逃げ出そうとした臆病者は貫かれた。

　魔導士は震える詠唱を鎮魂歌に変えて、屠ほふられた。

　戦いになってさえいない蹂躙。

　僅か数秒に過ぎない時の中で散乱した人の死に、感情が決壊する。

　無慈悲な虐殺の光景に、恐怖するでもなく、絶望するでもなく、少年は感情の箍たがを外した。


「────ッッッッ!!」



　暴発する。

　目を見開いた形相で言葉にならない咆哮を上げ、殺戮の舞台に突っ込んでいた。

「クラネルさん!?」

　迷宮へ赴き、他の冒険者達の死に様を直接目にしなかったのは、ベルにとって幸いだったのかもしれない。

　その『ほんの僅かな死』で冷静さを失った少年にとっては。

　リューの悲鳴を振り払い、ベルはなおも加速した。

「うぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　獣人の兄弟に、男勝りのアマゾネス、戦斧を放り出すボールス、一度はパーティを組んだ者達に、酷薄な爪牙が急迫する。

　──やらすか、やらすかっ、やらすかぁ!!

　使い手を失って床に転がった大剣を拾い上げ、激情を叫喚きょうかんに変えながら、疾走する斜線に向かって一撃を繰り出した。

『!!』

　打ち上がる鈍重音。

　舞い上がる紫紺の破片。

　破壊者ジャガーノートの眼光がぐるんっと少年を捉える。

　攻撃の中断を余儀なくさせる真横からの突撃アタック。高速移動を執行していた巨軀をその深紅ルベライトの瞳は完璧かんぺきに捉え、少年の肉体も超速をもって剣撃を当ててきた。

　怪物の骨ばった細長い前腕が、大剣の一撃を防いでいた。

「【白兎の脚ラビット・フット】ぉぉ!?」

　足を止めた『ジャガーノート』の姿に、血まみれのボールス達がぐちゃぐちゃに泣き叫びながら歓喜する。一度も止められなかった怪物の猛襲がこの時、初めて止められた。

　数瞬の間、至近距離で眼差しと眼光を交わすベルと『ジャガーノート』。

　少年は底知れない敵の『器』を感じ取り、戦慄した。
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　怪物は眼前の存在の脅威を認め、優先目標を機械的に変更した。

　互いの双眼が互いしか映さなくなる。

　冒険者とモンスターは、殺し合いを始めた。

「ああああッ!!」

『!!』

　少年が大剣を切り払い、怪物が左前腕を振り払う。

　唸うなった大銀塊によって舞い散る敵の装甲殻そうこうかく。『ジャガーノート』の純粋な膂力りょりょくによってよろめくベルは、相手の『力』の凄まじさに汗を流しつつ、一つの突破口を見出した。

（『耐久まもり』は薄い！）

　一撃で相手の殻が砕けた。

　その細い腕にも僅かな亀裂が生じている。

　ベルは一瞬の攻防の中で理解する。敵は尋常ならざる『力』と『敏捷』に特化した分、『耐久』は著しく低くなっていると。

　先に攻撃を当てた方が勝つ！

　単純明快な勝敗条件を打ち出し、ベルは己の肉体を躍動させた。

「ふッッ！」

　踏み込んだ足から力を余さず伝え、一気に上半身をひねる。

　大剣による猛烈な回転斬り。

　首に装備された漆黒の襟えり巻きが、銀の大閃とともに軌跡を描く。

『──』

　それに対し『ジャガーノート』は、逆関節の脚を軋ませ、跳躍。

「なっ!?」

　渾身こんしんの一撃が空振りに終わり、視界から消え失せた敵を一瞬見失ったベルは、頭上から鳴った着地音に首を振り仰いだ。

　瞳に映るのは、上下逆様の体勢で天井にへばり付いた『ジャガーノート』の姿である。

（ありえない！）

　一瞬で二〇Ｍメドル先の天井まで跳躍したモンスターにベルは瞠目どうもくする。

　そう、ありえない。

　ありえてはいけないのだ。

　上級冒険者を一撃で葬る『力』を有した出鱈目な大型級でありながら、緊急回避も易々としてのける図抜けた『敏捷』など。

　モンスターに対する冒険者の価値観を、根底から崩壊させる。

　これまで蓄えられた知識と経験が、相手の正体を端的に例えてくれた。

『敵は閃燕イグアス以上の速度を備えた階層主バケモノ級の怪物である』。

　ふざけるな、なんだそれは、勝てない、無理だ、逃げろ。

　理性と本能が並んで上げる絶叫を、ベルは拒絶して、却下して、振り払う。

　いや、そもそも逃げられるわけがない。

　膨れ上がる動揺と戦慄を、獰猛な戦意で押さえ込み、鉄の心で歯を食い縛った。

『！』

　熱がこもる呼気を吐き出す『ジャガーノート』は、ベルを射定め、水晶の天井を再び勢いよく蹴り砕いた。

「うっ!?」

　隕石いんせきのごとく飛来する大型の破砕矢を間一髪回避する。

　迅烈な衝撃波。立ち竦すくんでいた周囲の冒険者が吹き飛び、地面が爆ぜて窪地クレーターが生まれ、水晶片が散弾のようにベルに襲いかかる。

　僅かに逃げ遅れた大剣は、その剣身の半分を粉砕されていた。

「このッッ!?」

　地面を削りながら着地するなり、大剣を捨てて左手を突き出す。

　いくら速かろうが昇華ランクアップを果たした炎雷の弾速には敵わない。

　敵の脆弱ぜいじゃくな守りを打ち砕かんと、ベルは速攻を仕掛けた。

「駄目っっ、いけない!?」

　あらん限りに叫ぶリューの悲鳴と入れ違いになりながら。

「【ファイアボルト】！」

　迸る炎雷。

　駆け抜ける緋色ひいろの稲光が炸裂さくれつする寸前、無言で相対する『ジャガーノート』は、紫紺の『殻』に包まれた体を発光させた。

　直後。

　ベルの体に、炎雷が炸裂していた。

「がっっ────ぇ」

　何をされたかわからないまま、よろめく。

　胸甲ブレストプレートから吐き出される煙。

　呼吸を奪うほどの威力と熱量が、胸部に『魔法』が着弾したことを告げていた。

　物言わぬ火の粉が、ベルの眼前で虚むなしく舞う。

（はね、かえされた──？）

　決して味わう筈のなかった己の炎雷に焼かれながら、視界の奥の存在を見る。

　今も薄らと発光する敵の装甲殻そうこうかく。

　鋭く禍々まがまがしい怪物の『殻』は、炎雷が接触したと思われる腹部に波紋を広げながら、傷一つついていなかった。

『──』

　転瞬。

　不意の一撃によって思考に空白を刻む冒険者の隙すきを、破壊者ジャガーノートは見逃さない。

　地を砕いて、疾駆。

「っっっ!?」

　右腕を振り被かぶって迫りくる怪物に対し、致命的な遅れを伴いながら緊急の防御へ移る。

　輝く大型の『爪』。

　咄嗟とっさに右手で引き抜いた《ヘスティア・ナイフ》。

　同じ紫紺の軌跡を描きながら、その一撃を防ごうとした。

「嫌いや──」

　交錯の瞬間、その誰かの呟きを、ベルの聴覚が拾い上げた。

　翅はねをもがれたかのような妖精の絶望の呟きを。

　そして。

　視界を揺るがす衝撃が来た。

　次には。

　ベルの右の肩は、軽くなっていた。

「──？」

　宙に『何か』が舞っていた。

　血と思しき粒を散らしながら、まるで小鳥のように鮮やかに。

　それは手甲をつけていた。

　それは漆黒のナイフを握っていた。

　それは、ベルの右腕だった。

「ぁ──」

　消え失せた片腕。

　肘ひじから千切れている己の右腕。

　現実を認めるのに僅か一瞬。

　次の一瞬で、残っているベルの右腕が灼熱しゃくねつとなって燃え上がった。

「──ぁがっああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　絶叫が迸る。

　止まっていた時を打ち砕くように、露出した右腕の肉から血液がぼたぼたと吐き出される。

　神経が焼き切れるほどの激痛に、隅々まで血走る深紅ルベライトの双眸。

　千切れ飛んだ右腕は放物線を描き、ナイフを離さないまま、水流へと落下した。

「クラネルさん!?」

　リューの叫びが耳朶を打つ。
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　しかしそれは悲鳴ではなく警告であった。

　少年に覆い被さる巨大な影が、蠢うごめく。

　はっとしたベルが顔を振り上げると、そこには断頭台のごとく左手の『爪』を振り上げる、怪物の輪郭シルエットが。

　防御ごと己の腕を吹き飛ばした脅威の『爪』に、涙が出るほどの恐怖で全身を染めながら、受け流そうと左腕の手甲──加工超硬金属ディル・アダマンタイトの鎧を閃ひらめかせる。

　次の瞬間、『爪』と接触した手甲は、破砕された。

「──────」

　無敵の鎧。

　少なくともベルはそう信じていた、相棒ヴェルフが作り出した中でも歴代最強の防具。

　あの漆黒の猛牛の攻撃さえ凌しのいでのけた加工超硬金属ディル・アダマンタイトの盾。

　それが、砕けた。

　受け流せない。

　表面に走らせようとする瞬間、その時点で攻撃の威力に屈し、破壊される。

　ジャガーノートの『破爪はそう』。

　怪物を表す六本指の先に、その禍々しい指爪は備わっている。

　骨のように細い指の先端だけが分厚く、鋭く、歪いびつだ。ちょうど少年が持つ神の刃と同じように、宝石のごとき紫紺の輝きを放つ。

　リューとジュラだけが知っていた。あれと触れ合ってはならないと。『爪』を喰らわず戦わなければならないと。『悪夢』の再来に足が竦んでいる彼女達だけが、その『破爪はそう』は『絶対防御不可能』だということを知っていた。

　爪というより『牙』のような形状を取るそれは、いかなる武器よりも研ぎ澄まされ、いかなる防具よりも堅牢けんろうな、母ダンジョンが与えた『破壊の爪』である。

『──』

　左手甲が粉砕され放心する少年に、破壊者ジャガーノートは無慈悲に追撃を加えた。

『破爪』を振り上げ、振り下ろす。

　それだけで少年の鎧が弾ける。

　片腕を失った体で体勢を崩しながら何とか直撃だけは避けたベルは、視界に散っていく無数の銀色の破片に絶望を覚えた。

　肩具が、腰具が、膝当てが、胸甲が。

　粉々に砕け散っていく。

　左脚に備えたレッグホルスターさえ弾け飛び、中身の液体をぶちまけた。

　激痛のせいか、恐怖のせいか、血と涙に滲む視界の中でベルは悟る。

『耐久』の極端な低さ──それは必要ないからだ。

　凄まじいまでの膂力、全てを打ち砕く『破爪はそう』、他たの追随を許さない圧倒的な殲滅力。

　一瞬で屠れる獲物に対し、どうして防御など必要あるだろうか。

　特化した攻撃力はただただ敵を滅ぼすためだけに。

　目の前の『怪物』は破壊と殺戮の権化。

　ダンジョンが解き放った、『抹殺の使徒』である。

　糸の切れた人形のように不細工な千鳥足ダンスを踊るベル。命が奪われずに済んでいる少年の心を、真っ黒な影が蝕むしばんだ。

　ベルは心の折れる音を聞いた。

　あの片角の猛牛ミノタウロスの時より深く、深刻な、失意の音を。

　体勢を崩した獲物に、『ジャガーノート』は慈悲なく尾を薙いだ。

　あらゆるものを砕く凶器の塊。

　それがベルの首に見舞われる。

「────────」

　鳴ってはいけない箇所から鳴る、何かが砕ける音。

　──死。

　ベルは終焉しゅうえんの音を聞いた。

　そこで少年の意識は、断絶した。
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　薙ぎ飛ばされた少年が矢のように吹き飛ぶ。

　失った腕から血を撒まき散らしながら、何度も地面を転がり、やがて陸と水流の境界で少年の体は止まった。

　そのまま何一つ、動かなくなる。


「…………クラネル、さん」



　立ちつくしていたリューは、かろうじて、それだけを呟いた。

　時の流れが緩慢だ。

　噓うそのように光景がのっぺりしている。

　水の流れさえ、止まっているようにすら。

　冒険者達の悲鳴も、自分の心臓の音も遠い。

　仰向あおむけに体を投げ出した、少年の無残な姿だけが鮮やかだった。

「──ベルッ!?」

　次には絹を裂くような絶叫を上げ、リューは走っていた。

　己を縛っていた心傷トラウマの鎖を引き千切り、少年のもとに飛び込むように駆け込む。

「……っ!?」

　彼の側で膝をついた瞬間、言葉を失う。

　千切れ飛んだ右腕はもとより、鎧を失った全身も夥しい裂傷と骨折の痣あざがあった。その口からも血を吐いている。前髪で隠れた目もとに意識の気配はない。あの尾の一撃を首に受け、まだ頭部が体から離れていないことの方がむしろ奇怪ですらあった。

　死亡の二文字がリューの脳裏に過よぎるほどの致命打。

　蒼白になりながら、震える指を少年の首元に添える。

「……！　まだ、生きて……!?」

　僅かに過ぎない、本当に微かすかな呼吸音にリューは驚愕きょうがくした。

《ゴライアスのマフラー》。あれほどの薙ぎ払いを被ってなお傷一つついていない。鉄壁を誇る巨人の襟巻きは必殺の一撃を受け止め、装備者の命を救ったのだ。

　だが攻撃こそ弾き返したものの、衝撃だけは殺せなかった。それは少年自身にも死を錯覚させるほどの深刻な損傷ダメージだ。おそらく、頸椎けいついの一部が罅割れている。

　片腕の止血──いや先に首の治療を！

　幾筋もの汗を流しながら、リューは『呪文じゅもん』を口ずさむ。

「【今は遠き森の歌。懐なつかしき生命いのちの調べ】──！」

　手持ちの回復薬ポーションは人造迷宮クノッソス攻略戦及びジュラ一味の追撃の中で使いきっている。

　詠唱の時間すら無限のように感じながら、リューは手持ち唯一の『回復魔法』を発動させた。

「【ノア・ヒール】！」

　木漏こもれ日にも似た暖光がベルの首元を包んだ。

　傷や破損といった損傷ダメージの類を癒いやし、体力も回復させる万能の『魔法』。だが回復薬ポーションのように即効性がなく、傷の完治に時間がかかるのが欠点であった。

　治療と並行しながら歯と片方の手でケープを破り、右手の止血を行う。

　全く動けなかった自分の無様を呪のろいながら、罪を償うように少年の治療を進めると、

「ひぃああああああああああああああああああ!?」

「！」

　優先対象ベルを仕留めた『ジャガーノート』が、再び残った冒険者達に襲いかかっていた。

　リューやジュラではなくボールス達に向かったのは、単純に数が多かったから。

　視界の中に殺戮の嵐あらしが復活する。

「た、助けっ──!?」

　助けを求める声にリューの心臓が打ち震える。

　──救援を、いやだが今ここを離れたらクラネルさんは──。

　リューのその懊悩おうのうは、結局は意味をなさなかった。

　逡巡しゅんじゅんと呼ぶにはあまりにも短い刹那の間に、怪物は殺戮を終えていたから。

　逆方向に逃げていたボールスと僅かな者を残し、他の冒険者は凄惨な死体になり果てていた。ベルが守ろうとした獣人の兄弟も、アマゾネスの戦士も。

　リューは選択すら、させてもらえなかった。

「──うぁああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　回復の光が途絶えた瞬間、リューは吠え、疾走していた。

　荒れ狂う衝動のまま突き進み、こちらに背を向ける紫紺の巨軀に木刀を突き込む。

『──』

　それに『ジャガーノート』はあっさりと反応。

　逆関節の脚に溜ためた力を解放し、リューの視界の外へ一時離脱する。

　水晶の柱に貼はり付きながら、『次はお前か？』と真紅の双眼を発光させた。

　間を置かず、突撃。

「ぐっっ!?」

　空間ごと切り裂いてくる『破爪はそう』を、地面に手をつき伏せることで回避する。

　ロングケープの裾すそが激しく破れる中、リューは焦燥を払いのけ、着地を決めるモンスターへ獣のように飛びかかる。

　一閃される尾に攻撃を阻まれながらも、しつこく懐ふところを狙ねらい、生理的嫌悪を与えてくる敵体軀に肉薄した。

　細長い敵の腕が届きにくい懐で、木刀の一撃を繰り出す。

『！』


「～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　大きく左右に反復して跳びながら、反撃まで交え、簡単に背後へ躍り出る規格外の怪物に、リューはすぐに防戦一方となった。

　リューが頑かたくなにベルを遠ざけようとしていた理由は、これだった。

　もしも『ジャガーノート』が産まれ落ちた時、標的にさせないため。

　普段のリューならば絶対にしない、消極的な思考。

　それは彼女に刷り込まれた恐怖の裏返しでもあった。

　それほどまでに、全てを奪われた五年前の『惨劇』は彼女を苛さいなんでいる。

「あああああ、ああああああああああああっ!?」

　灰色に染まった情景が蘇る。

　崩れる仲間が。

　武器を遺し、爆ぜていく友が。

　悲鳴を上げ咀嚼される戦友が。

『破爪』に貫かれる、知己ちきの背中が。

　全ての光景がリューの脳裏を焼き、恐怖を喚起して、戦意を挫くじこうとしてくる。

　だから、叫んだ。

　恐怖を誤魔化ごまかすために、過去を塗り潰すために、体を奮わせる叫びを。

　この叫びが、激情が枯れた時、リューはもう戦えなくなる。

　圧倒的な存在の前に心が折れ、自分の体を抱きしめながら、子供のように泣きじゃくる無力な少女と化す。

　それがわかっているからリューは木刀を振るい、叫び続けた。

『──ハァ』

　それに対し、『ジャガーノート』は。

　溜息ためいきに似た呼気らしきものを短く吐き出し、片腕の『破爪』を猛然と一閃した。

　それだけでリューの木刀は吹き飛んだ。

「──────」

　大聖樹の枝で作られた第二等級武装《アルヴス・ルミナ》が砕け散る。

　ベルの鎧と同じ末路を辿り、リューに別離の言葉を告げた。

　無慈悲な力に任せた『武器破壊』。木刀の柄つかを持つ指骨が『破爪はそう』の衝撃だけで罅割れる中、吹き飛んだリューは背中から水晶の床に叩きつけられた。

　かはっ、と肺の中から空気を引きずり出される。

「うおおおおおっ!?　今だ、今しかねぇてめえ等ぁ!?　やれええええええええええ!!」

　その時、遠く離れた場所でボールスが雄叫びを上げる。

　逃げても無駄だと悟った残りの冒険者達が取った行動。それはリューが時間を稼いでいる内に執行していた詠唱行為。すなわち『一斉砲撃』である。

　自らも『魔剣』を装備したボールスは、恐慌状態に陥おちいりながら他の者とともに『魔法』を撃ち放った。

「止やめろッ!?」

　呼吸もままならないリューが届くことのない叫び声を上げる。

　彼女の行為虚しく、『ジャガーノート』は己の巨軀を──備わった『殻』を発光させた。

　単発の速攻魔法ファイアボルトとは比べものにならない威力の一斉砲撃は、まるで少年の時の光景を巻き戻すかのように、『反射』された。

「──────」

　そのまま返された一斉砲撃が、ボールス達を直撃する。

　装甲殻そうこうかく、『魔力反射マジック・リフレクション』。

　殲滅力に特化し耐久性を捨てた『ジャガーノート』が有する、唯一の『盾』。

　たとえ絶対命中の『自動追尾』の『魔法』を放ったとしても、その怪物には届かない。

　砲撃では決して崩せない対魔力の守りによって、冒険者達は頼みの綱の『魔法』も断たれる。その絶望に誰もが心を折るのだ。過去、【アストレア・ファミリア】がそうであったように。

　運よく直撃を避け、尻餅しりもちをつくボールスは、黒焦こげとなった仲間の姿に呆然とした。

　眼帯が吹き飛び、喪うしなった左眼があらわになるも、そんなことを気にする余裕など一切いっさいない。

　眼光を輝かせる怪物が、既に目前に迫っていたから。

「や、やめろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおああああっ!?」

　ボールスは泣き喚わめいた。

　両手を前に突き出し、立ち上がることもできず、股間すら濡ぬらした。

　第二級冒険者である彼にとっても、その怪物は圧倒的過ぎた。

　間もなく、振り下ろされる『破爪』。

「──ぁ」

　鮮烈な弧を描き、頭の天辺から縦一線に走る軌跡。

　走馬燈そうまとうさえ許されない。

　自分の体が左右に分かれる音、男の脳はそれを聞いた。

　頭が潰れる音、肉を裂く音、砕け散る音も。

　ボールスはあっけなく死んだ。

「立ちなさいッ！」

「──っっ!?」

　そこで『幻覚』が霧散する。

　恐怖でおかしくなった頭が見せた幻から目を覚ますと、現実ではボールスはまだ生きていて、彼の代わりに一人のエルフが戦っていた。

　ボールスに『破爪』が届く前に敵の前腕を打撃して、一撃を防ぎ、二刀の小太刀をもって必死に抗戦する。

　エルフの背中は、今もボールスを守っていた。

「逃げろっ、早く！」

「お、お前……」

　フードも覆面も取り除かれた女の横顔に、ボールスは言葉をなくした。

　その後ろ姿は、まさしく18階層で見たあの勇敢なエルフと同じものだったから。

　恐ろしい漆黒の巨人と一人で戦っていた、あの冒険者のものと。

　直後、怪物の『破爪』が凄まじい速度で振り上げられる。

　間一髪反応し、上体を反そったにもかかわず掠めたそれは、リューの肩を裂いた。

　間欠泉のごとく、エルフの細い体から大量の血が噴く。

　ボールスの顔に生温かい体液が降りかかる中、ぐらりと崩れ落ちそうになったリューは、歯を食い縛った。

「急げえええええええぇ!!」

「ひっ、ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」

　手足をばたつかせながらボールスは逃げ出した。

　何度も足をもつれさせながら、ちっとも遠ざからない彼の背を守るため、血化粧をしたリューは『ジャガーノート』の蹂躙を一身に受ける。

『!!』

「うあっっ!?」

　足に叩き込まれる長大な尾。

『破爪はそう』ではないため格段に威力は落ちるものの、黒と紫紺の殻に包まれた硬質な尻尾テールはもはや棍棒こんぼうと同義であった。

　ロングブーツに包まれた右足をあっさりとへし折る。

　ぽきり、という乾いた音を脛骨けいこつから響かせながら、リューは薙ぎ飛ばされた。


「あっっ、っ～～～～～～～～～～～～～～～～っ……!?」



　言葉にならない苦悶の声を上げ、折れ曲がった足に片手を添える。

　あまりの激痛に意識を手放しそうになる。だがそれすら許されない。

　どんっ、と巨軀を前進させる恐怖の足音が響いていたから。


「っ……！」



　水晶の破片を左の頰につけながら、リューは震える顔を上げる。

　羽を喪った小鳥のように身悶もだえるリューを除けば、巨大な広間ルームの中で動く人影はもう他に存在しなかった。ジュラさえいない。逃げたのか。もう今の彼女には把握しきれない。

　破滅が迫っている。

　絶望を象かたどった怪物が。

　目前に着地する『ジャガーノート』に対し、満身まんしん創痍そういのリューにもはや抗う術は残されていなかった。

（仇ジュラの企たくらみを防げず、無様を晒さらして、私はここで……）

　悔しい。

　喚き散らして涙を撒き散らしたいほどに。

　再び『惨劇』を招いてしまった自分の過ちに、自らを呪い殺してやりたいほどに。

　それに、まだシル達に何も言っていない。

　居場所をくれた彼女達にまだ何も返していない。

　彼女達に報いるために、自分はここではまだ……。

　……嗚呼ああ、でも。

（これで、知己アリーゼ達のもとに……）

　ようやく仲間のもとに逝ける。

　ようやく謝れる。

　ようやく、彼女達に憎しみをぶつけてもらえる。

（彼女達を殺した咎とがから、ようやく……）

　ずっと心の奥底、一番深い場所に隠してあった罪悪の感情から、解き放たれることができる。

　それはリューにとって一種の救いであった。

　生き恥を晒していた自分を埋葬することができる、儀式。

　諦観にまみれた笑みが唇の端に浮かぶ。

　空色の瞳から滴がこぼれ落ちる。

　心の天秤てんびんが、生の執着より死の安寧に傾こうとした。

　その時。

「ぇ……」

　リューはそれを見た。
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　絶叫が轟いている。

　冒険者達の断末魔の歌が。

　叫喚が響いている。

　戦い、傷付き、恐怖に屈しまいとする妖精の意志が。

　響き渡る戦場の音に、ぴくり、と少年の指は微動した。

　一際ひときわ強い震動が水晶の大地に罅を刻み、崩壊させ、陸おかと水流の境界に倒れていた少年の体を水面へ投げ落とす。

　音が遠ざかる水の世界。断たれた片腕から広がる紅の霧。深く冷たい水底へと落ちていく。

『──ベルッ』

　ゆっくりと落ちていく少年のもとに、涙の声が届く。

　緑玉蒼色エメラルドブルーの髪を翻し、その人魚マーメイドは無残な姿になった彼に手を伸ばした。

　胸に抱くのは、今もナイフを放さない少年の右腕かたわれ。少女が嚙み千切るのは、己の手首。

　傷口の断面に押し当てられた右腕が、少女の『生き血』を吸う。

　癒いやしの泡沫ほうまつを噴きながら、少年の体は喪った右腕かたわれを取り戻した。

『ベル……ベルッ』

　少女の涙は止まらない。

　瞼を閉じる少年の頰に手を添え、彼のナイフで自分の体を何度も斬り刻み、落ちていくその体を思いきり抱きしめた。

　触れ合う少女の傷から、少年の傷へ『血』が流れ込み、溶け込んでいく。

　互いの血が混ざった紅の霧に包まれながら、傷だらけだった少年の体が修復されていく。

　生きて、と怪物の少女は何度も囁ささやいた。

　目を開けて、とマリィは何度も唇を彼の耳朶に押し当てた。

　少年は、応こたえた。

『ッッ!!』

　拳こぶしを作り、瞳を見開き、口から無数の気泡を吐く。

　漆黒のナイフが復活の光を放つ。

　額が触れ合う距離で、涙に濡れる少女の瞳と、見つめ合った。

　──ありがとう。

　少年は少女に感謝した。

　──ごめんね。

　少年は少女に謝罪した。

　──行かなくちゃ。

　少年は少女に意志を示した。

　人魚マーメイドが愛した少年は、難破した船の王子ではなかった。

『冒険者』だった。

　今も戦っている妖精なかまのために、一度は絶望に蝕まれた心を奮わせ、再起の炎を灯ともす。

　マリィははらはらと涙を流し、その手で引き止めようとして、断念した。

　少年は頑固だから。

　少年は『冒険者』だから。

　マリィも、大好きな『異端児かぞく』のためなら同じことをするから。

　だから代わりに、もう一度抱きしめた。

　そっと体を放し、送り出す。

　人魚マーメイドの抱擁から解放された少年は水を蹴り、一気に浮上していく。

『約束ヤクソク──』

　遠ざかるその姿を見上げながら、マリィは泣いた。

　少年に片手を伸ばしながら、その願いごとを水の世界に溶かした。

『──負マケナイデ』

　ベルは拳を突き返し、光が差す水面を破った。
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　リューは、それを見た。

　散る水飛沫を。勢いよく破られる水流を。水晶の陸おかを踏み締める脚を。

　大地に立つ少年を。

　意志の光を宿す、深紅ルベライトの双眼を。
















「ありがとう──マリィ」

『マーメイドの生き血』。

　怪我けがを癒すと言われている神秘の怪物の血ドロップアイテム。

　全快。

　少女の献身を浴びた少年の傷口が回復の煙を上げる。

　リューの瞳にはそれが、反撃の狼煙のろしにも見えた。

　右腕を取り戻した少年は、眦を決し、漆黒のナイフを持つ手を握り締める。

『──────』

　ぴたりと動きを止める『ジャガーノート』の背後で。

　瞠目するリューの視線の先で。

　水流から顔を出すマリィの側で。

　ベルは、猛った。

「ッッッ!!」

　疾駆する。

　瀕死ひんしであった筈の体を弾丸へと変え、『ジャガーノート』へ攻めかかった。

『!!』

　瞬時、リューの眼前で猛然と回転する怪物の体軀。

　完膚なきまでに破壊しておきながら舞い戻ってきた再戦者リベンジャーを、単なる『獲物』ではなく最大の殲滅対象てきとして断定する。

　恐ろしい速度で突き進んでくる少年に対し、今度こそ粉砕せんと最強の『破爪はそう』を繰り出した。

「っっ──!!」

　超速で迫りくる一撃必殺に、ベルが選んだ選択は回避ではなく、直進。

　首に巻き付いた襟巻きを勢いよく解き、左手に巻き付け、勢いよく前へ突き出す。

『!?』

　破壊者ジャガーノートの眼光が、この時、驚愕に染まった。

　失った手甲の代わりに巻き付いた漆黒の襟巻きが、凄まじい火花を上げ、己の『破爪はそう』を滑らせる。

　ダンジョンから賜たまわった『破壊の武器』は、同じくダンジョンが生み出した『最硬の防具』によって受け流された。

　時を止めた怪物の隙を、先程のお返しとばかりにベルは掠め取る。

　回避も許さぬ電光石火で、一挙に懐、敵の胸部目めがけて逆手に持った《ヘスティア・ナイフ》を一閃させた。

「!?」

　そしてベルもまた驚愕する。

　敵の胸を裂いた。しかし『核』を打ち砕いた手応えがない。

　──『魔石』がない!?

　互いに戦慄する冒険者と怪物が綺麗きれいに横をすれ違う。

　すぐさま振り返る人の脚とモンスターの足爪。

　ぶつかり合う両者の眼差し。

　互いに空振りに終わった一撃必殺。

　よって。

　ここから始まるのは、互いの命を賭とした『死闘』である。

『────────────────────────────────ッッッ!!』

「ふッッッ!!」

　殺意を充満させた咆哮を上げる『ジャガーノート』に、《ヘスティア・ナイフ》と黒巨人の襟巻ゴライアス・マフラーを装備するベルは気迫一声、真っ向から突っ込んだ。

　──逆関節の脚力による高速移動、連続跳躍。

　──あれにものを言わせた攪乱かくらん戦に付き合っては瞬殺される。

　故ゆえにベルが選んだのは、殴り合いの超近接戦闘ブル・ファイト。

　その初撃に渾身を捧げ、先制を奪い取るべく、純白の光矢となった。

『──!?』

　槍のごとく突き出される敵の一撃に、肩と首の表面を削そがれながらの突撃。

　血と皮、肉の破片が飛ぶ。

　リューが言葉を失い、マリィが両手で口を覆う中、血潮さえ推進剤に変えて特攻する。

「ああああああッッ!!」

　漆黒の刃が向かうのは、敵右脚の逆関節。

　神速をもって斬閃をその膝に叩き込んだ。

『ッッ!?』

　がくんっ、と右足を僅かに落とす『ジャガーノート』。

　姿勢の維持、及び戦闘続行には何ら支障はない。だが豪風のごとき高速跳躍が不可能となる。

　跳躍力を蓄力チャージする逆関節の『膝』を、ベルの一撃は的確に捉えていた。

　相対するモンスターは、既に深い損傷ダメージを負った少年をまじまじと見つめる。

　左半身を血塗ちまみれにしながら、その『冒険者』の双眼は告げていた。

　ここからだ、と。

「──勝負だ」

　深紅ルベライトの瞳を光らせ、少年がナイフを構える。


『──オォッッッ!!』



　真紅の眼光を燃やし、怪物はこの日、初めて怒りの咆哮を上げた。

　水晶の床を爆砕し、互いの姿を霞かすませ、衝突する。

　少年の思い描いた通り、凄烈な超近接戦闘ブル・ファイトが火蓋を切った。

「クラネルさん!?」

　折れた右足を崩しながら何とか上体を起こすリューは、無謀な少年の『冒険』に悲鳴を上げた。

　リューが一番『ジャガーノート』の恐ろしさをわかっている。

　方法がそれしかないとはいえ、あの怪物の殺戮圏の中に身を置きながら戦い続ける真似、まともではない。やはり見る見る内に少年の体は傷付いていった。

　血の粒を飛ばし、肉の欠片かけらを飛ばしながら、鎧を失ったインナーが切り刻まれていく。

　少年が刻一刻と削り取られていく光景に、マリィは青ざめて言葉さえ出ない。

　が、

『……!?』

　その『破壊の爪』は、ベルを貫けなかった。

　左手に巻いた襟巻マフラーをまさに籠手ガントレット代わりにして、『ジャガーノート』の『破爪』を滑らせ、受け流す。

　ふざけるなと言わんばかりに怪物は最強の『破爪はそう』を何度も振り下ろした。

　だが砕けない。破れない。いくつもの傷を生じさせながらも黒巨人ゴライアスの防具は──ヴェルフが作り、カサンドラが託してくれた『盾』は壊れない。

　ならばベルは戦える。

　仲間が用意したこの『盾』がある限り、最強最悪の【厄災】に立ち向かうことができる。

『絶対防御不可能』であったこの必殺を凌げるというのなら。

　僅かな勝機を手繰り寄せ、絶望を打ち倒すことができる。

「シッ!!」

《ヘスティア・ナイフ》もまた雄叫びを上げていた。

　漆黒のナイフが『破爪』の軌道を変える。舞い散る大量の火花。刃の悲鳴。だが、神の刃は砕けない。斬り結べる。

　猛り狂う破壊者ジャガーノートと同じ、最強の矛ほこと盾を持つ少年は『死闘』を演じ続ける。

（──やっぱり）

　戦いの中で、傷から吹き出る鮮血を浴びたベルの瞳が、眇すがめられる。

（相手の方が、速い）

　力は上、速度も上。怪物ジャガーノートに対しベルの能力すべては劣っている。

　どんな格上との勝負でも唯一勝っていた『敏捷』でさえ、勝ることはできない。

　その絶望的な分析に、しかしベルの心は折れることなく、不屈を叫んだ。

　己の全てを上回る怪物にどうやって抗うか。──決まっている。

　培ってきた『技と駆け引き』だ。

　冒険者に与えられた武器と防具だ。

　胸に灯るこの意志だ。

　絶望という名の『試練』を、冒険者達はそれをもって『偉烈』に変えてきた。

（この体軀おおきさで、ありえない潜在能力ちから──）

『漆黒のゴライアス』と、『ジャガーノート』。

　どちらが上かと問われれば、ベルは素直にわからないと返す。

　比較はあまりにも無意味だからだ。

　もはや方向性ベクトルが異なる。

　対軍の制圧力に優れた巨人ゴライアスに対し、化物ジャガーノートはまさに対人の殺傷能力を極めた殺戮者。

『破爪はそう』は一点突破という意味で巨人ゴライアスの大拳ハンマーや砲撃ハウルを上回るだろう。

　一方でその『耐久』は階層主の足もとにも及ばない。

　あまりにも特化された『力』と『速度』、殲滅能力を突き詰められた化物は、巨大空間ルームではなく通路を始めとした迷宮の閉鎖空間内で最もその潜在能力ポテンシャルを発揮する。

　故に、迷宮を傷付ける冒険者ウィルスを始末するためだけの『抹殺の使徒』。

　──あの好敵手ひとより、速い？

　迅烈な攻撃速度、手足を間断なく痺しびれさせる衝撃。

　燃え上がる頭の片隅で理性の欠片があの漆黒の猛牛ミノタウロスと対比する。

　破壊力そのものは『破爪』を持つ『ジャガーノート』が上か。

　純粋な膂力ならば『アステリオス』に軍配が？

　いやあの時の好敵手は瀕死の身、あれ以上の力が──。

　一瞬の間走はしった余計な思考を、そこで排除した。

　この死闘の前に要らぬ雑音ノイズは死に直結する。

　僅かな失策ミスは、互いの首を刈る鎌に変貌する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　ベルの斬閃の嵐に傷を負いながらも、『ジャガーノート』は攻撃を緩めようとしなかった。

　全身が悲鳴を上げている。過熱オーバーヒートする体が今にも砕け散ろうとしている。

　左手は、断末魔とも知らない絶叫を。

　度重なる『破爪はそう』を捌さばき続けている襟巻マフラーの内側は、衝撃によって既にぐちゃぐちゃになっていた。もはや痛覚以外の感覚が存在しない。ぐしゃりぐしゃり、と流れ出た血液が攪拌シェイクされる音が鳴っている。だが、『破爪はそう』を受け流せなくなれば、それはベルの敗北だ。

　肉が抉えぐり取られた首と肩が焼けている。

　体内の傷口が再び破れて、ゴポリ、と口から血が溢れる。

　それでも双眼に光を宿し、前へ。

　ここでベルが倒れれば『ジャガーノート』は必ずリリ達を殺すだろう。この『水の迷都みやこ』にいる全ての冒険者は鏖殺おうさつされる。

　駄目だ、許さない、死守だ。

　すなわち。

（お前を倒す!!）

　たとえ『悪』の謀はかりごとによって召喚され、望まれず産まれ落ちた存在であったとしても、数多の命を奪う怪物を放っておくことはできない。

　これ以上殺させるものか。これ以上、誰も死なせるものか。

　ベルは『偽善者』の仮面を被る。

　自分が守りたいもののために、目の前の存在を打倒しにかかる。

『ッッッ!!』

　始まる敵の猛攻。砕け散る水晶のきらめき。防戦一方になる自分の体。

　爪撃、回避、牙砕、迎撃。

　反撃の一閃。捉える。浅い。まだだ。再び斬閃。剝落はくらくする敵の装甲殻そうこうかく。たたみかけろ。

　まだベル・クラネルは戦える。そうだろう。行け。あの人を守れ。もとよりこの階層に来たのは一体なんのためだった？

　永劫えいごうに等しい瞬間の中で、ベルは文字通り命を削って加速した。

　速く、速く、もっと速く。

　目の前にいる『彼女の悪夢』を終わらせるために──。

「──あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　全身から血を流しながら、ベルは吠えた。

　たった一枚の布切れ、たった一つの命綱を片手に死の暴風に斬りかかる。

　リューの『絶望の象徴』に、真っ向から対峙たいじする。

　──あの人が抱えていた苦しみが、少しわかった。

　一度は絶望に蝕まれた心を燃やすのには、それだけで十分だ。

　悲劇も惨劇も咆哮の気炎で焼きつくさんと、少年の喉のどは震え続ける。

「クラネルさん……」

　少年が誰のために吠えているのか、鈍感なリューでもわかった。

　この状況でなお、胸の奥が熱い何かに満たされる。

「……貴方は、そんなに……」

　強くなったのですか、という呟きは戦場の音の中に消えた。

　倒れている自分が情けなかった。

　だが心に灯るこの感情は、それさえも包み込んでしまう。

　初めて、少年が好きだと言っていた『英雄譚』への想おもいに共感を覚えた。

『絶望』に立ち向かう姿があんなに気高いことを、妖精エルフは初めて知った。

『……!?』

　破壊者ジャガーノートは、産まれてから初めて抱くその感情に戸惑った。

　破壊しても蘇り、切り刻んでも突き進み、叩き潰そうとしても逆巻いて抗う白い炎に、当惑した。

　気圧けおされているという事実は産まれて間もない彼には理解できない。

　やがて。

　一向に衰えない斬撃の嵐を脅威と取ってか、あるいは少年の気迫に押されてか、『ジャガーノート』は初めて後退した。

　互いの命を賭とした根比べにモンスターの方が折れたのだ。

　怪物の本能か、あるいは当然の帰結。

　既に少年は半死半生。一度死に損なった獲物に危険性リスクを冒す必要はない。

　仕掛けられた超近接戦闘ブル・ファイトから怪物は離脱し、距離を取った。

　間違いなく、有効な一手。

（──退ひいたな）

　だが、少年は勝機を見た。

　血にまみれ朦朧もうろうとする意識の中で、餓うえる闘争心を鮮明に燃やし、その一筋の希望を手繰り寄せる。

　あの『好敵手』なら退かなかった。

　あの『憧憬しょうけい』なら最後まで斬り結んだ。

　戦士でもなく、冒険者でもない目の前の『怪物』に、眦を吊り上げる。

　この『一瞬』をもぎ取るために超近接戦闘ブル・ファイトを仕掛けた。

　ベルよりも速かった敵は後退するために、この時『初めて後手に回った』のだ。

　後傾姿勢を取る敵に向かって、ベルは、襟巻マフラーを巻き付けた左手を突き出した。

「【ファイアボルト】!!」

　十七連射。

　精神力マインドを十七の弾丸に変え、ありったけの『魔力』を装塡そうてんした渾身の超速射砲ラピッド・ファイア。

　壮絶な瞬間火力が一驚するモンスターの眼前に展開される。

『！』

　しかし、当然のように体を発光させる『ジャガーノート』。

『魔力反射マジック・リフレクション』。

　無敵の盾をかざし、少年の『魔法』をあえなくはね返す。


「ッッッッ!!」



　──かかった！

　勝利の雄叫びを上げ、ベルは全弾反射された炎雷の渦中へ、突っ込んだ。

「!?」

　妖精エルフは目を疑い、人魚マリィは悲鳴を上げ、怪物モンスターでさえ驚倒した。

　迫りくる十七連発の火砲。

　真まっ赤かに染まる光景が瞬く間にベルの体を呑み込む。

　自らの炎に焼かれ、脇腹を貫かれながら、それでも勝利の雄叫びを上げ、前へ。

　たった一発。

　たった一条の、狙い澄ましていた炎雷ファイアボルトを漆黒のナイフで受け止め、炸裂させた。




　そして、蓄力する。




『ジャガーノート』は見た。

　ナイフに炸裂した筈の炎雷が拡散することなく、白光に押さえ込まれ集束する光景を。

『二重蓄力デュアル・チャージ』。

　跳ね返されると見越した上での『必殺』への布石。

　反射された膨大な火炎弾は隠れ蓑みの。荒ぶる炎雷の弾幕が敵の視界から自分の姿を消した瞬間を掠め取り、ベルは渾身の肉薄を仕掛ける。

　刹那の狭間に立ちつくした『ジャガーノート』は全て理解した。

　怪物の体も致命傷になりうる一斉射撃をもって、『魔力反射マジック・リフレクション』の発動を誘発させられた。

　装甲殻そうこうかくの使用のため一瞬に満たない硬直時間を狙っての、突貫。

（────────）

　炎の鎧を纏った荒れ狂う神の刃に、『ジャガーノート』は時を止めた。

　速い、不味まずい──だがまだ間に合う。

　力を総動員すれば、迎撃も、防御も、回避も可能である。

　しかし怪物の本能に雑音ノイズが走った。

　あれは『魔法』か、斬撃か。

　無敵の『盾』で跳ね返せるのか、必殺の『破爪はそう』で打ち砕けるのか。

　抹殺の使徒は迷ってしまった。

　次に取った行動は、『回避』。

　残された左脚の逆関節を軋ませ、十全ではないながらも十分な跳躍を行う。

「──」

　結論から言ってしまえば。

　厄災の怪物は、その冒険者との『駆け引き』に負けた。

　判断に費やされたその一瞬は。

　最速の兎うさぎに晒してはならない、痛恨の隙であった。

「──ふッッッ!!」

　左手の襟巻きを一気に解ほどく。

　そして、一投。

　直線遠距離射撃ファイアボルトとは異なる、中距離の『間接攻撃』。

　鞭のようにうねり空間を走った漆黒の帯は、モンスターの長い尾を捕まえる。

『!?』

　がくんっと揺れる振動、伸び切った襟巻、水晶の地面に踏ん張る少年の両脚。

　空中で不自然に停止する『ジャガーノート』。

　敵が帯びていた途方もない慣性の反動が、襟巻を摑むベルの左手を襲う。

　ミチッミチッ、と筋肉が千切れる音が鳴る。

　メキッ、と腕の骨が外れる旋律が走る。

　見開かれた双眼が充血する。

　それでもベルは渾身の力をもって、左腕を引き寄せた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」

　尾と襟巻きが繫がった『ジャガーノート』が引き戻される。

　少年のもとに降下する怪物は巨軀を揺さぶり、先程から芽生えているその『感情』を理解してしまった。

　これは獲物が抱く『恐怖』であると。

『─────────────────ッッ!?』

　ベルのもとに引き寄せられる『ジャガーノート』はその感情を振り払うように、紫紺の輝きを振りかぶった。

　全て壊す『破爪はそう』。砕けぬものなどない絶対の武器。

　敵の右手が宿す炎熱の刃に向かって、己おのが武器を構える。

　──先程モンスターは思考した。

　あれは『魔法』か、斬撃か、と。

　否である。

　それは『魔法』でもなく斬撃でもなく、反射はもとより防御も許さない極大の『必殺』。

　あらゆるものを灰燼かいじんに帰す、『聖火の一撃』。

　九秒分の蓄力チャージ。

『破爪はそう』とともに迫りくる『ジャガーノート』に、ベルはその一撃を解放した。




「聖火の英斬アルゴ・ウェスタ!!」




　爆砕。
















『────────────』

　牙のごとき大爪が、炎の轟声に呑み込まれる。

　紫紺の輝きが光炎フレアに塗り潰された。

　砕ける『破爪』。飛び散る黒と紫の欠片。

　一度は吹き飛んだ少年の右腕。

　今度は、『ジャガーノート』の右腕が消滅する番だった。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　絶哭する。

　聖火の轟閃によってその右腕は『破爪はそう』ごと跡形もなく消し飛び、威力と衝撃は肩を通じて右半身に及んだ。

　攻撃と敏捷に特化したが故の低い『耐久性』。脇腹、背面に損傷と亀裂が走り抜け、『殻』がばらばらと剝落する。化石を彷彿させる胴体も破壊される『ジャガーノート』は、爆砕された反動で水晶の大地に突っ込んだ。

　右腕ごと爆砕された尾が襟巻きという鎖から解放され、その巨体は地面を擦過しては転がり、広間ルームの中央でようやく止まる。

　破壊者ジャガーノートは初めて痛哭を上げた。

（蓄力チャージが足りなかった……！）

　絶叫を上げて悶え苦しむ怪物を見て、ベルは目を眇めた。

　刹那の攻防のため仕方なかったとはいえ、必殺には至らなかった。

　だが、手応えはあった。

　最凶最悪の怪物に銀の弾丸を打ち込んでやった手応えが。

「ぐぅううううううううっ……!?」

　一方で左手に走り抜ける恐ろしい激痛。

　速攻魔法の大展開と『二重蓄力デュアル・チャージ』によって酷使された精神力マインドが体から力を奪っていく。

　足が震える。肩から腕が千切れそうだ。左手の感覚はない。

　だか、戦え。力を絞り出せ。あの厄災のモンスターに止とどめを。

　凄まじい痛みの渦に片目から涙を流しながら、ベルは《ヘスティア・ナイフ》を握り締め、今も立ち上がれないでいる『ジャガーノート』へ向かおうとした。

「っ──クラネルさん!?」

　そこで、呆然としていたリューが肩を揺らし、声を上げる。

　ベルもはっと気付いたが、遅かった。

　隻腕の影が水晶の柱から身を踊り出し、『ジャガーノート』に覆い被さった。

「ははははははははははッ!?　やったぜぇええええええええ！」

　ジュラである。

　身を隠していた調教師テイマーの男は、待ちわびていた機が到来した瞬間、飛び出したのだ。

　恐竜の化石を彷彿させる『ジャガーノート』の細い首には、妖あやしく輝く紅の首輪サークルが嵌められていた。

「期待していなかったが、本当にこの化物の膝をつかせちまうとなぁ！」

「ジュラ……！」

「だがこれで、こいつは俺のもんだぁ！」

　歓喜に打ち震える猫人キャットピープルの男は、啞然あぜんとするベルとリューに笑みを見せる。

　それは男がずっと待っていた『念願の時』だった。

　口もとに嘲笑を滲ませるジュラは、紅の鞭を取り出し、勢いよく地面に叩きつける。

「さぁ立て、俺だけの化物！　そのガキと、リオンを殺せぇえええええええええ!!」

　鞭に共鳴する首輪が強烈な光を放つ。

　暴れるかのごとく輝きをまき散らす魔道具マジックアイテムに、半身を失った『ジャガーノート』は何度も体を揺すっていたかと思うと……ゆっくりと立ち上がった。

　その眼窩の奥、真紅の眼差しは少年とエルフにそそがれる。

　体の損害を無視して殲滅の意志を宿す怪物の影に、ベルは焦燥を隠さず、顔を歪めた。

「はははははははっ！　さぁ、殺れ、殺っちまえ！　てめえのその『爪』で──」

　瞬間。

　怪物は煩わずらわしそうに、残っている尾を薙いだ。

　飛び散る肉片。二つに分かれる男の体。

　吹き飛んだジュラの上半身は、何が起こったか最後まで理解できないまま、広間を流れる水流に落下した。

　下半身が思い出したように地面に倒れ、上半身が沈んだ水流は紅の気泡を浮かばせる。

　ベルも、リューも、言葉を失った。

　あっけなさ過ぎる、『悪』の最期だった。


『──、──、──────ッッ……!!』



　しかし首輪の輝きは止まらない。

　男の遺志、いや怨念おんねんを一身に受け止めるように発光を重ね、『ジャガーノート』の体軀を突き動かす。

　破損を重ねた足爪が一歩を踏み出し、ベル達に近付いた。


「くっ……！」



　損傷ダメージも顧みない破壊者を前に、ベルは《ヘスティア・ナイフ》を構える。

　もう一度戦闘に臨もうと、悲鳴を上げる全身に鞭を入れる。

　その時だった。

「──？」

　何かが崩れる音を聞いた。

　正確には、積まれていた瓦礫がれきを払いのけるような。

　何かが引っかかったベルは──異変の兆候に耳を貸した冒険者の直感は、『ジャガーノート』が正面にいるにもかかわらず、背後へと首を巡らせてしまった。

　後方にいるのは、まだ立ち上がれずにいるリュー。

　そして更にその奥、崩れた水晶の中から這はい出る、大蛇のモンスター。

「──────」

　仕留めた筈の『ラムトン』。

　首輪の輝きを纏う超大型級のモンスターは明らかに調教テイムの影響を受けていた。男ジュラが遺した最期の命令こえを一言一句違わず聞き入れ、血まみれの複眼をぎらつかせる。

　調教師テイマーの最後の指示。それは『少年ガキと妖精リオンを殺せ』。

　瀕死の大蛇は咆哮を上げ、水晶の破片を巻き上げながら襲いかかった。

　すなわち、リューの背後から。

「リューさんっ!?」

　異変に気付いて目を見開くも既に遅きに失したリュー。

　その背後から巨大な口腔を覗のぞかせ突き進む『ラムトン』。

　それに向かって、走り出すベル。

　なけなしの力で加速した少年の腕は伸ばされたリューの手を摑み、抱き寄せる。

　次の瞬間、二人の冒険者は大蛇の口に呑み込まれた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　雄叫びを上げ、そのまま鋭く尖とがった頭部を地面に突っ込ませる『ラムトン』。回転する大長軀は岩盤を砕き、抉って、地中へ穿孔せんこうした。

『────────ッッ!!』

　身を震わせる『ジャガーノート』も同じ。

　罅の入った体から『殻』の破片を飛ばして咆哮し、『ラムトン』が開けた大穴へと飛び込む。

　広間ルームで繰り広げられていた壮絶な戦闘は、それで幕を閉じた。


「ベル……ベルゥーーー!?」



　ただ一匹ひとり。

　静寂に包まれる広間に残された、人魚マーメイドの悲痛な叫び声が響き渡った。
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「放してください、カサンドラ様！　いい加減にっ……！」



　リリの怒声が『巨蒼の滝グレート・フォール』の滝音にかき消されている。

　25階層の大空洞。

　次層の大空洞を見渡せる滝口付近の崖で、冒険者達は問答を重ねていた。

「駄目ですっ、駄目なんです……！　27階層に行っては……！」

　小人族パルゥムの少女の腕を摑んで放さないのはカサンドラだった。

　目尻に涙を浮かべながら、押さえようとする命ミコト達も振り払い、その小さな手を放そうとしない。春姫ハルヒメ達がうろたえるほどの変貌振りで、【ヘスティア・ファミリア】をこの場に縫いとめていた。

（『予知夢ゆめ』は実現してしまった！　死の暗示が出てるこの人達を、絶対に行かせてはいけない……！）

　彼女の行動はその想い一つであった。

　少女の身を襲うのは途方もない罪悪感と、絶望感。

　見殺しにした多くの命が苦しみとなって、のしかかる。

　胸を締め付けるでは生温なまぬるい、嚙み砕かれるような思いをカサンドラは味わった。

　両の目からも、涙が溢れ出す。

（でもっ、でもこれで……！）

　この人達は助かる。カサンドラの大切な人々は、このままいけば助かる。

　免罪符にもならないそれを胸に抱き締めながら、カサンドラは苦しみながら安堵あんどした。

　これで、絶対的な破滅を回避したのだと。

　しかし。

　確信したカサンドラを嘲笑あざわらうかのように、『それ』は起こった。

「──」

　大地の地震。

　いや、ダンジョンが起こす『揺れ』。

　カサンドラの奇行に悩まされていたヴェルフ達は、一様に動きを止める。

　彼等の聴覚は、それを聞き逃さなかった。

「おいっ、この音……！」

「まさか、冗談だろ……」

「ありえません、だってあれが産まれるのに半月は……！」

　桜花オウカ、ヴェルフ、リリが顔色を激変させるのを他所よそに、迷宮は唸り続けた。

　──ダンジョンが思うことは一つ。

　免疫たる『抹殺の使徒』を送り込んだにもかかわらず、冒険者ウィルスは生きている。どころか、『厄災の子』はこの階層を離れてしまった。母胎を壊す存在はまだ『水の迷都みやこ』に残っているというのに。

　それも一つや二つではなく、見過ごせない数が。

　看過できない。

　よって、ダンジョンはありえない選択肢を取った。

　唸り声を上げながら、『その存在』を産み落とす。

「こ、これは……！」

　リリ達は覚えがあった。

『巨大過ぎる何か』が産まれ落ちる、その前触れに。

　階層が揺らぐ震動と、その巨大な亀裂が走る音に。

「来るよ！」

　アイシャが叫んだ次の瞬間、27階層の『巨蒼の滝グレート・フォール』が爆発した。

　凄まじい水飛沫が25階層まではね上がり、すぐに猛烈な降雨となって大空洞にそそぐ。

　最下層の大瀑布を突き破って現れた『それ』は、地下の雨を浴び、発生した白い煙に包まれながら、ゆっくりと滝壺の底へ潜水した。

　間を置かず、驀進ばくしん。

　凄まじい勢いで流れる大量の暴水、数百Ｍメドルにも及ぶ『巨蒼の滝グレート・フォール』をまさに滝登りのごとく、逆行する。

「──」

　27階層から26階層、そしてこの25階層に迫りくる不気味な巨影を見下ろし、カサンドラは思い出していた。

　──『ああ、滝を伝って下からモンスターが昇ってくるなんてないから安心しな』。

　──『一部を除いて、だけどね』。

　それは数日前の、とある女傑の台詞せりふ。

　今は隣で大朴刀を構え、瞳を驚倒一色に染めているアイシャの言葉。

　彼女の言葉が意味するところを、カサンドラはようやく悟った。

「離れろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　ヴェルフの叫喚に、リリ達は滝口の断崖から一斉に退避した。

　直後、滝口が砕ける。

　発生した津波に誰もが呑み込まれながら、岸の奥へ流されていく。

　一人、また一人立ち上がり、何度も咳せき込みながら濡れた顔を上げると、視線の先にいたのは一匹の『竜』だった。

　二つの首を持つ、『双頭竜』。

「27階層、『迷宮の孤王モンスターレックス』──」

　リリの呆然とする呟きを、アイシャが継いで、吐き捨てた。

「──『アンフィス・バエナ』！」

　25階層の滝壺、巨大な湖の中央で体をくねらせる階層主は、母の願いに応えるように頭上を仰ぐ。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　それは現在確認されている『階層主』の中でも唯一の例外。

　特定の地域エリアを守る『迷宮の孤王モンスターレックス』の規則ルールに反する、『移動型』の階層主。

　顔を歪めながら武器を構える仲間の中で、カサンドラは放心する。

　ここはダンジョン。怪物の坩堝るつぼ。

　悲劇の予言者の『反逆』など取るに足らない事象でしかない、無限の迷宮。

　双頭の白竜はダンジョンの意志を掲げ、咆哮を連ねる。

　少女の相貌は凍りついた。




【破滅】を回避したというのなら。

　次にカサンドラ達に訪れるのは──そう、【絶望】である。

















　鳴り響く、岩盤を打ち砕く音。

　岩石の雨とともに巨軀きょくが落下する。

　猛烈な空気を裂く音の後、地面から激突音が奏でられた。

　その衝撃に階層が震動する。

　舞い上がる煙の奥、できあがった窪地くぼちの中で蠢うごめくのは青白い長軀。

　大蛇のモンスター『ワーム・ウェール』である。

『──────アアァ!?』

『凶兆ラムトン』の名を冠する怪物は暴れた。

　複眼を潰つぶし、血を流しながら、この世で最も度し難い苦痛を与えられたかのようにもがき苦しむ。大きな顎あぎとから紅くれないの色が交ざった吐瀉物としゃぶつを吐き出しながら、その長大な体軀をのたうち回らせた。

　それはまるで、『絶対に腹を壊す非常に厄介やっかいな異物』を食べてしまった子供にも似ていて。

　次の瞬間、ドンッ！　とモンスターの長軀が震える。

　一度では収まらない。二度、三度、四度。

『衝撃』が発生する度、モンスターの悲鳴は激しさを増した。体軀の青白い表面が、まるで灯火ともしびをつけたように内からぼうっと薄い緋色ひいろに染まる。とうとうその『衝撃』はモンスターの体皮を貫き、『炎雷の光』を迸ほとばしらせた。

　二発、三発、尚も止まらない。

　長軀の側面から打ち上がる炎砲。凄すさまじい炎雷の矛ほこ。

　体を内側から焼かれ、貫かれたモンスターは力つき、轟然ごうぜんと大地に横たわった。

　そして。

　長軀の中央、漆黒のナイフが体皮から飛び出す。

　体内から剣つるぎが生えたかのごとく、漆黒の刃は刀身に刻まれた『神聖文字ヒエログリフ』を発光させ、肉を断つおぞましい音を奏でながら徐々に下へ、下へ、下へ、表皮を縦断した。

　刃で引かれた縦一線の傷。

　どろり、と体内にしまっていた臓物ものが紅の水と一緒に溢あふれ出す。

　直後、内側から現れた手がその傷口を摑つかみ、左右へ思い切り、引き裂く。


「ぐあああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁっ…………!?」



　白髪の少年が現れる。

　両目をきつく瞑つむり、全身から湯気を上げ、ベルは絶叫を上げた。

　脱出したモンスターの体内から前のめりに数歩進んだかと思うと、どしゃっ、と受け身も取らず、血の泉へ倒れ込む。


「うああああああああああああぁぁぁぁっ……!?」



　ベルの全身は溶けていた。露出した肌を始め、冒険者装備インナーも一部が溶解し、その真っ白な髪も煙を上げている。無事なのは左手に巻き付いた漆黒の襟えり巻きと鞘さやに守られていた武器のみ。

　呑のみ込まれたモンスターの胃袋の中で、強烈な毒の酸が少年を焼いたのだ。

　ようやく体外に脱出し、冷たい外気に触れても激痛が全身を埋めつくす。

　酸が交じったモンスターの血溜だまりにうつ伏せになって沈み、再び肌を焼かれて煙が上がる。

　だがすぐに、ベルは手をついて体を引き剝はがし、ふらつきながら立ち上がった。


「リューさっっ……リューさぁあああああああああああああああんっ……!?」



　癒着してきつく閉じられていた片方の瞼まぶたをこじ開け、視界をぼやけさせながら、再びモンスターの体内へ赴く。

　耳を塞ふさぎたくなるような呻吟しんぎんを上げながら、体内をかきわけることしばらく、その腕で一人のエルフを抱きしめ、今度こそ怪物の胃袋を後にした。


「うあああああああっ……！」



　常人ならば仲良く溶けて、大蛇の腹の中で混ざり合っていただろう。

　だが二人は常人を遥はるかに超越した上級冒険者。『器』を三度昇華させた彼等は強力な胃酸にも耐え抜いた。

　無様な中腰の姿勢でリューをずるずると引きずり、モンスターの血の泉を避けた後、突っ込むように地面へ倒れる。

　リューはぐったりと力を失っていた。呑み込まれた後もベルが胸に抱き締め守っていたとはいえ、やはりロングケープや戦闘衣バトル・クロスは溶け出していた。瑞々みずみずしいエルフの肌も醜い火傷やけどにぽつぽつと犯されている。

　その瞼は、永遠の眠りについたかのように閉じられたまま。

　片目から涙を流し、もはや気力のみで肉体を稼働させるベルは、両膝ひざをついた体勢で彼女の体を抱き上げた。


「リューさんっ、リューさぁんっ!?　目をっ、目を開けてくださいっ……！」



　震える手と、溶けた指の皮でリューの肩を摑むベルは、繰り返し叫んだ。

　彼女の命を繫つなぎ止めるように、何度も。

　少年の願いは届いたのか、ぴくりと、瞼が閉じられた睫毛まつげが震える。


「リューさんっ……！」



　ベルの顔に歓喜が宿った直後。




　彼の希望を打ち砕くように、怪物の遠吠ぼえが鳴り響いた。




「────」

　現実に引き戻されたベルは、ゆっくりと顔を上げた。

　そこは茫洋ぼうようとした大広間ルーム。あまりにも広い。巨大過ぎる。

　薄闇うすやみに支配される周囲を震える眼差まなざしで見回したベルは、付近にモンスターの影がないことに安堵あんどしようとした。しようとして、できなかった。

　──今、モンスターに襲われたら終わる。

　──いや違う。

　──ここはどこだ？

　──ここは、何階層だ？

『ワーム・ウェール』は階層間を移動する。

　暗闇に包まれた体内で散々揺さぶられ、衝撃に翻弄ほんろうされていたベルには、側で死体となって横たわっているこのモンスターがどこまで穿孔せんこうしたのか把握できる筈はずもなかった。

　恐らくは、27階層より下部の階層。

　力を失っているリューの肩に指を食い込ませ、その体を守るように抱き締めながら、恐怖と戦いながら現状把握に努める。

　地面の組成は土石系。

　うっすらと視界の奥に見える壁面も同様。

　頭上に広がる空間は果てしなく高く、Ｌｖ．４の視力をもってしても天井を視認できない。

　茫漠ぼうばくとした闇に塞がれてしまっている。

　唯一の光源は、壁に等間隔に灯ともされている燐光りんこうのみ。

　床や壁面、階層そのものの色は──白濁色。

「────────」

　冷気が走った。

　首を犯す凍いてついた風が。

『ようやく気付いたか？』と。

　肩にのしかかる暗澹あんたんとした闇が、耳もとで嗤わらい声を上げ始める。

　心臓の音がうるさい。

　骨を突き破って飛び出してきそう。

　乾いた笛のように鳴り続けている音が、乱れた自分の呼吸だと気付くのに数秒を要した。

　まさか、まさか、まさか。

　本能が悲鳴を上げている。

　理性が事実を否定したがっている。

　頭に蓄えられた記憶が、ハーフエルフの彼女と一緒に蓄えた知識が、残酷なまでに『とある層域』の情報を現状と合致させる。

　あまりにも巨大な迷宮構造。

　悲愴ひそうを覚えるほどの度合スケールの違い。

　上層域、中層域、果ては下層域とも異なるその規模。

　ベルは絶望に染まりながら答えに辿たどり着く。

　その【過酷】の名は──37階層。

　震える唇が、呟つぶやきを落とした。

「『深層』……」




























あとがき







　いきなりネタバレから入ってしまいますが、某厄災やくさい先輩の参考資料はエ○リアン○イーン陛下でした。




　懺悔ざんげという名の第十三巻あとがきになります。

　一巻完結できず誠に申し訳ありません。酒場の妖精にまつわるお話は一冊で決着をつける予定だったのですが、例のごとく予定頁数オーバーが見込まれたため、上下巻構成となってしまいました（あとは六章以降も続く怒涛のピンチと修羅場しゅらばラッシュで読むのがすごくしんどそうと思ってしまったため……）。本当に本当に、ごめんなさい……。

　前兆はありました。今回のメインヒロインである筈の酒場の妖精を押しのけて、悲劇の予言者が声高に出番を主張してきたからです。これまでの微妙な影の薄さからの脱却とばかりに。

　いわゆる『予言』のネタは物語のギミックとして割と早い段階から考えていたのですが、いざ始まってみると、予言者様が動く動く。

　絶望も葛藤かっとうも決意も当初の想定以上で、五〇頁あたりでもう自分の手を離れていたような気がします。割と何も考えずとスラーと文章が埋まっていくのは初めての経験だったかもしれません。挙句あげく、まさかのヒロイン昇格です（少なくとも作者の中では）。思わず「ＵＳＯでしょ」と呟つぶやいてしまうくらい衝撃でした。

　本来の予定にはなかった展開にウワァーと仰のけ反ぞる反面、少し嬉しかったりもします。物語の中で生きてる登場人物達が当初の構想を裏切る、あるいは斜ななめ上を突き抜けていくのは作者にとっても作品にとってもいいことなのかなと。ただ妖精ヒロインの出番を期待していた読者の方々には申し訳ありませんでした。次巻はもっと増える（筈）なので、待って頂ければ幸いです。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　新しく担当になって頂いた松本様、今後ともよろしくお願いいたします。色々末期だった作者を何度も支えてくださった北村編集長、今回も大変ご迷惑をおかけしました。素晴らしいイラストをあげてくださったヤスダスズヒト先生、物語に彩りを添えてくださって感謝感激です。特に挿絵のバトルラッシュ、本当に嬉しかったです！　関係者の皆様にも御礼申し上げます。何より本書を手にとって頂いた読者様の皆様、いつも本当にありがとうございます。

　次巻後編も早くお届けできるよう鋭意努力してまいります。

　またお会いできれば幸いです。

　ここまでありがとうございました。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　悲劇の予言者が出番を主張したので尺が予想以上に増えました。そして上下巻構成となりました。読者の皆様、申し訳ありません……。どうかよろしくお願いいたします。

「やったねダフネちゃん！　ヒロインが増えるよ！」

「カサンドラェ……」




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏〜ヨザクラカルテット〜（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト

http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか１３


大森藤ノ
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